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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ホットラインのスイッチが入り、呼び出し音が鳴なり響ひびく。

　聖せい樹じゆは羽は根ね布ぶ団とんをはね上げるようにしてベッドから飛び起きた。

「リーザか!?」

　呼び出し音は、鳴り続ける。

　周しゆう期き的てきにくり返されるその音を聞いていると、ゆっくりと現実が戻ってきた。

　聖樹は、胸元に羽根布団を抱えこみ、大きな息をつく。

　今、この電話の向こうに、リーザがいたら。

　今までと変わらず連絡をくれたのだとしたら。

　ああ、どんなにいいだろう。

　時計は、二十二時をさしていた。

　枕まくら元もとには、「ツァラトゥストラかく語りき」が放り出されている。

　世界各国から本部に届く情報に目を通していて昨夜は寝られず、今日になってそれらがいったん途と絶だえたのを見計らい、ベッドに入った。

　ニーチェを読んでいて、いつの間にか眠りに落ちた直後の呼び出し音である。

　裸はだかの肩に散った髪を払はらいながら、聖樹はもう一方の手を伸のばし、ベッドヘッドのボードに付いているハンズフリーボタンを押した。

　リーザから二度と電話がくることはないとわかった日から、ハンズフリーは切ってある。

　あれほどやめろと言われた携けい帯たい電話も、入手していた。

　いくら盗とう聴ちようされていようと、困るような情報はもう何も入ってこない。

　うるさく注意してくれるリーザも、すでにいなかった。

「総そう帥すいレオンハルト閣かつ下かでいらっしゃいますか」

　電話の向こうの声は、年老いた女性だった。

　ドイツ古こ語ごに近いイントネーションで、厳いかめしい言葉遣づかいである。

「そうだ」

　答えて聖樹は、耳を澄すました。

　いったい何者か。

　どうやってこの電話番号を知ったのか。

　怪あやしいこと、この上ない。

「私は、バーゼル・バッハの郊こう外がいワッセン村のインゼル・グレーシャーに住むテオドラといいます。グリムゼル家の第二十代当とう主しゆマインシュタイン・グリムゼルの未み亡ぼう人じんです」

　聖樹は、次じ期き総帥就しゆう任にんに当たって記き憶おくした名門各家の名前を思い浮かべる。

　グリムゼルという家名は、確かに存在していた。

　中世の、ドイツの名家である。

　だがそれが現在まで続いているかどうかは、記録になかった。

「先日、夫が亡なくなりまして、その遺い品ひんを整理しておりましたら、古い冠かんむりが出てきました。オリジナルの箱に入っており、そこには『火のサラマンドラの聖せい冠かん』と書かれております」

　聖樹は、片目を細める。

　本当か？

「オークションに出そうかとも思いましたが、真しんのサラマンドラの聖冠でしたら、ミカエリス家の七しち聖せい宝ほうの一つのはず」

　サラマンドラの聖冠は、正式名称を「火のサラマンドラの聖冠」という。

　自然を思うまま操あやつる力を持つが、これをかぶると、体内に火のような欲よく望ぼうが生じ、理性のすべてを焼き切ってしまうといわれている。

「オークションにかける前に、そちらにご一報さしあげた方がいいかと考えて、こうしてお電話いたしました」

　取りあえず話に乗ってみるしかない。

「ご好こう意いに、感謝いたします。ご主人がどこでそれを手に入れられたのか、ご存ぞん知じですか」

　探さぐりを入れると、きっぱりとした声が返ってきた。

「まったく存じませんし、興味もありません」

　夫婦仲がよくなかったのか、それとも、この話自体が偽ぎ装そうで、バレることを避さけるために多くを語らないのか。

　七聖宝に関して本部に入ってきた情報は、すべて長老ゲローン派全体会議にかけられ、審しん議ぎされることになっている。

　そこで真実と認にん定ていされたものだけが、正式通達として総帥に送られてくるのだった。

　審議の間ま違ちがいやもれを恐おそれて、聖樹は、正式通達以外の情報もすべて自分の元に送らせている。

　受信したその日のうちに、それらのすべてに目を通すようにしていたが、この話は初めて聞くものだった。

「私としては、早急に遺品を整理してオランダに移り住みたいのです。もしこれがご入り用でしたら、明日にでもこちらにいらしてください」

　サラマンドラの聖冠に関して、本部から最後に正式通達があったのは、しばらく前のことである。

　イングランドの貴き族ぞくベッドフォード公こう爵しやく家けが所しよ有ゆうしているらしいが、確定はできないという中間報ほう告こくだった。

　ベッドフォード公爵家は、その血けつ脈みやくから国王も出しているほどの名門で、古い家系を誇ほこるイギリス貴族である。

　ところが今は、公こう家け墓ぼ所しよのあるチェニーズ周辺の土地や、ブルームズベリーの領地まで売りに出すほど財政が逼ひつ迫ぱくしており、本家のウーバン・アベイの維い持じさえままならず、ナショナル・トラストのやっかいになっているという状態らしかった。

　サラマンドラの聖冠を入手していたとしても、すでに転売してしまっている可能性がかなり高く、引き続き調査をしなければ確定できないということで、長老ゲローン派全体会議は、まだ動く必要はないと通達してきていた。

　それが、いきなりドイツから、直接の連絡とは・・・。

「もし、いらっしゃれないようであれば、私としてもお待ちしていられないので、オークション会社に持ちこむことにいたします」

　オークションに出されては、また行方ゆくえがわからなくなる。

　わずかでも可か能のう性せいがあれば、無視できなかった。

「本当に聖冠かどうか、確かめさせてください。オリジナル・ボックスに書かれた『火のサラマンドラの聖冠』の文字は、何色ですか」

　老女はわずかな笑いをもらした。

　せせら笑うような、見下した感じの笑い方だった。

「私を試そうとするのですか。いいでしょう。文字は、ルビー色です」

　その通りだった。

　文字は書いてあるのではなく、樫かし材ざいで作られた聖せい櫃ひつにルビーを埋うめこんで浮き上がらせてある。

　そこまでわかっているとなれば、保有しているというのは真実かもしれなかった。

　足を運んで、本物かどうかを検けん分ぶんし、もし本物ならば、確保しなければならない。

「わかりました。伺うかがいます」

　そう言うと、満足したような声が返ってきた。

「では、お待ちしています」

　電話が切れる。

　聖樹は、すぐ騎き士し団だん本部にラインをつないだ。

「情報局長を」

　まもなく局長の声がした。

「総帥閣下、ご命令をどうぞ」

　聖樹は、先ほどの電話の内容を話し、自分に送られる情報に滞とどこおりがないかを尋たずねる。

「滞りは、まったくありません」

　情報局長は、はっきりと答えた。

「週に一度、開会される長老ゲローン派全体会議にかけ、その後、正式通達と、それ以外をまとめてそちらに送らせていただいております」

　聖樹は、いらだたしく思う。

　本当なら、会議にかける前にこちらに送ってほしいところだった。

　だが、そんな命令を出せば、また独どく裁さいだと言われ、大おお騒そう動どうになるのだろう。

　騎士団の古いシステムは、まったくどうしようもない。

「会議は昨日行われましたので、その後、そちらにすべてをお送りしました。現在、手元には一件の情報も残っていません。また会議の結果、サラマンドラの聖冠に関しては正式通達が出せるほど信しん憑ぴよう性せいの高い情報はないと判断されたため、正式通達は出ておりません」

　やはり偽ぎ報ほうかもしれない。

　本部を通さず直接に連絡してくるということ自体が、胡う散さん臭くさかった。

　何らかの目的を持って、誘おびき寄よせるつもりなのか。

　聖樹は手を伸ばし、電話の着ちやく信しん履り歴れきボタンを押した。

　先ほどのテオドラ・グリムゼルの電話番号が表示される。

　とにかく現地まで行き、そこから探ってみるか。

　そう考えながらナイトテーブルに歩み寄り、銀のトレーに載のせられている服をつかみ上げた。

「わかった」

　服を着ながら電話を切ろうとすると、局長があわてて言った。

「実はギリシアで、何者かが『黄おう金ごんのダガー』に接近しています」

　聖樹は、袖そでに通しかけていた腕うでを止める。

　体中が、冷たくなっていくような気がした。

「『巫み女この騎士』からの連絡です。『黄金のダガー』に近づこうとしている者を発見し、現在、キングス・オブ・アームズが全力をあげて防ぼう戦せんしているところであると。『挑ちよう戦せんの騎士』が誕たん生じようするかどうかは、今のところ何とも言えないそうです」

「黄金のダガー」というのは、その刀とう身しんに、「我われは挑戦する」という文字を刻きざんだ金の両りよう刃ばの短たん剣けんである。

　この短剣は、聖せい地ちデルポイのアポロン神しん殿でんの内ない陣じんに置かれている霊石オンパロスに突つき立てられており、「巫女の騎士」が率ひきいるキングス・オブ・アームズと呼ばれる二十四人の騎士たちによって、常つねに守られていた。

　その防ぼう御きよを突とつ破ぱして、「黄金のダガー」を引き抜ぬく者が出ると、その人間は「挑戦の騎士」と名付けられ、総帥に挑戦する正式な権利を与えられるのだった。

「挑戦の騎士」は、「黄金のダガー」をもって総帥と戦い、総帥を殺ころせば、その地位に就つくことができるというのが騎士団創そう設せつ当時からの規き定ていである。

　上位騎士しか閲えつ覧らんできない機き密みつファイルには、霊石オンパロスから引き抜かれた「黄金のダガー」は、封ふうじられている魔まを次々と呼び出し、協力して総帥を倒たおすよう命めいじる力を持っているとも記されていた。

「それを受けて先ほど長老ゲローン派全体会議が招しよう集しゆうされました。間もなく正式な通達書が作成され、そちらにメールされると同時に、『月桂樹ラウルスの騎士』が派は遣けんされるかと思います」

　記録によれば「黄金のダガー」は、騎士団史し上じよう、三度、引き抜かれている。

　二十四人ものキングス・オブ・アームズの防戦をくぐり抜けるほどすぐれた者がダガーを手にし、魔ま界かいの協力を得えれば、これ以上に恐ろしい敵はない。

　そうなってしまえば、まともに戦っても勝ち目はなく、その時、総帥は自分の身を守るために、すべての職務を放ほう棄きすることが許されていた。

　過去三人の総帥たちは、さまざまな手しゆ段だんで身を守ってきたのである。

　だが今は、非ひ常じよう事じ態たい宣せん言げんの最さ中なかだった。

　この宣言は、騎士団のあらゆる規定に優ゆう先せんする。

　総帥は、七聖宝の収しゆう集しゆうを最優先とすることを義ぎ務む付けられており、自じ己こ保ほ身しんに走ることは許されなかった。

　全体会議によって七聖宝の情報が真実と確認されれば、即そく、確かく保ほに動かなければならない。

　ただ先ほど入った聖冠の情報は、非ひ公こう式しきのものであり、出発する義務はなかった。

　現時点で、本部には、他の情報は入っていない。

　今後、新しい情報が入ったとしても、それが全体会議を通過するには時間がかかった。

　それまでには、「挑戦の騎士」が誕生するかどうかが決まるだろう。

　誕生したとの知らせが入った時に、この集ロ会ツ所ジ内で「守しゆ身しんの儀ぎ式しき」を行ってから出発すればいい。

「守身の儀式」をすませていれば、魔の攻撃から身を守ることができた。

　そうなれば、「挑戦の騎士」と戦うだけですむ。

「キングス・オブ・アームズの戦いの結果が出るまで、総帥閣下には小集ロ会ツ所ジに待たい機きしていただき、万が一の時に備えてご準備をお願いするようになるかと思います。お知らせするのは、私の権けん限げん外がいですが、少しでも早くお耳に入れるべきかと考え、あえてお話ししました」

　聖樹は礼を言って、ホットラインを切る。

　そうしようと思いながら、ふっとアクスクーのことを考えた。

　オンディーヌの聖せい衣いの一件では、アクスクーは、情報をいち早く握にぎり、密ひそかに外部にもらしていた。

　七聖宝を取り戻そうとする聖樹を阻はばみ、回収を失敗させて総帥位を剝はく奪だつするためだった。

　今回も、本部に入ってきた発見情報を隠いん匿とくしている可能性がないとはいえない。

　リーザが死んだ今、真実を伝えてくれる者は、誰だれ一人としていないのだ。

　もしアクスクーの手が動いているとしたら、一いつ刻こくも早く足を運んで聖冠を確保せねば、手遅れになりかねなかった。

　キングス・オブ・アームズの戦いは、いつ終わる？

「挑戦の騎士」が誕生するかどうかは、いつわかるんだ。

　それを待って「守身の儀式」をしていたのでは、アクスクーに先手を打たれ、聖冠をさらわれるかもしれない。

　舌した打うちしながら、聖樹は、着かけていた服を脱ぬぎ捨てた。

　銀ぎん剣けんのホルスターに手を伸ばし、防ぼう弾だんチョッキをしまってあるワードローブに目をやる。

　いかなる危険があっても、出発を遅らせることはできなかった。











[image: ]









「レオン！」

　高たか天まの家を訪ねると、家族は留る守すで、ドアフォンに出た高天が、すぐに玄げん関かんから飛び出してきた。

「どうしたの。何か、あった？」

　聖せい樹じゆは、メモと、ＩＣチップの入ったカードを差し出す。

「ドイツに行かねばならなくなった。ワッセンという村に住む夫ふ人じんから、『火のサラマンドラの聖せい冠かん』を持っているとの連絡が入ったんだ。すぐ行く約束をした。これが先せん方ぽうの住所だ。念のために渡しておく。それからこれが私のプライベートスペースの通行カードだ。普段は指し紋もん認にん証しようなんだが、そのカードで出入りできるようにセットしておいた。おまえに留守を頼たのみたい。特に夢ゆめ美みの警けい護ごに気をつけてくれ」

　高天は、息を吞のむようにしてうなずいた。

「いいけど・・・」

　緊きん張ちようしたその顔を見て、聖樹は、自分が高天を不安にさせるような頼みごとをしているのだと気づく。

　だが、できるはずだ。

　できなければならない。

　なぜなら高天は、夢美を好きなのだから。

　男が女を好きだとは、そういうことだ。

「私は、もう戻れないかもしれない」

　その話をしなければならないのは、つらいことだった。

　総そう帥すいの全ぜん権けんを振ふるうことができさえすれば、今まで平和な生活を送ってきた高天に、こんなことを頼まなくてもすんだのだ。

　そう考えると、自分の無力さが胸にしみた。

「その時は、おまえに後を頼む」

　高天の目の中に、恐おそれが広がった。

　それは現状の関係を失うしなう恐きよう怖ふであり、自分が未み知ちの世界に吞みこまれることへの戦おののきだった。

「何で」

　そう言った声は、かすれていた。

「何で、俺なの？」

　できれば、引き受けたくないのだろう。

　聖樹は素早く、押しつけるように言った。

「おまえしかいないからだ。他に、誰だれがいる？　光こう坂さかに頼んでいいのか。それでは、おまえのプライドが傷つくだろう」

　高天は、横を向いた。

　見るからに、くやしそうだった。

　聖樹は、微笑ほほえむ。

　まだまだ子供の部分を残している高天が、かわいらしかった。

「それに冷れい泉せん寺じは、女だ。かわいそうだろ」

　昔のことが、ふと胸をよぎる。

　小さかった冷泉寺を思い出し、しみじみとした笑いをかみしめながら言った。

「あいつ、小さな頃は、騎き士しになりたがっていたんだけどね」

　高天が、驚おどろいたようにこちらに目を向けた。

「だが男しか入れないという規き定ていがあったから、しかたなく貴女ダアムになる気でいたんだ。まだ五歳ぐらいの時だ。私も、その時はそのつもりだった。自分が総帥、冷泉寺が貴女ダアムだと決めていた。しかし次じ期き総帥選せん抜ばつ教きよう練れんの間に、考えが変わったんだ。貴女ダアムには、貴女ダアムの役目がある。総帥が騎士たちを率ひきい、指し揮きする父のような存在であるとすれば、貴女ダアムは騎士たちを憩いこわせ、安らげる母だ。あいつが貴女ダアムでは、総帥が二人いるのと変わらなくなる」

　高天は吹ふき出し、声を上げて笑った。

「総帥が二人って、すげぇ」

　その顔に、いつもの快かい活かつな表情が戻ってくるのを見ながら、聖樹は、内心ほっと息をついた。

「次期総帥に任にん命めいされた時、祝しゆく賀が会かいに冷泉寺家が日本からやってくるというから、その折に、貴女ダアムについてはあきらめてもらうよう話をしようと思っていた。その時、冷泉寺が、どんな格かつ好こうをしてきたと思う？」

　高天は首を横に振ったが、その目は期待でキラキラしていた。

「すっかり貴女ダアムになるつもりで、スカートをはいてドレスアップしてきたんだ。言い出しにくかったね」

　高天は目を見開き、身を乗り出す。

「ね、脚あし、どうだった？」

　聞かれて、聖樹は笑みを浮かべた。

「ちゃんと、あったよ」

　高天は、ぶっと頰ほおをふくらませる。

「あるのは、わかってるじゃん」

　聖樹は首をかしげた。

「そうかな。それまで見たことなかったから、ないのかと思っていた」

　高天はまったく話に乗らず、性せい急きゆうに体を揺ゆする。

「ね、どうだった？　細かった？　きれいだった？」

　聖樹は、戸と惑まどった。

　そういう目で冷泉寺を見たことがなく、印象に残っていない。

　だが、この場合、答は一つだろうなと思えた。

「ああ、きれいだった」

　高天は、大きな息をついた。

「もったいねぇ。いつもズボンだもんな」

　そう言ってから、急に心配そうな表情になった。

「それで冷泉寺に、貴女ダアムにしないって言ったの？」

　聖樹は目を伏せ、その時の冷泉寺の顔を思い浮かべた。

「言った」

　一いつ瞬しゆん、こちらをにらんだその目が、忘れられない。

　悲しげな目だった。

　もちろん聖樹は、すぐにつけ加えた。

　貴女ダアムではなく、騎士にすると。

　自分が総帥になったら、おまえのために、騎士団の規定を変えるからと。

　冷泉寺は、それで納なつ得とくした。

　貴女ダアムより騎士の方が助かると言ったくらいだった、その時は。

「七しち聖せい宝ほうを収しゆう集しゆうし終わり、すべての問題を解決して本部に戻ったら、私は騎士団の改かい革かくに手をつける。創そう設せつ以来、変わっていない騎士団の規定にメスを入れるんだ」

　次期総帥選抜教練の時には、総帥になりさえすれば、それができるものと信じていた。

　こんなにも、そこから遠ざけられる日が来るとは、思ってもいなかったのだ。

　騎士団の改革、今やそれは、遠くに輝かがやく星のようなものだった。

　だが、あきらめはしない。

　命のある限り邁まい進しんし、いつか必ず騎士団に戻ってやり遂とげてみせる。

「その時は、女でも騎士になれるようにして、冷泉寺を呼び寄よせる。私の側そつ近きんにすえるつもりだ。あいつがそれを望めば、の話だけどね」

　高天は、大きな息をついた。

「じゃ冷泉寺が側近、俺たちが騎士、夢美が貴女ダアムで、全然問題ないよね」

　聖樹は目を上げ、高天を見すえる。

　自分に言いきかせるように言った。

「夢美は貴女ダアムにしない」

　高天が叫さけぶ。

「どーしてっ!?　本人、その気だぜ」

　聖樹はうなずいた。

「わかっている。騎士団のことだけ考えれば、彼女を貴女ダアムにほしいところだ。当初は、そう思っていた。私自身もそれを望んだし、『月げつ光こうのピアス』が夢美を選んだのも、そのためかもしれない。だが彼女の幸せという点から考えなおせば、貴女ダアムにならない方がいい。それは、おまえにもわかるだろう」

　高天は言葉を失い、神しん妙みような顔つきになった。

「そうだけど・・・」

　夢美と接すれば接するほど、聖樹には、彼女が普通の人間であることがよくわかってきた。

　決定的だったのは、オンディーヌの聖せい衣いの事件の際さい、送り迎むかえのために待たい機きしていた聖樹を無む視しして、突つっ走ったことだった。

　心配ごとに心を奪うばわれ、自分を取り巻いている危険を忘れたのだ。

　感情に振りまわされ、理り性せいを失うような人間を騎士団の世界に引きこめば、本人が、今後どれほどつらい思いをしなければならなくなるだろう。

　その人間性が根こん底ていからくつがえされるような、厳しい生き方を強しいられることになるのだ。

　総帥である聖樹には、貴女ダアムをかばったり、サポートすることができない。

　もちろん愛で包むこともできない。

　あれこれ考え合わせれば、夢美にとっては、今のまま、自由に生きていくのが幸せというものだろうと思えた。

「そうだけど・・・夢美、ガッカリするんじゃないかな」

　高天の言葉に、聖樹は微笑んだ。

「そうかもしれない。だがそれは、一時のことだ。耳からピアスがはずれれば、また違う考え方をするようになるだろう。このすべてを思い出にして、普通の生活に戻ることは可か能のうだし、彼女はそういう生命力バイタリテイを持っている子だと思う。その後は、おまえの出番だ。うまくやってくれ」

　高天は息を吞み、苦しげな声を出した。

「もし普通の生活に戻ったら、夢美は、きっとレオンのことを忘れていくぜ。それで、いいの？」

　聖樹は、うなずいた。

「もちろんだ」

　夢美が忘れても、自分が忘れることはないのだ。

　それでいい。

「構かまわないよ」

　後ろに控ひかえていた警護の騎士が、時間を知らせる。

　聖樹は、急いで言った。

「私が戻らなかったら、ロッジの金庫にある聖宝を持ってマインツに行け。金庫は、そのカードで開く。大だい司し教きようを頼たよるんだ。マインツ大司教は、七聖宝についてこの世の誰よりも知識を持っている。夢美のピアスや、おまえたちの変身についても親しん身みになってくれるはずだ。彼の力が及およばなければ、彼からバチカンのローマ教きよう皇こうに連絡してもらい、事情を話して保ほ護ごを願え。それが銀の薔ば薇ら騎士団現総帥レオンハルトの遺ゆい言ごんだったと言えば、全力をつくしてくれる。騎士団には、絶対に接せつ触しよくするな」

　高天は、コクンと息を吞んだ。

「それ、どういうこと？」

　聖樹は、ふっと考える。

　高天たちには、魔ま王おう子じ事件に関わった際に、ある程度の話をしてあった。

　だが、全部ではない。

　その後に決定された非ひ常じよう事じ態たい宣せん言げんや総帥権の制せい限げんについては、まだ告つげていなかった。

　この機に、全部を話しておいた方がいいかもしれない。

　そうでないと、自分が戻ってこられなくなり、その隙すきにアクスクーが接近してきた場合、丸めこまれる危険性がある。

　三つの聖宝を、だまし取られることも考えられた。

「今、騎士団は不ふ穏おんな状態にある」

　声を落とし、警護の騎士たちに聞こえないようにして、聖樹はこれまでのすべてを話して聞かせた。

「いいな」

　高天は目を見開いていたが、やがて、吞めないものでも吞むかのようにうなずいた。

「ロッジの警備の数が急に減ったから、変だと思ってたんだ。じゃ今、レオンの権けん限げんは制限されて代理の総帥が立っているってことなんだ」

　緊きん張ちようと不安が広がったその顔の中から、意い思しの力が炎ほのおのように立ち上がってくる。

「わかった。俺、必ず言われた通りにするから！」

　頼もしく思いながら聖樹は微笑み、腕を伸のばして高天の二にの腕うでをたたいた。

「頼んだ。じゃあな」

　そう言って背を向けると、あわてたような高天の声が聞こえた。

「夢美に、会っていけよ」

　驚いて、振り返る。

　高天の目が、すがるようにこちらを見ていた。

「今、言われたこと、俺、きちんと全部守る。絶対にやり遂げるから、だから夢美に会っていけよ」

　聖樹は、目をそむける。

「おまえから、伝えておいてくれればいい」

　これが最後になるかもしれないと思ってその顔を見れば、心が乱みだれるだろう。

　それを、避さけたかった。

　今、自分の想いの中に踏ふみこんでいくわけにはいかない。

　凍こおらせ、心の中に閉じこめ、殺ころしておくしかない気持ちだった。

　ここで、かき立てるようなまねはしたくない。

「それじゃダメだよ、わかってるくせに」

　高天は、じれたように地面を踏みにじった。

「もし帰ってこられないとしたら、これでお別れになる。最後かもしれないんだから、会っていきなよ。だってレオンは・・・好きなんだろ」

　強い風が一瞬、胸をふき抜けた。

「レオンは、夢美の幸せのことを考えるようになってるじゃん。自分のことや騎士団のためより、夢美の幸せを優ゆう先せんしようとするのは、好きだからだ」

　聖樹は、ちょっと笑った。

「だから何だ」

　そんなことは、何でもないと思おうとする。

「私は忙しい。気を使わなくていいと言っただろう。おまえの恋を応おう援えんしているとも言ったはずだ。私に約束を守らせろっ！」

　言いきった時には、息を乱して高天をにらみすえていた。

　高天の目の中に、おびえが広がっている。

　聖樹は、あわてて目を伏せた。

「すまない。言いすぎた」

　混こん乱らんしている自分を恥はじながら、懸けん命めいに心をなだめる。

　恨うらむような高天の声がした。

「レオンは、自分自身をだまそうとしてるよ」

　言葉が胸に刺ささる。

　いたたまれなくなって聖樹は身をひるがえし、歩き出した。

　門から高天が飛び出してきて、腕をつかむ。

「だったら、もういい。レオンが本当にそう思っているのなら、夢美は俺がもらうから」

　切りこむような言い方だった。

「それでいいなら、今、夢美と別れていきなよ。その方がすっきりするだろ。それができないんだったら、別れられずに引きずるつもりなら、俺のことを応援するなんて言うなよ」

　振り向けば、いらだたしげな光をたたえた高天の目の中に、一つの問いがあった。

　本当に、思い切れるのか。

　それは、真実なのか、と。

　そらすことも、避けることもできないほど鋭するどく、まっすぐな詰きつ問もんに、聖樹はめまいがした。

　高天が、これほど強きよう硬こうな態度に出るとは思わなかった。

　それだけ、彼女に寄せる想いが強いのかもしれない。

　聖樹は、目をそむける。

　出会った瞬しゆん間かんに、心こころ惹ひかれたその気持ちは、簡単に消せるものではない。

　状況がそれを許さないなら、胸の奥にとどめておこうと考えていた。

　どれほど想いを募つのらせようと口に出さなければ、腕に抱きしめなければ、秘ひめてさえおけば、それは許されるはずだと。

　それだけが、救いだった。

　だが、今ここでそれを押し通せば、高天との関係に皹ひびが入るだろう。

　高天には、すべてを話して後を頼んだ。

　その信しん頼らいを失うことは、できなかった。

　聖樹は、大きな息をつく。

「わかった。そうしよう」

　どうやら、忘れるしかないようだった。

　彼女をいとおしいとは、もう思わないようにしよう。

　心から切り取って、捨てればいい。

　選抜教練を勝ち抜ぬいた自分に、不可能はないはずだった。

「これから行って、別れてくる」











[image: ]









「ほら天てん吾ご、ビクビクしてないで火をつけるのよ。きゃっ人じん吾ごっ！　こっちに花火を向けちゃダメっ!!」

　その夜、私たち姉弟きようだいは、庭で花火をしていた。

　十一月のこんな時期に、なんで今さら花火かっていうと、それは、キャサニングだから。

　キャサニングは、別名、聖せいキャサリンの日といって、キャサリンという人をお祝いする行事。

　彼女は、キリスト教の聖せい者じやの一人で、アレキサンドリア生まれの女性。

　とっても頭のよかった人で、五十人の学者と議ぎ論ろんをしても負けなかったらしい。

　それで、女子学生の守しゆ護ご聖せい人じんになっている。

　彼女をお祝いするキャサニングは、つまり少女のお祭りってわけです。

　この日には、ありとあらゆる物を、丸くしなければならないという決まりがあるので、主しゆ婦ふにとっては、結けつ構こう大変。

　テーブルもね、四角なのはやめて、丸テーブルを使う。

　お料理を運んで歩く時も、いつもみたいにまっすぐ歩いたり角ばって曲がったりしちゃいけなくて、ヘビみたいにうねって歩く。

　そうやって一日中、丸さを保たもてた人は、聖キャサリンの恵めぐみを受けて、その一年間を幸せに過すごせるらしい。

　ああ、幸せになりたいっ！

　このお祝いで食べるのは、キャサリンケーキ。

　キャラウェイ・シーズを混ぜた小こ麦むぎ粉こと卵を、車しや輪りんの形に焼く。

　こってりした味が、うーん、何ともいえないっ！

　それから、楔くさび形がたをしたウイッグスっていうビスケットも作る。

　飲み物は、キャサリンの杯さかずき。

　これは、糸を通した十二個のリンゴの入ったリンゴ酒しゆのこと。

　これを飲むと、むこう一年間は成績がよくなって、おまけに上品な言葉を使えるようになるって話。

　本当かな。

　ほんとじゃなかったら、怒おこる。

　だってこれだけの準備をするのは、とっても大変なんだもの。

　でも楽しいから、ま、許すけど。

　そしてキャサニングのラストは、花火。

　好きなだけ花火をしてね、最後に、「キャサリンの車輪」と呼ばれる丸くまわる花火で終しゆう了りよう。

　もう十一時を過ぎていたので、私は、そろそろ終わりにして、二人を寝かそうと思っていた。

「夢ゆめ美みちゃん、ボク、恐こわいっ！　花火って、原げん理りは爆ばく弾だんと同じなんだよ。爆発するかもしんないじゃん」

　これは、天吾。

「へえ、爆発したら、カッコいいなっ！　オレ、させてみたい」

　これは、人吾。

　双ふた子ごなのに、どうしてこうも性格が違うのかしら、不ふ可か解かい・・・。

　と私が思ったその時、

「あれ、夢美ちゃん、鈴すず影かげのお兄ちゃんが来てる」

　天吾の声に驚おどろいて振ふり向くと、庭の向こうに、鈴影さんの姿が見えた。

　すらりとした長身をかがめてフェンスの上に両りよう腕うでをつき、闇やみに溶とけこみそうな艶つややかな髪を肩からすべり落としながら、じっとこちらを見ている。

　少し離はなれた暗がりには、護ご衛えいの騎き士したちの姿も見えた。

「こんばんは」

　わずかに笑いを含ふくんだ涼すずしげな眼まな差ざしが、夜の中で一いつ瞬しゆん、甘あまくきらめいて、私はついついドキっ！

　うっ、美しいっ!!

「キャサニングかい？」

　へえ、知ってる！

　私は驚きながら、鈴影さんに歩み寄よった。

　普ふ通つう、知らないんだけどな、この行事って。

　今の日本じゃあ、あんまりメジャーじゃないんだもの。

　私は、ママの代わりに主婦をやらなくちゃならなくなって、必要に迫せまられて夏休みに料理学校行ったから、お菓か子し部門で教えてもらったんだけれど。

「鈴影さん、どこでキャサニングを知ったんですか？」

　私が聞くと、彼は小さく笑った。

「銀の薔ば薇ら騎士団は、聖を守る集団だから、あらゆる宗しゆう教きようのあらゆる行事を知ってないと不ふ都つ合ごうなんだ。特に総そう帥すいはね」

　ああ、そうかぁ。

　総帥って、大変なんだねぇ。

「でも私は、知っているだけだ。知ち識しきとしてね。実際に祝ったりはしない。でも君は、確かこの前も五月祭のジャック・イン・ザ・グリーンを作ってたよね。いつも、そうして祝うの？」

　私がうなずくと、鈴影さんは翳かげりを帯おびたその美しい瞳ひとみに、キラリとあざやかな光を浮かべた。

「なぜ？」

　私は、戸と惑まどった。

　だってそんなこと、今まで聞かれたことも考えたこともなかったんだもの。

　すると鈴影さんは、きれいな唇くちびるを少しゆがめて、やさしく皮ひ肉にくげな笑いを作った。

「キリスト教きよう徒とってわけじゃないだろ」

　私は一いつ生しよう懸けん命めい自分の心を見つめ、その中から答を引き出して、言った。

「お祝いするのは、今をいっぱい楽しむため。かな。毎日、同じような暮らしを規き則そく正しくくり返していると、そりゃ便べん利りだけれど、つまんないし、退たい屈くつしちゃうから。時々はリズムを大きくくずして違うことをやって、生活を彩いろどりたいって感じ。特別な日を作って変化をつけた方が、生きることが素す敵てきになると思うから」

　鈴影さんは、まぶしそうに目を細めて、私の話を聞いていた。

　まるで、知らない国の人の話を聞くように。

　鈴影さんの心の中には、楽しむって言葉がないのかもしれない。

　そう考えて私は、もっと彼によくわかってもらうために、話を変えた。

「私こそ、なぜって聞きたい。だって知ってるのにお祝いしないなんて、考えられないことなんだもの。こんなに楽しい事を、みすみす見すごすなんてもったいない。そう思わない!?」

　鈴影さんは、苦く笑しようしながら私を見た。

　品のよいその苦笑いの中から、彼の育ちのよさがにじんで見えた。

「そうかな」

「そうよ」

　私は強く言って、フェンスのドアを開け、彼の袖そでを引っぱって中に引き入れようとした。

「入って、一いつ緒しよにやらない？」

　瞬しゆん間かん、鈴影さんの腕が伸のびて、私の手首をぎゅっとつかんだ。

　びっくりして顔を上げると、一瞬、目が合った。

　その目。

　私は、きっと一生忘れられないと思う。

　冴さえ冴ざえとして美しく、悲ひ壮そうな感じのするその眼差。

　元々鈴影さんは、陰かげのある瞳をしていて、それが憂うれいを含んで見えるんだけれど、今日はまた格かく別べつに哀かなしそうだった。

　胸をつかれて私が、じっと見つめていると、彼は、かわすように顔をそむけ、私の手首にかけたその手を、すべらせてはずした。

　私たちの間をスッと風が通り抜ぬけて、私は、彼が理り性せいの力で感情を隠かくしていくのを感じ、ちょっと寂さびしかった。

　鈴影さんは、いつもこんなふうに、さりげない態度で自分を閉じてしまう。

　心を、私に見せようとしない。

　いえ、私ばかりじゃなくて、誰だれにも。

「時間がないんだ」

　え。

「羽はね田だの管かん制せい塔とうから、午前一時のフライト許可が出ている」

　びっくりする私の前で、鈴影さんは身をかがめ、地面に置いてあった革かわのバッグを取り上げてフェンスの上に置いた。

　カチッとしてシックなそのカバンは、黒で、鈴影さんによく似合っていた。

「バーゼル・バッハって、街を知ってる？　ドイツの古こ都とで、大きくカーブしているライン河の脇わきにある街だ。中世の面おも影かげの残る魅み力りよく的てきな所だよ」

　私が首を横に振ると、そばで天吾が言った。

「ボク、知ってる！　ローマ帝てい国こくの要よう塞さいだった街で、すごく有名な鉱こう泉せんがあって、そこでドイツ皇こう帝ていが歴史的な宣せん言げんを出した保ほ養よう地ちだ」

　鈴影さんはうなずき、天吾の頭に手を乗せて、繊せん細さいな感じのその指先を髪の中にうずめた。

「正せい解かい。すごいぞ」

　天吾は自じ慢まんげに笑って私を見、私は、姉としての立場が危あやうくなるのを感じて、あわてて話を変えた。

「そっ、そこに行くの？　急にどうして」

　鈴影さんは、ちょっと眉まゆ根ねを寄せた。

「その郊こう外がいにあるワッセン村というところから、電話が入った。テオドラ・グリムゼルと名乗る人物で、夫の遺い品ひんの中からミカエリス家の七しち聖せい宝ほうの一つと思われる冠かんむりが出てきたって話だった。行って確かめてくる」

　ミカエリス家の七聖宝の冠！

　私は、叫さけぶように言った。

「それって、もしかして『火のサラマンドラの聖せい冠かん』のこと？」

「たぶんね」

　答えて鈴影さんは、その目に慎しん重ちような光を浮かべた。

「ただ騎士団本部では、そういう情報は確認していないって言ってるんだが。グリムゼル夫人の方は、オランダに移い住じゆうする都合上、早く処しよ分ぶんしたいからオークション会社にまかせたいとの意い向こうだ。もし本物なら、オークションに出される前に止めないと、また行方ゆくえがわからなくなるからね」

　そうよね、それで今、苦労してるんだもの。

「本当にサラマンドラの聖冠なら、ブレスと反応するはずだ。それでブレスを持ってきている」

　そう言いながら鈴影さんは、バッグを手にさげて私の方に向きなおった。

「留る守すの間、君のことは高たか天まに頼たのんでおいたけれど、君自身も充じゆう分ぶん気をつけていてくれ。君の心しん臓ぞうをねらっている連中は、多い」

　ええ、そりゃあもちろん、気をつける、まかせておいてっ！

　と言いたかったんだけれど、私にはどうにも気になった、鈴影さんのいつになく沈ちん痛つうな表情。

　まるで、これが最後で、もう二度と会えないみたいな顔だったんだもの。

　それで聞かずにいられなかった。

「鈴影さん、何を心配してるの？」

　彼は、目を見開いた。

「わかるか」

　私がうなずくと、彼は、くい入るように私を見すえた。

「なぜ？」

　答を求めて熱く輝かがやくその瞳は、とても神しん秘ぴ的てきで魅み惑わく的てきで、私の胸にまっすぐ射さしこんできて、心を捕とらえた。

　その美しさの前で、私はついついうっとりとしてしまった。

　とたん、私の足のそばで、人吾の飛ばしたカンシャク玉が大爆発っ！

　私は悲ひ鳴めいを上げて飛び上がり、もうちょっとで鈴影さんの首にかじりついてしまうところだった。

　まるで塀へいから落ちそこねた猫ねこみたいに。

「人吾っ！　カンシャク玉は買っちゃダメだって、あれほど言ったでしょっ!!」

　大声で怒ど鳴なりつける頃には、人吾はとっくに雲隠れしていて、代わって天吾が私をなだめるという、いつものパターン。

　もちろん鈴影さんとの間に、さっき一瞬漂ただよった熱っぽいムードなんて、影も形も消えうせてしまっていた。

　鈴影さんはクスクス笑いながら、こっちを見ている。

　私は、あせって話を戻した。

「あの、何を心配してるのか、教えて」

　すると彼は、涼しげなその瞳に浮かんでいた笑みを消し、まじめな顔になった。

「私の留る守すに、君が騎士団の勉強をサボるんじゃないかってことだ。ちゃんと小集ロ会ツ所ジに行くんだよ」

　ううっ。

　私は本気で聞いたのに、それをかわしたあげくにイヤミなんか言って・・・。

「後のことは、すべて高天に任まかせてある。彼の言うことを、よく聞いてくれ。何が起こっても、どんなことになっても、とにかく高天に従したがうように。いいね」

　鈴影さんの馬ば鹿か。
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　あくる日は土曜日だったので、私は、さっさと朝の片づけをすませてロッジに向かった。

　いつもは門のそばの警けい備び室しつに、警備の騎き士しがいるんだけど、なぜか誰だれもいなかった。

　ロッジというのは、鈴すず影かげさんの家の離はなれにある、銀の薔ば薇ら騎士団の集会所のこと。

　というか、鈴影さんの家全体がロッジと呼ばれていて、その中には多くの棟とうがあって、廊ろう下かでつながっているんだ。

　私たちの学習用として提てい供きようされている棟は、星を散りばめた円形の天てん井じようを持つ美しい居間と、図書室とベッドルーム、シャワールームからできていた。

　世界中のあちこちにある銀ぎん薔ば薇らロッジの学習棟は、皆みんな、同じ造りになってるんだって。

　私と高たか天ま宏ひろし、光こう坂さか亜あ輝き、それに冷れい泉せん寺じ貴たか緒おの四人は、ここで週二回、勉強会をしなければならない。

　銀の薔薇騎士団の入団テストのための勉強。

　受験みたいよね。

「皆みんな、いる？」

　そう言いながらドアを開けると、光坂君と冷泉寺さんの姿が見えた。

　テーブルに向かって本を読んでいた光坂君は、何とメガネをかけていたっ！

　私は、びっくりして、そばに寄よった。

「どうしたの、近きん視し？」

　彼は、サラッと金きん髪ぱつを揺ゆすってメガネを取り、私を見上げた。

「ん、遠えん視しみたい。遠くが見えすぎて、近くがよく見えないんだ。それで、本読む時だけかけようと思って」

　鼻の両側にポツンポツンとついたメガネの痕あとが何だかかわいくて、私は思わず笑ってしまった。

「夢ゆめ美みっ！」

　光坂君は叫さけんで、ガタンと椅い子すを立った。

「ひどいよ。笑われるほどヘンじゃないはずだよ」

　そうやってムキになると、光坂君は、ますます童どう顔がんに見える。

　色白の頰ほおも、そこに振ふりかかる金髪も、北ほく欧おうのお人形さんみたいで、かわいい。

　私は、光坂君の手にあるメガネを取り上げた。

「遠視って、病気なんじゃないの」

　それをかけて、私が光坂君に顔を向けると、光坂君は、一気に笑い出した。

　え？

　訳がわからずにいる私に、ポケットから出した鏡かがみを差し出す。

　それをのぞいてみると・・・。

　遠視のトツレンズのせいで、私の目が、ワイドスクリーンの金魚みたいに大きく、キョトンと見えた。

　私も思わず噴ふき出し、光坂君と一いつ緒しよに笑い転ころげた。

　冷泉寺さんに、ドンとテーブルをたたかれるまでね。

「うるさい」

　青く見えるほど澄すんで冷れい徹てつな感じのその目に、斜ななめににらまれたら、すくむ。

　とてもきれいな目なんだけれど、ザックリ斬きられてしまいそうで、恐こわいもん。

「静かにできんヤツは、出て行け。何なら、つまみ出してやろうか？」

　ギッとにらまれて、私たちは笑いもピッタリ止まってしまい、光坂君はそそくさと読書に戻り、私も愛あい想そ笑いしながら、本ほん棚だなのそばに寄った。

　その時、バタンとドアが開いて、宏が飛びこんできたのだった。

「お、静かにできんヤツが、また一人増えたな」

　そう言った冷泉寺さんに怒おこりもせず、宏は私たちを見まわした。

「レオンが、大変だ」

　えっ!?

「実は、昨日の夜、レオンがうちに来たんだ」

　へぇ、私のとこにも来たけど。

「で、サラマンドラの聖せい冠かんの売ばい買ばい交こう渉しように行くって」

　ん、私にもそう言ったよ。

「だけど、話してるうちに、ちょっと言い争あらそい的なムードになって」

　私は、びっくりした。

　だって・・・鈴影さんと宏が言い争うって、いったい何で？

「俺も言いすぎたし、レオンも妙みように切せつ羽ぱ詰つまった感じだったから、後からすごく気になってさ。今け朝さ、早く来てみたんだ。そしたら誰もいなくて、パソコンに本部からメールが入ってた」

　メール？

「ドイツ語で全然読めなかったから、そばにあった自動翻ほん訳やく機きにかけたんだ。結けつ構こう、長い時間がかかってさ、ようやく全部が翻訳できて、見たら、最初のところに正式通達って書いてあった」

　正式通達って、何かすごく重要そうだけど・・・。

「ところが本文の方は、てんで意味不ふ明めい。いちお日本語になってるんだけど、主しゆ語ご、述じゆつ語ごがめちゃくちゃでさ。外国人のしゃべる日本語みたいで。それに何のことかわからない言葉も多い。『黄おう金ごんのダガー』とか『挑ちよう戦せんの騎士』とか」

　はっ!?

「集ロ会ツ所ジで『守しゆ身しんの儀ぎ式しき』を行わなければ、命の危険があるとか」

　はあっ!?

「高天、落ち着け」

　冷泉寺さんが立ち上がった。

「その説明じゃ、まったく訳がわからん」

　ん、チンプンカンプンよ。

「俺だって、わかんねぇんだよ」

　宏が怒ったように言った。

「本部からのメールを読むのなんか初めてだし、おまけに自動翻訳機の日本語って、ほんとに変だしさ。だけど、とにかく大変そうな感じだろ」

　まぁ、確かに。

　冷泉寺さんがため息をつく。

「どうやら、バカなおまえにもう一度説明させるより、こっちがレオンの執しつ務む室しつに行って、メールを見た方が早そうだな」

　そう言うなり、身をひるがえして出て行った。

　それで私も光坂君も、その後を追ったのだった。

　その後ろから、宏があわててついてきた。

「待て。これがないと通れないから」

　プライベートスペースの出入り口には、いつも警護の騎士が立っているのだけれど、鈴影さんがいない今は、自動制せい御ぎよだった。

　騎士もいない。

　宏の持っていたカードで、私たちはそこを通った。

「皆、レオンさんについてったんだね」

　光坂君が言った。

「でもさ、最初にレオンさんがやってきた時と、ピアスの件でドイツに行って帰ってきた後じゃ、ここにいる騎士の数がすごく減ったんだけど、何で？」

　さぁ。

　私が首をかしげていると、宏がさりげなく言った。

「組織の変更があったんだろ」

　その言い方が、どことなく気になった。

　宏は、何か知っているのかもしれない。

　そんな気がした。

　ドアの奥はホールで、そのまわりにいくつかの部屋があった。

　そこに足を踏ふみ入れるのは、初めてのことで、私は興味シンシン。

　静まり返ったそのあたり一いつ帯たいには、どことなく鈴影さんの雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

「ここが執務室」

　宏がそう言ってドアを開けると、中は広い部屋で、事じ務む機き器きやパソコン、大きな机や本棚が並んでいた。

　パソコンの前に立った冷泉寺さんが、液えき晶しよう画面に映っていた緊きん急きゆうメールを読み、難むずかしそうな顔で腕うでを組む。

「固こ有ゆう名めい詞しが、まるでわからんな」

　脇わきから光坂君が言った。

「『銀の薔薇騎士団』の騎士専用サイトを開いて、そこで由ゆ来らいとか、歴史を検けん索さくすれば、わかることも出てくるんじゃないかな。あるいは、このパソコンの中に入っているレオンさんの情報を引き出すとか」

　冷泉寺さんは椅子を引き寄せ、パソコンの間にどっかりと座りこんだ。

「よし、やってみよう」
















　かくて奮ふん闘とうすること、一時間っ！

　私たちは、鈴影さんを襲おそったとんでもない危き機きの全ぜん貌ぼうを知ったのだった。

　全員が、真まっ青さおになった。
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　下か降こうしていく飛行機の窓から、聖せい樹じゆは森をながめる。

　黒い森シユヴアルツヴアルトだった。

　隣となりをライン川が流れる。

　そのあたり一いつ帯たいを、セスナで低てい空くう飛行したことがあった。

　次じ期き総そう帥すい選せん抜ばつ教きよう練れんの時である。

　対たい空くう訓練中のことで、昼休みに教きよう官かんの目を盗ぬすみ、リーザと二人で、どちらがより低く飛べるかを争あらそったのだった。

　聖樹は、笑みを浮かべる。

　木々の密みつ集しゆうした森では、翼つばさに当たって折れた枝が窓を突つき破やぶって飛びこんできた。

　ライン河がわでは、河かわ面もすれすれに飛行したため、ライン河下りの観かん光こう船せんにぶつかりそうになった。

　大あわてだったが、それでも冗じよう談だんを飛ばし、笑い転ころげながら、まだまだやる気充じゆう分ぶんだった。

　後で、ドイツ国こく防ぼう省しようから騎き士し団だんに抗こう議ぎの電話が入り、長老ゲローン派全体会議議ぎ長ちようからひどく怒おこられたが、それも忘れられない思い出となっていた。

　リーザのたくましい笑顔は、今も心に、はっきりと残る。

　かけがえのない友人、すべてをわかってくれるただ一人の友、いく度となく励はげまされ、支えられて、もしその身に何か起こったら、今度こそ必ず自分が助けに行くと固く心に誓ちかっていたというのに、それも果はたせないままとなった。

　考え出すと、心が沈しずんで止めようもない。

「総帥閣かつ下か」

　機内の通路を歩いてきた騎士が敬けい礼れいし、身をかがめて言った。

「通信局長からお電話が入っています。お手元の電話機につなぎました」

　聖樹は手を伸のばし、壁から受話器を取り上げる。

「レオンハルトだ」

　電話の向こうから、緊きん張ちようした声が聞こえてきた。

「お忙しいところ、誠に申し訳ありません。一度お伺うかがいしておかねばと思い、お時間をいただきました。総帥閣下にお取とり次つぎ願いたいと望む人物から、このところ頻ひん繁ぱんに電話が入っております。アーデルハイト・マールブルクという女性ですが」

　あの娘こだった。

「どういたしましょう」

　勝かち気きそうなその笑顔を思い出して、聖樹は微笑ほほえむ。

「当分、お相手はできないと伝えておいてくれ」

　電話を切りながら、ふとリーザの言葉を思い出した。

「おまえに会わせる約束の女、あいつに会う時は、薔ば薇らの花を持っていけ。シャンパン・ゴールドのだ」

　それが最さい期ごの言葉だった。

　アーデルハイトのことなのだろうが、あんな時に、なぜ。

　いく度もくり返してきたその問いを、またも新たにつぶやきながら、聖樹はふと、何かあるのかもしれないという気になる。

　今回の件が片づいたら、一度、会ってみようか。

　そう思いながら背もたれから身を起こし、脇わきに控ひかえている騎士に向かって片手を上げた。

「情報局長を呼んでくれ」

　騎士が機内電話で連絡し、通じた旨むねを伝えてくる。

　聖樹は、受話器を取り上げた。

「総帥閣下、ご用を承うけたまわります」

　昨夜、話した騎士と、声が違っている。

「昨日の局長はどうした」

　聖樹が聞くと、電話の向こうの声が強こわ張ばった。

「本日付で異い動どうです」

　聖樹は、声を鋭するどくする。

「理由は」

　局長は困ったような笑いをもらした。

「聞いておりません」

　聖樹は、舌した打うちする。

　そんなはずがないだろうと喉のどまで出かけたが、吞のみこんだ。

　ここで問いつめても、本当のことは言わないに決まっている。

「ダガーは、どうなった」

　局長は、やや時間を取ってから、くもった声で答えた。

「キングス・オブ・アームズが戦せん闘とう中ちゆうです」

　聖樹は、胸をなでおろす。

「変化があれば、報ほう告こくを」

　そう言って電話を切った。

　まだ魔まは動いていない。

　動き出す前に聖せい冠かんの真しん偽ぎを確かめ、本物なら売ばい買ばい交こう渉しようをすませてしまいたかった。

「総帥、間もなくシュトゥットガルト空くう港こうです」

　通路を歩いてきた騎士に言われ、聖樹は微笑む。

「Ｇグｕーｔト」
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　ドイツ語を訳やくしてくれたのは、冷れい泉せん寺じさんだった。

「本部からのメールと、騎き士し団だんのサイト、それにレオンのパソコンから抜ぬいた情報を混ぜて話すからな。よく聞けよ」

　自動翻ほん訳やく機きよりもわかりやすかったから、皆みんなが耳を傾かたむけた。

「本部からのメールは、正式通達で『黄おう金ごんのダガー』が引き抜かれそうになっており、防ぼう戦せん中ちゆうというものだ。もしダガーが引き抜かれて『挑ちよう戦せんの騎士』が誕たん生じようした場合、そいつがレオンを倒たおせば、代わって総そう帥すいになれるらしい」

　うっ、ハードっ！

「『黄金のダガー』は、総帥の持つ銀ぎん剣けんに刃は向むかう剣とされている。またその刃やいばをこの世にさらしたダガーは魔ま界かいに呼びかけ、自分に協力して総帥を倒すように命めいじる力を持っている。これは、騎士団の中でも高こう位いの騎士位を持つ人間にしか知らされていない極ごく秘ひ事じ項こうだって。この動きを止めるには、ダガーが引き抜かれた時点で、総帥自みずからが集ロ会ツ所ジにおいて『守しゆ身しんの儀ぎ式しき』を行うことだが、その時期を逸いつすれば、魔界の制せい止しは不ふ可か能のうとなる。ダガーに命じられた魔界は、次々と魔を呼び出し、ダガーの刃が、総帥か、あるいは挑戦者の心しん臓ぞうに突つき立てられる時まで、攻こう撃げきを続けるだろう」

　ううっ、大ハードっ！

「総帥の持つ銀剣の力は、『黄金のダガー』よりはるかに弱い。『挑戦の騎士』が誕生した場合、総帥が勝てる可能性は、極きわめて低いと言わざるを得えない」

　それを聞いて私は、頭にカッと血が上ってしまった。

　だって、ひどいっ！

「何で、そんな危険なことを認みとめておくわけっ!?」

　怒ど鳴なるように言った私に、冷泉寺さんは事もなげに答えた。

「人間を超こえた存在であることを証しよう明めいするのが、総帥の責せき務むだって、この間来た『教訓タルムードの騎士』が言ってただろ。戦いの中に常つねに身を置き、どんな状況下でも勝って自分の力を見せ続ける義ぎ務むを、レオンハルトは騎士団の全騎士たちに対して持っているんだ。騎士団のあらゆる騎士たちは、レオンハルトの力を試すことを許されているってことさ。それも、総帥の銀剣より強いダガーを持ってね。それでもなお退しりぞけてこそ、総帥にふさわしいとして尊そん敬けいされ、皆を従したがわせることができるわけだ。これも、きっと総帥の試し練れんなんだ」

　私は、胸が痛かった。

　総帥であり続けるということは、何て苦しく、また大変なことなのだろうと思って。

　それを、生きる道として選んでしまった鈴すず影かげさんのことを考えると、たまらない気持ちになった。

　だって、あんまりにも不幸だもん。

　人間性が無む視しされすぎてるじゃん。

「ダガーが抜かれなきゃ問題ないんだ。きちんと防戦してくれるといいんだけどな」

　宏ひろしがつぶやくように言い、私は、鈴影さんのあの目を思い出した。

　痛いた々いたしいほど悲ひ壮そうだったあの瞳ひとみを。

　鈴影さんは、「挑戦の騎士」が誕生するかもしれないことを知った上で、それでも命がけで出かけたのに違いない。

　総帥という地位を誇ほこり、そこに何もかも賭かけて生きようとしている鈴影さんにとって、七しち聖せい宝ほうの紛ふん失しつは、耐たえがたい屈くつ辱じよくなのだ。

　一秒でも早く、たとえ命と引き換かえにしてでも、その汚お点てんをぬぐい去りたいと思っているのだろう。

　だからあんな悲壮な顔をして、行ってしまったのだ。

　そう考えていると、昨夜、私の家に彼が顔を出したのは、あの時、私が感じた通り、最後のお別れのつもりだったのかもしれないと思えてきて、不安がつのる一方だった。

　ああ、鈴影さんの身に何かあったりしたら、どうしよう・・・。

　私は、思わず身み震ぶるいした。

　その瞬しゆん間かん、電話が鳴り出したのだった。

　私は息を吞のんで、その電話を見つめた。

　誰だれから!?

　皆が緊きん張ちようする中で、宏が電話機に歩み寄より、ハンズフリーのボタンを押してから言った。

「はい」

　すると天てん井じようから、中年男性の声が聞こえてきた。

「おまえは、騎士候こう補ほ生せいの高たか天ま宏だな。こちらはバンドームだ」

　私たちは、いっせいに大きな息をついた。

　バンドームというのは、以前にここにやってきた「教訓タルムードの騎士」だった。

「この電話は盗とう聴ちようされている可能性がある。いつ回線を切せつ断だんされるかもしれない。急いで話す。よく聞け」

　私たちは、こくんと息を吞んだ。

「騎士団の情報は、現在、操そう作さされている。『黄金のダガー』は、日本時間にして昨夜の二十一時五十分に、すでに引き抜かれており、『挑戦の騎士』が誕生、それに応おうじて魔界も動き出している。レオンハルトにそう伝」

　そこまでしか聞こえなかった。

　声は途と切ぎれ、電話は切れてしまったのだった。

　私たちは、真まっ青さおになった。

「レオンさんは当然、知らないよね、ダガーがもう引き抜かれて、魔界が動いてるってこと」

　光こう坂さか君が言うと、宏がぷるっと首を横に振ふった。

「知らねぇに決まってんじゃん。レオンが出かけたのは、昨日の夜だぜ」

　じゃ、急いで連絡しないとっ！

「携けい帯たい番号、わかる？」

　光坂君がズボンの後ろポケットから携帯電話を出した時には、もう冷泉寺さんが自分の携帯ですでに鈴影さんを呼び出していた。

　ところが、耳に当てたままで、話し出そうとしない。

　私たちが息を吞んで見ていると、やがて携帯を下ろして言った。

「ダメだ。全然通じない」

　私たちは、一気に緊張した。

　それって・・・ただ電波、悪いだけ？

　それとも、魔が動いているから？

「俺がやる」

　そう言って宏が携帯を取り出す。

　光坂君も、シートボタンを押し始めた。

　ところが二人とも、すぐに降こう参さんした。

「ダメだ」

「ん、僕の方も全然、通じない。でも、これって」

　光坂君が、宏に目を向ける。

「レオンさんの携帯が、国こく際さい対たい応おうになってないだけなんじゃない？」

　え？

「レオンさん、空くう港こうで切り替えていくのを忘れたんだ、きっと」

　冷泉寺さんが怒ど鳴なった。

「そんなマヌケなこと、レオンがするはずない」

　そうだよね、あんな思いつめた様子だったんだし。

「でも、そうとしか思えないけどな・・・」

　光坂君が首をかしげて自分の携帯を見つめたその時、宏が震ふるえるような声で言った。

「留る守すの間は、自分で指し示じを出さないつもりなんだ」

　皆が驚おどろいて、宏を見た。

　宏は息を吞み、自分に聞かせるようにつぶやいた。

「後は、俺に任まかせるって言ってた。日本のことはすべて、俺に決めさせるつもりなんだ。俺や皆がレオンを頼たよったりしないように、わざと国際対応にしていかなかったんだ」

　私は胸をつかれ、言葉がなかった。

　鈴影さんは、自分のことは考えなかったの？

　私たちが、鈴影さんを助けるようになるかもしれないってことは、そのために連絡できるようにしておかなければならないってことは、考えてみなかったの？

　私たちって、守られるだけの存在なの!?

「レオンさん、『守身の儀式』って、やっていったのかな」

　光坂君がぽつんと言ったとたん、冷泉寺さんが荒あら々あらしくドアを開けて飛び出していった。

　私たちは固かた唾ずを吞み、顔を見合わせた。

「もしやってなかったとしたら、魔と『挑戦の騎士』の両方に襲おそわれるんだよ。いくらレオンさんの身しん体たん能のう力りよくがすぐれてたって、そんなのってムリだよ」

　光坂君の言葉に、宏が青ざめてうなずいた。

「総帥の銀剣はダガーよりはるかに弱くて、『挑戦の騎士』が誕生した場合、総帥が勝てる可能性は極めて低いって、本部のメールに書いてあったし」

　私はもう、気が狂くるってしまいそうだった。

　どうすんのっ!?

　私たち、どうすればいいの!?

　やがて戻ってきた冷泉寺さんが、腹立たしげに言った。

「ロッジ内のどこにも、儀式が行われた形けい跡せきはない。レオンは、きっとそれをせずに出かけたんだ。バカめ」

　じゃ、もう魔に襲おそわれてるかもしれないっ！

　しかも本人は、魔が動いているってことを知らないんだ。

　私は息を吞み、皆と顔を見合わせた。

　鈴影さんは、戻ってこないの!?

　私たちはもう、彼に会えないの!?

　そんなのって・・・いやだ！

「落ち着けよ」

　宏が自分に言い聞かせるように言った。

「レオンは、後のことは俺に任せるって言ったんだ。俺が何とかする」
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「Seine Exzellenz der Hochmeister Leonhardt Rosenheim vom Ritterorden der Silber Rose wird da/ Machen-Sie des Tor auf, das ihm reserviert ist.」

　シュトゥットガルトの空くう港こうでドイツに入国し、ヘリコプターに乗り換かえた。

　広いシートの背もたれには、総帥の印いんの双そう頭とうの鷲わしと、ミカエリス家のＭが刺し繡しゆうされている。

　聖せい樹じゆが身を落ち着けると、前の席に座っていた騎士が振ふり返り、広げた地図を見せた。

「インゼル・グレーシャーに向かいます。フライト時間は、約三十五分です。古地図によりますと、グリムゼル家はこの位置。現在の地図でも近くに離り発はつ着ちやくできそうな空あき地があります。そこに降りたいのですが、よろしいでしょうか」

　聖樹は、うなずく。

　騎士は返事をして地図をたたみ、代わりに隣となりの席にいた騎士が黒いベルトを差し出した。

「護ご身しんのため、ベルトをこれにお取り替えください」

　聖樹は、それを受けとる。

　重い手ごたえがあった。

「騎士団製か？」

　そう聞くと、騎士がうなずく。

「第二次大戦中、ナチスドイツに要よう請せいされて研究局が開発したものです」

　聖樹は、ベルトのバックルを持ち上げてみた。

　下には発はつ射しや装そう置ちのトリガーと、実じつ弾だんの発射穴が四つ並んでいる。

「弾だん丸がんは、こめてあります」

　かなり小さく、また精せい巧こうに作られていた。

「ナチスドイツは、騎士団に研けん究きゆう費ひを支し払はらいませんでした。そこで当時の騎士団はこれを大量生せい産さんし、イギリスやソ連に提てい供きようしたようです。財ざい務む局きよくに言わせると、相そう当とうな外がい貨かを稼かせいだすぐれ物だとか」

　聖樹は苦笑しながら、それを体に巻く。

　軍ぐん事じ品ひん製せい造ぞうによる収しゆう入にゆうは、騎士団の年間収入の三割を占しめていた。

　大きな数字だったが、それが騎士団の名前に影を与えていることもいなめない。

　秘ひ密みつ結けつ社しやの色合いを薄うすめ、社会に貢こう献けんしていきたいと考えれば、縮しゆく小しよう路ろ線せんを取らざるを得えなかった。

　軍事路線をさらに拡かく大だいしていこうとしているアクスクーとは、ここでも対立するだろう。

「情報局長に電話をつないでくれ」

　前局長の急な異い動どうが、どうにも気になっていた。

「つながりました」

　聖樹は、差し出された受話器を手にする。

「レオンハルトだ。ダガーはどうなった？」

　受話器の向こうから、落ち着きのない声がした。

「キングス・オブ・アームズがまだ防ぼう戦せん中ちゆうです」

　聖樹は、時計を見る。

　すでにかなりの時間が経けい過かしていた。

　これほど長い間、戦せん闘とうがくり広げられているとは、信じがたいことだった。

　まさか情報を操そう作さしているわけじゃないだろうな。

　前任の局長は昨夜、別件で電話をかけた聖樹に、ダガーの情報を提てい供きようした。

　それをとがめられての異動は、考えられることだった。

　聖樹は、カマをかけてみる。

「前の情報局長の突とつ然ぜんの異動の理由は、口が軽かったからか」

　電話の向こうで局長が、困ったような笑いをもらした。

「さぁ、私には何とも」

　聖樹は電話を切り、前の席からこちらを振り向いた騎士の手に受話器を返す。

　魔ま界かいは、すでに動き出しているのかもしれなかった。

　自分の腰の黒いベルトを見おろす。

　相手が魔では、いくらすぐれた銃じゆうでも、役に立たない。

「ナチスの銃より、聖せい油ゆか護ご符ふの方が有ゆう効こうかもしれないぞ」

　冗じよう談だんを言いながら、ふと思いついて、つけ加くわえた。

「七色のチョークを用意しておいてくれ。結けつ界かいを張らねばならなくなるかもしれない」

　少しでも聖せい宝ほう入手の可か能のう性せいがあるなら、とにかく行かねばならない。

　一日も早く夢ゆめ美みたち四人の呪じゆ縛ばくを解とき、総帥の全ぜん権けんを復ふつ活かつさせるために！
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「何とかって、どうするんだ」

　冷れい泉せん寺じさんが聞くと、宏ひろしはいらだち、怒ど鳴なり声を上げた。

「うるさいな。今、考えてるとこだ」

　額ひたいに、汗がいっぱい浮かび上がっていた。

　冷泉寺さんが、私の耳にささやく。

「あいつ、重じゆう圧あつに耐たえかねてるぜ」

　私はうなずいた。

　確かに、どう見ても大変そうだった。

「レオンは指し導どう者しやになるように育てられているが、高たか天まはそうじゃない。突とつ然ぜんじゃ無む理りだ。意い地じになる前に、何とかしてやった方がいいぞ」

　そう言われて、私は急いで宏のそばに寄よった。

「一人で頑がん張ばらないでよ」

　宏は、ドキッとしたように私を見た。

「あなたは鈴すず影かげさんとは違うんだから。鈴影さんは特別な人。私たちは、そうじゃないんだからね」

　宏は息を吞のみ、途と方ほうにくれたような顔つきになった。

「私たちは、団結すればいいの。皆みんなで考えて、話し合ってやっていけばいいんじゃない？」

　光こう坂さか君がうなずいた。

「そうだよ。僕たち、仲間なんだし。一いつ緒しよにやってこうよ」

　冷泉寺さんも口を開く。

「皆で知恵を寄せ集めれば、レオンが考えていることに近づけるさ」

　強こわ張ばっていた宏の顔が、ふっと柔やわらかくなった。

　とたんに、何か思い出したらしく、片手をズボンの後ろポケットに突つっこむ。

「レオンから、行き先の住所聞いてたんだ」

　そこからメモを出した。

「ドイツ語斜しや体たいだ。えっと、えっと」

「貸せ」

　横から冷泉寺さんがむしり取って、ザッと視線を走らせる。

「ドイツのワッセン村インゼル・グレーシャー、テオドラ・グリムゼルだ。電話番号もあるぞ。連絡してみよう」

　光坂君が飛びつくようにして受話器を取った。

「ドイツって確か、国番号49局だったよね。オッケイ、次のナンバー言って」

　私たちの見守る中、冷泉寺さんが数字を読み上げ、光坂君はボタンを押した。

「頼たのむ、出てくれ」

　冷泉寺さんが、祈いのるようにつぶやき、私たちは受話器を握にぎりしめる光坂君を見つめた。

　これだけが鈴影さんと連絡をとる唯ゆい一いつの方法だったから、皆が必死だった。

　やがて、カチャッというかすかな音が部屋中に響ひびいた。

　出たっ！

　光坂君は、真しん剣けんな表情で受話器に耳を押し当てていたけれど、やがてくやしそうに、それを冷泉寺さんに差し出した。

「残念、ドイツ語だ。代わってくれる？」

　冷泉寺さんは素早く受話器を手に取りながら、一気にドイツ語でまくしたて始め、私は、それで初めて、彼女がどんなにあせっていたかを知った。

　それがなければ、私は、この中で一番落ち着いているのは彼女だと思っていただろう。

　やがて機き関かん銃じゆうのようなその言葉がプッツリ途と絶だえ、冷泉寺さんは目を見開いたかと思うと、再び嵐あらしのようにしゃべり始め、その後たたきつけるように受話器を下ろした。

「つながらない」

　えっ!?

「向こうの電話局が出てる。この番号は、今は使われていないんだと。それでワッセン村インゼル・グレーシャーのテオドラ・グリムゼルを調べてもらったんだが、そういう人間はいないらしい」

　私は、息を吞んだ。

　いないっ!?

　いないって・・・どういうこと!?

「グルムゼル家の屋や敷しきはあるにはあるんだが、もう何百年間も廃はい墟きよで、誰だれも住んでいないって。もちろんテオドラって人物もいないらしい」

　でも鈴影さんは確かに、そのテオドラ・グリムゼルから電話がきたって言ってたよ。

　だから、本物の聖せい冠かんかどうか確かめに行くって。

「テオドラがいないんなら、じゃレオンは、誰だれに会いに行ったんだ!?」

　宏が叫さけぶと、光坂君が恐おそる恐る口を開いた。

「ダガーの呼びかけで、魔ま界かいが動いてるんだ」

　私は、心しん臓ぞうが縮み上がるような気がした。

　瞬しゆん間かん、

「うわっ！」

　宏が両手で自分を抱きしめ、のけぞりながら大声を上げた。

「ちっきしょう！」

　均きん整せいのとれたその体を苦しげによじり、床に倒たおれて、あえいで半はん転てんする。

「あ・・・」

　隣となりで光坂君も冷泉寺さんも弓ゆみなりに体を引きつらせ、身もだえしながら七しち転てん八ばつ倒とうっ！

　うっ、変身っ!!

　ビクンビクンと体中を激はげしく痙けい攣れんさせ、

「ああ・・・ああっ！」

　荒あらい息をハアハアとくり返し、冷や汗をポトポト落としながら変わっていく。

　ううっ、いつ見ても苦しそうっ！

「ごめんね」

　ひととおり皆の形が変わって、落ち着いてからそう言うと、光坂君が二本の脚あしを空中に上げ、私にダッコを催さい促そくしながら答えた。

「いいさ、夢ゆめ美みのせいじゃないもの」

　いつもやさしい彼を、私は胸に抱き上げようとした。

　と、宏がグルルッとうなって、光坂君の尻尾しつぽにかみつき、彼を部屋の中央まで引き戻してしまった。

　光坂君は、プンプンに怒おこった。

「ひどいよ、高天さん」

「うるさい。夢美にまとわりつくな」

　にらみ合う二人の後ろから、冷泉寺さんがバサバサッと舞まい上がって、トンとテーブルの上におり、黄色い足でペタペタと歩いてきて、私の前に立った。

「この先、どうする？」

　宏が叫んだ。

「とにかくレオンに、ダガーが引き抜ぬかれていることを教えないと。危なすぎるじゃん。連絡が取れないなら、ドイツまで行くしかない。放っておけないだろ」

　私は、うなずいて冷泉寺さんを見た。

「鈴影さんを助けなきゃ。現場に行って調べてみれば、もっといろんなことがわかるかもしれない。鈴影さんを捜さがして、連れて帰ろう」

　冷泉寺さんは、目を見開いて私を見た。

「連れ帰る？　ダガーの突き刺ささったレオンの死体をか!?」

　びっくりする私の前で、冷泉寺さんは、やるせなさそうに笑った。

「そんなレオンに会うくらいなら、このままでいる方がましだ」

　くずれるようなその笑いを見た時、私には、冷泉寺さんがどんなに鈴影さんの無事を願っているかがわかった。

　彼を思う気持ちがあまりに大きすぎて、それなのに現げん状じようがあんまり厳しすぎて、冷泉寺さんは、今を見つめる勇気と未来を信じる力を持てずにいるんだ。

　いつも冷静な冷泉寺さんをそんなふうにしてしまうほど、鈴影さんへの思いは強く、深く、彼女の心の中に根づいているのに違いない。

　私は、両手を伸のばして彼女の体をつかみ、自分の腕うでの中に抱いた。

「とにかく、やってみよう。絶ぜつ望ぼうするのは、それからでも遅くないから。何もしてないうちから、あきらめるのは臆おく病びようだって。できるだけやってみなくちゃ」

　冷泉寺さんは暗い目で、じっと私を見上げた。

「運命は、もう決まってしまったのと同じだ」

　冷泉寺さんの体は、私の腕の中で震ふるえていた。

　鈴影さんの命を心配して、震えていたのだった。

　そんな彼女が痛いた々いたしくて、私は、その体をそっと包むようにしながら言った。

「私たちは、鈴影さんの力を信じた方がいいと思う。これが総そう帥すいの義ぎ務むで試し練れんならば、きっと鈴影さんはやり抜くと思う。だって彼はいつも、総帥としてふさわしくありたいと願っているんだもの。簡単に負けたりはしないはず。きっと立りつ派ぱに戦っていると思う。ねぇ、それを助けに行かない？　魔界が『挑ちよう戦せんの騎士』に味方しているのなら、鈴影さんには私たちが味方しよう。そして、彼を守ろうよ」

　宏が叫ぶように言った。

「そうだ、やってやる！」

　光坂君も言った。

「早く合流しよう！」

　冷泉寺さんは、私の脇わきの下にその頭を突っこみ、長い間頰ほおをすりつけていたけれど、やがて力を振ふりしぼるようにして答えた。

「わかった、行こう」

　自分の中から勇気をくみ出し、現状に立ち向かうためにそう言って顔を上げた彼女は、いつもよりずっと素す敵てきに見えた。

　私は彼女を持ち上げて、そのホッペにチュッとキスしてあげた。

「頑張ろうね」

　すると冷泉寺さんは、一いつ瞬しゆん、ポッと赤くなった。

　その頰ほおの羽のつけ根あたりが、見るまにうっすらとピンクに染そまったのだった。

「くだらんことをするな」

　そう言って翼つばさで顔をスリスリこすった冷泉寺さんは、何ともかわいらしくて、私は笑ってしまった。

「へえ、赤くなってる鷹たかって、初めて見た」

　宏がからかうように言って、冷泉寺さんの羽でバサッとぶたれた。

　とたんに二人は、戦せん闘とう態たい勢せいっ！

　その時、コンコンとノックの音がした。
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　私たちは、いっせいに緊きん張ちようし、ドアの方を振ふり返った。

　やがて耳に、はっきりとした声が届いた。

「総そう帥すいレオンハルトに会いたい。リュー・ガルシアが大事な用で来たと伝えてくれ」

　光こう坂さか君が、目をまん丸にして叫さけんだ。

「リュー・ガルシアって、確かドイツの少年サッカーチームのスターだった選手だ。当時、まだ七歳くらいで、天才っていわれてて、十代後半の選手たちに交まじってやってたんだ。その直後に、やめちゃって、それ以い降こうは噂うわさ聞いてないけど」

　宏ひろしが、ソファに放り出してあった自分のブックバンドに飛びついて、中のノートに食いつき、引っぱり出した。

「俺、ガルシアのプレー、見たことある。まだ小学生なのに高校生を相手にして、ハーフウェーラインから一人でドリブル突とつ破ぱ、ゴールマウスにたたきこんだんだ。すごかったよ。サインもらおう」

　私が戸と惑まどって冷れい泉せん寺じさんを見ると、彼女はバサバサッと私の肩の上に飛び上がった。

「確か、銀ぎん薔ば薇ら騎き士しの一人だと思う。開けてやれ」

　光坂君が納なつ得とくしたように言った。

「そっか。サッカーやめて、騎士の修行をしてたんだね」

　私はほっとしながらドアに歩み寄より、ノブを引いた。

　瞬しゆん間かん、そこで二つの目がギラッと光った。

　野や獣じゆうのようなその激はげしい光に、私は思わずドキッ！

「うっ！」

　たちまち冷泉寺さんが、私の肩から転ころげ落ち、部屋の中では宏たちが次々と床に倒たおれてうめき出す。

　きゃあっ、見られるっ！

　私はあわてて、とにかくドアを閉しめようとした。

　とたん、そのドアの間に素早く、彼の足が突つっこまれたのだった。

　わっ、閉められないっ！

　ノブをつかんであせる私の前で、彼はその隙すき間まに手をかけてぐいっと押し広げ、肩をわりこませるようにして強ごう引いんに中に入ってきた。
















　その力といったら、たとえ私が三十人いたとしても、きっと引きずられてしまっただろうと思えるくらいだった。

「レオンハルトは？」

　黒くろ絹ぎぬのようになめらかな肌はだと美しい顔立ちを持ち、野や性せい的てきでしなやかな体をした少年だった。

「レオンハルトを呼んでくれ」

　そう言いながら彼は、黒こく紫し色しよくの美しい目を私に向け、グッサリ見すえた。

「早くっ！」

　艶つややかな黒い肌の中から、焼けつきそうに熱い目がギラッと輝かがやいて、私は、一気に体温が上じよう昇しよう、自分がシュワッと蒸じよう発はつしてしまうような気がした。

　うっ、恐こわいっ！

　目で殺ころすって言葉があるけれど、ちょうどそんな感じだった。

　その迫はく力りよくに、私はすくんでしまって、動けなかった。

　こんな目を持っていたら、大量殺人だってできる、きっと。

「レオンは、ドイツで行方ゆくえ不ふ明めいだ」

　冷泉寺さんが、上着に腕うでを通しながら出てきて、言ってくれた。

「用事なら、代わりに聞こう」

　振り返れば、皆みんな、すかさずベッドルームに駆かけこんだらしく、ドアの向こうでモゾモゾしている。

　私はほっと胸をなでおろしながら、素早く冷泉寺さんの後ろに隠かくれた。

　ああ、よかった、バレなくて。

「本人でなければ、話せない」

　リュー・ガルシアがそう言うと、冷泉寺さんは、あっさり答えた。

「じゃ、あきらめるんだな。こっちは、これからレオンを捜さがしに行かなきゃならん。忙しいから帰ってくれ」

　まあ、なーんて見事に、飾かざり気けのない言い方なんだろ。

　私は、冷泉寺さんの愛あい想そのなさにあきれながら、この後リュー・ガルシアがどう出るかと思って、ちょっと息を吞のんだ。

　だって、もし私が彼だったら、いきなりこんな言い方されたらムッとして、怒ど鳴なるよ。

　ドアをたたきつけて帰るとか・・・。

　ところがリュー・ガルシアは、その目つきの鋭するどさのわりには性格が穏おだやかだったのか、あるいは私よりずっとニブかったのか、とにかくとにかく、こう言ったのだった。

「俺も行く」

　え!?

「どうしても会いたいんだ。連れてってくれ」

　踏ふみこむように見すえられて、さすがの冷泉寺さんもあせったらしく、息を吞んで宏たちの方を振り返った。

「どうする？」

「人ひと手では、多い方が便べん利りだろ」

　宏が、ベルトのバックルをカチャカチャさせて出てきた。

「俺、賛さん成せい」

　そう言いながらガルシアに向きなおる。

「あんたのサッカーって好きだったよ。サインくれる？」

　リュー・ガルシアは、ふっと顔をほころばせた。

　その目が急にやさしくなり、シャープな感じの唇くちびるの間から白い歯がこぼれて、彼の笑顔を素す敵てきに彩いろどった。

　それでやっと普ふ通つうの男の子らしく見えて、私は、ほっとした。

　できればずっと、笑っててほしい。

　だって、顔、恐こわいんだもんっ！

「いいよ。おまえもサッカーするのか？　ポジションは？」

　宏は、ちょっと得意そうに、洗いっぱなしのサラサラの髪をかき上げた。

「いちお、フォワード。おいアキ、来いよ」

　そう言って光坂君を呼びつけ、その頭の上に手を乗せて、クチャッとかきまわす。

「こいつ、ハーフバック」

　光坂君はうれしそうに目を輝かがやかせた。

「ね、リュー・ガルシア、話を聞きたいんだけど、いい？」

　そうしてテーブルのそばに陣じん取どって、ワイワイ話し出した三人は、もう昔っからの友だちみたいだった。

　じゃ、お茶ぐらいいれてあげようかしらね。

　そう思って、私は台所に入ったんだけど、そのすぐ後から、冷泉寺さんがついてきて言った。

「あいつと一いつ緒しよに行くのも悪くなさそうだ。いざって時は、頼たよりになるかもしれないし。あいつの体を見たか？」

　私が首を横に振ると、冷泉寺さんはうれしそうにニヤッと笑った。

「かなり鍛きたえてある。それも、スポーツの筋きん肉にくのつき方じゃなくて、武ぶ術じゆつでならしたことが歴れき然ぜんとした体つきだ。あいつ、相そう当とうできるぞ。機会があったら、ぜひ一戦交まじえてみたいな」

　うっ、高二の女子のセリフじゃない・・・。

　私は、ため息をつきながら宏の方を振り返った。

　その時、笑っている宏と光坂君の間から、リュー・ガルシアが何なに気げなく顔を上げ、壁に飾ってある鈴すず影かげさんの肖しよう像ぞうに、ふっと視線をとめたのだった。

　瞬間、その目に煮にえたぎるような熱い光がギラッと浮かび上がって、私はドキンとした。

　なに、あの目。

　直後、宏がのけぞるように、椅い子すの背にそっくり返った。

「うわっ！」

　きゃっ、やっちゃった！

　光坂君も、あえいで椅子から転げ落ち、二人の間でリュー・ガルシアは呆ぼう然ぜんとしている。

　うっ、どーしよう!?

　このままじゃバレるっ！

　と、調理テーブルに突っぷしていた冷泉寺さんが、腕を伸のばしてお湯のポットを床に払はらい落とし、しぼり出すような声で叫んだのだった。

「ガルシア、夢ゆめ美みがヤケドだ、手伝えっ！」

　とたん、リュー・ガルシアが黒い弾だん丸がんのように私のそばに駆かけつけて、筋肉質の腕の中に私を軽かる々がると抱き上げ、バスルームに連れこむと、ジャッと水を出した。

　そのあまりの素早さに、私はついていけず、アゼンとしていた、

「大丈夫かっ!?」

　焼けつくような目で、間近からぐいっと見つめられて、私は震ふるえ上がって我われに返った。

　わーん、その目で私を見ないで、恐いよっ！

「動くなっ！」

　ギラッとにらまれて、私は再びドッキン！

　向こうで、皆のうめき声が一いつ瞬しゆん高くなった。

　うっ、また変身してるっ！

「誰だれか、薬を」

　そう言いながら皆の方に行こうとしたガルシアの腕に、私はあせって飛びついた。

「いっ、いいの！　それより、あなたにそばにいてほしいっ！　あなたさえここにいてくれれば、私は大丈夫!!」

　ガルシアは一瞬、目を見開いて私を見た。

　どういう意味だと言いたげな顔つきだった。

　私は、あせること、あせることっ！

　夢っ、夢中で言っちゃったんだけれど、もしかしてかなり誤ご解かいを受けるような表現だったかもしれない。

　それで、まばたきもできずにガルシアのこげつくような目を見つめていると、やがて彼がくすっと笑った。

「オッケイ、ここにいる」

　びっくりした。

「だから心配しなくていい」

　訳も聞かずに、言うこと聞いてくれるなんて、思わなかったから。

「手をつないでやろうか」

　ガルシアの清せい潔けつそうな感じの手が、そっと私の手をつかみ、彼はおおらかに笑った。

「気持ちが、落ち着くだろ」

　その時私は、ひょっとしてガルシアはすごくいい人なのかもしれないと、思ったのだった。

　ただ目つきが悪いだけで・・・。

　それで思いきって、聞いてみることにした。

「ね、ガルシア、鈴影さんに何の用なの？」

　さっきの彼の、煮にえたぎるような眼まな差ざしが気になってたまらなかった。

「私に、教えて」

　ガルシアは、すっと表情を硬くし、私から視線をそらせた。

「だめだ。本人にしか言えない」

　その端たん整せいな横顔は美しく、どこか哀かなしげで、私はふっと、彼が誰かに似ていることに気づいた。

　あ、誰だろ・・・。

　う～ん、誰だったんだ!?

　一いつ生しよう懸けん命めい考えていると、ガルシアが言った。

「いつ、ドイツに発たつんだ？」

　私は、はっとした。

　そーだ、準備をしなくっちゃっ！

　何しろ私は一家の主しゆ婦ふだから、そう簡単には、家を留る守すにできないもの。

「急いだ方がいい」

　冷泉寺さんが言った。

「今夜の便に乗ろう」

　大変だっ！

　それで私は、皆にさよならを言うのもそこそこに、そこから飛び出すようにして、急いで家に帰ったのだった。
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　その日の夕方までに、すべての準備をしなければならなかった私は、必死で孤こ軍ぐん奮ふん闘とうっ！

　だって私が行ってしまうと、残った男どもに食事を作る人がいなくなる。

　当然、掃そう除じする人も、洗せん濯たくする人も、いないっ！

　幼よう稚ち園えんのお見送り、お出で迎むかえの人ひと手でもゼロっ!!

　ま、掃除や洗濯が滞とどこおっても、それで死んだりはしないだろうし、大人のパパは、どうとでもなるだろうからいいんだけれど、まだ小さな天てん吾ごと人じん吾ごのことは、とっても心配。

　それで私は、ベビーシッターさんを雇やとうことにしたのだった。

　ところが、これが高いっ！

　一時間、何千円ってするんだもの。

　私は、家か計けい簿ぼと首っぴきで計算し、今年中の家計の予よ算さんの中から、食しよく費ひやらクリーニング代やらをギチギチ切りつめて、何とかお金を浮かす算さん段だんをした。

　そして、それをベビーシッターさんの時間給で割ってみたのだった。

　すると、何日間雇うことができるかが出てきた。

　その数字は、なんと、五日間っ！

　ドイツに行って、鈴すず影かげさんを捜そう索さくして、見つけて一いつ緒しよに戦って、帰ってくるまでたったの五日っ!!

　これって、短いよっ!!

　私は、あれこれ悩なやんでみたけれど、結局どうにもならずに、五日でやり抜ぬくよりないという結論に達たつした。

　よし、しょうがない。

　五日でも、三日よりはましだと思おう、そうしよう！

　即そく座ざにいなおって、私は良りよう質しつのベビーシッターさんを派は遣けんしてくれる会社を探さがす一方、天吾と人吾に留る守すを頼たのみ、パパにも話をした。

　若くてフレッシュな天吾たちは、反応も早く、あっさりわかってくれたのだけれど、古くて精せい神しんロートルのパパが、しぶとかった。

「おまえねぇ・・・いきなりドイツに行きたいって、学校はどうするんだ。そりゃ毎日、家事や育いく児じしてて大変だろうとは思ってるよ。たまには息抜きもさせてやりたいと思ってる。だから学校ぐらいは休んでいいとしても、突とつ然ぜんドイツはないだろう。せめて国内でストレス解かい消しようはできないわけ!?　ドイツなんて遠くに行ったら、飛行機落ちるかもしれないし、悪い男に引っかかるかもしれないし、そんなことになったらパパは、いったいどうすればいいんだ」

　ごめんね、パパ。

　でも私が行かずに放っておいたら、鈴影さんの身が危ない！　かもしれないんだもの。

　私は行く、行かざるを得えないっ！

　鈴影さんを助けるんだ!!

　それでパパのオーケイが取れないままに、私はベビーシッターさんの手配をすませ、前回のドイツ行きの時に取ったパスポートを手に、天吾と人吾とに送られて、こっそり旅立ったのだった。

　後で聞いたら、家の人の了りよう解かいが取れたのは、冷れい泉せん寺じさんだけで、宏ひろしも光こう坂さか君も前回同様、家出まがいの出発だったらしい。

　冷泉寺さんの家は、物わかりがいいというか進歩的というか、お金持ちだから鷹おう揚ようというべきか、とにかくとにかく、娘むすめのやりたいことは何でもやらせる方ほう針しんらしい。

　お金持ちといえば、光坂君のとこもそうなんだけれど、光坂家では体の弱い彼を猫ねこっかわいがりにし、できるだけ家の中に置いておきたいと思っているので、旅行なんてもっての外ほからしい。

　うーん、箱入り猫ね。

　一方、庶しよ民みんの宏の家では、

「俺んちのオフクロって、俺を野の放ばなしにすると何するかわかんないって思ってるから、出したがらねーの」

　まあ、それは当たっているかもね、ふっふっふ。

「夢ゆめ美みっ！　何笑ってんだよ、バカやろう」

　あら、私の笑いは、好こう意いの笑いよ。

　宏って、いつもエネルギッシュで、向こう見ずに思えるほどひたむきで、ああ本当に男の子なんだなって感じがするもの。

　母親から見たら、それは心配かもしれないけれど、でも私は、宏のそんなところが結けつ構こう好きなんだ、うふっ。

「くっそ、一人で笑ってるヤツって最低っ！　かわいくないぞ。生なま意い気きだ」

　時々は、すっごくガキに思えて、ムッとすることもあるけどね、ふんっ！
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「ここです」

　聖せい樹じゆたちは、古い城の前に立った。

　水をたたえた堀ほりの向こうに、白い壁と濃こい灰色の屋根、それに尖せん塔とうが見える。

　一五〇〇年代後半から一六〇〇年代前半の建けん築ちくで、窓は極きよく端たんに少なかった。

　おそらく壁も、相そう当とう厚あついだろう。

「メンテナンスが悪いというか、まったくされていないですね」

　屋根は、一部が崩くずれ、壁には蔦つたがはっている。

　伸のび放題の木々が茂しげる庭は、ほとんど森のようだった。

「ほぼ廃はい城じようです」

　ドアフォンなど、城の内部と連絡が取れそうなものは、何一つ見当たらない。

　聖樹は、錆さびついた鉄てつ柵さく門もんに手をかけ、それを開けた。

　赤あか錆さびの擦こすれる音が、あたりに響ひびき渡る。

「入るぞ」

　聖せい冠かんを持っているテオドラが、本当にここに住んでいるのか。

　それとも、罠わなか。

「総そう帥すい、私が先に」

　そう言って騎き士しが一人、前に立った。

　その後に続いて聖樹は鉄柵門を入り、コケむした石いし畳だたみを踏ふんで堀にかかった跳はね橋ばしに差しかかる。

　二本の跳ね橋が隣となり合わせにかかっており、そのうちの片方だけが下りていた。

　もう片方は、堀の向こうに見える城門の出入り口の壁に収しゆう納のうされている。

　鉄てつ鎖さで上下させる仕組みで、十七世紀の建築にはよくあるタイプだった。

「所々、金かな具ぐが腐くさっています。お気をつけください」

　そこからは二人の騎士が先に立ち、聖樹の両りよう脇わきに一人ずつ、残りの騎士が背はい後ごを警けい護ごした。

　半なかばまで渡りかけた時である。

　どこからともなく、きしむような音が響ひびき出す。

　ふと足を止めた瞬しゆん間かん、頭上でガラガラッと大きな音が上がり、腐った金具が雨のように降ってきた。

　振ふり仰あおげば、壁に収納されていた片方の跳ね橋の鎖くさりが切れかかるところだった。

「総帥、橋が落下しますっ！」

　下した敷じきにならないためには、走って渡りきるか、堀に飛びこむしかない。

「私のことは構かまうな。各自、即そく、逃のがれろっ！」

　叫さけんで聖樹は、全力で城門に向かって駆かける。

　城門前の地面に飛びこむのと、落下してきた橋が背はい後ごで大きな音を立てて、もう一方の跳ね橋に激げき突とつするのが同時だった。

　二本の橋は一いつ瞬しゆんたわみ、直後に崩れて、もつれ合いながら堀の中に沈しずんでいく。

　水みず柱ばしらが上がり、水面がまっ白に泡あわだった。

　聖樹は、目を凝こらして警護の騎士たちの姿を探す。

　自分のそばには、誰だれ一人としていなかった。

　どうやら全員、飛びこんだらしい。

　やがて水面が凪ないでいき、そこで立ち泳ぎをしている騎士たちの頭が見えた。

　数を数えて聖樹は、全員の無事を確認し、ほっと息をつく。

「十一月の水泳は、どうだ？」

　声をかけると、騎士たちは、青ざめた顔で首を横に振った。

　返事をする気力もないらしい。

　聖樹は笑って片手を上げた。

「先に行っている。橋を補ほ修しゆうして、帰れるようにしておいてくれ」

　城門をくぐり、両側に粗あら々あらしい岩いわ肌はだがむき出しになっている坂道を歩いて、城の前に立つ。

　庭を取り囲むように立ち並ぶ建物は、どこもかしこも崩れ落ちそうだった。

　さて、テオドラは、どこにいるのか。

　ぐるっと見まわして聖樹は、城の正面棟とうの二階、その中央部に目を留とめる。

　立りつ派ぱなバルコニーのあるそこが、普ふ通つうならメインの居きよ住じゆう区くになっているはずだった。

　よく見れば、閉とじられたカーテンがかすかに動いている。

　誘さそいか？

　よし、乗ってみよう。

　銀ぎん剣けんを抜き、握にぎりしめながら玄げん関かんの脇にある馬ば蹄てい形がたの階段を上る。

　二階に達すると、ホールを通り、廊ろう下かに出た。

　広い廊下は、蜘く蛛もの巣すで閉ざされている。

　中央部まで歩き、バルコニーのある部屋のドアを開けた。

　窓辺のカーテンの向こうで、やはり何かがうごめいている。

　聖樹は足音を忍しのばせて歩み寄よりながら、銀剣を逆さか手てに持ち替えた。

　もう一方の手でカーテンを握にぎり、一気に持ち上げる。

　そこに、小さな鳥がいた。

　あどけない目で、こちらを見上げる。

　聖樹は、大きな息を吐はいた。

　見れば、窓ガラスが破やぶれている。

　迷いこんできたのだろう。

　銀剣をホルスターに納おさめ、手を伸ばして小鳥をつかむと、逃にがそうとして窓を開ける。

　瞬間、凄すさまじい風が吹きこみ、激はげしく胸を打った。

　聖樹は頰ほおをゆがめ、うつむいて、そこに深々と突つき刺ささっている短たん剣けんを見る。

　たちまち血が噴ふき出し、足元に向かって赤い流れを作った。

　柄つか近くまで胸に埋うもれており、抜ぬくに抜けない。

　出血するにつれて体から力が失うせていき、思わず壁にもたれかかった。

　警護の騎士たちに、橋の補修は後まわしにして止し血けつをしてくれと言いたいところだったが、すでに声が出ない。

　意識も、しだいに薄うすれていった。
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　私たちはフランクフルト・マム・マイン空くう港こうに着き、そこから国内線に乗り換かえた。

「ここならレオンに通じるんじゃないか」

　冷れい泉せん寺じさんが言い出し、携けい帯たいを持ち出してかけてみたけれど、ダメだった。

「呼び出し音が鳴ならない。電でん波ぱが届かない所にいるのかもしれないな」

　宏ひろしと光こう坂さか君も代わる代わるかけてみたものの、誰だれも成功しなかった。

「しようがない。とにかくＧＯだ」

　ワッセン村に着いたのは、その日のお昼近く。

　南から西側にかけて雪深いアルプスの山々が見える、のどかで童どう話わのようにかわいい村だった。

　ところがっ！

　日本なら、十一月は秋なのに、ここでは、はっきりいって冬だった。

　気温が、摂せつ氏し二度なの、二度っ！

　わーん、コート持ってくればよかった。

　と嘆なげいたのは私だけで、宏も光坂君も冷泉寺さんも、素す肌はだの上に綿めんシャツとジーンズ、簡かん単たんなブルゾンをはおったくらいで、寒そうな様子も見せない。

　ガルシアにいたっては、何と半はん袖そでのＴシャツのままで、美しいコーヒー色のその腕うでを冷れい気きにさらしていた。

「あっ、あんたたちって、ニブいんじゃない？」

　私は、そう言って、宏と冷泉寺さんとに言い返されてしまった。

「おまえが鍛きたえてないからだ」

　うっうっう・・・。

「夢ゆめ美み、僕のブルゾン貸してあげるよ。風か邪ぜひかないでね」

　やさしい光坂君が、緋ひ色いろのクレージュ・ブルゾンを肩からかけてくれて、私はようやくほっと息をつくことができ、元気をとり戻したのだけれど、それまでは歯の根が合わなくて、しゃべる力も出てこないくらいだった。

「とにかく戸こ籍せきや住民票の管理をしている所に行って、テオドラ・グリムゼルを調べてみよう」

　冷泉寺さんの発はつ案あんで、私たちは、ワッセン村の役場までバスに乗った。

　そこは、深く澄すんだ大きな湖のほとりにあり、隣となりは郷きよう土ど資料館だった。

　冷泉寺さんがドイツ語で、テオドラ・グリムゼルという人を尋たずねると、役場の係員の答は、やっぱり同じだった。

「そういう名前の人間は、この村にはいません」

　それで私たちは、鈴すず影かげさんが宏に残していった住所を見せて、それがこの村のどの辺に当たるのかを調べてもらうことにした。

　鈴影さんが書いたのは、インゼル・グレーシャーという地名。

　それが最後の手がかりだったので、私たちは固かた唾ずを吞のんで、鈴影さんのメモに視線を落とす係の人を見ていた。

　ところがその人は、ややして、やっぱりダメだというふうに首を横に振ふって何か言ったのだった。

「何て言ってるの」

　私が聞くと、冷泉寺さんはチッと舌した打うちした。

「そういう住所も、この村にはありませんってさ」

　私は、呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　だって人もいない、住所もないなんて！

　じゃ鈴影さんは、いったいどこに行ったのっ!?

　私たちは、どこを捜さがせばいいのよ!?

「よく調べてくださいっ！　インゼル・グレーシャーですよ、本当にないんですかっ!?」

　カウンターの上に身を乗り出して私が叫さけぶと、雰ふん囲い気きでわかったらしくて、係の人は再び、首を横に振った。

「Ｎｅｉｎナイン！」

　どうしよう！

「村の地図を見せてください」

　光坂君が食いさがって、係の人から地図を貸してもらい、私たちは、必死でそれをのぞきこんだ。

　でも確かに、鈴影さんが書いたスペルと同じ地名は、どこにもなかった。

「ダメだ」

　バサッと地図を閉じながら、宏が言った。

「別の方法を考えようぜ」

　その時、ガルシアが言ったのだった。

「見たところ、この地図は新しい。ごく最近、印いん刷さつされたものだ。これより前の地図が、あるんじゃないのか」

　彼が、それをドイツ語に訳やくして話し出すのと、係員がうんざりしたように首を横に振るのと、玄関のドアが開いて、太った小お父じさんが犬を連れて入ってくるのが、同時だった。

　係員が、まいったと言ったように小父さんに話しかけると、小父さんはしゃがみこんで犬の首輪をはずしながら、ふっとこっちを向いた。

「インゼル・グレーシャー？　オゥ、ヤー」

　冷泉寺さんがピクッと頰ほおを震ふるわせて一気にしゃべり出し、小父さんは大きくうなずきながら、役場の奥に入っていった。

「あれは、誰っ!?　話はどうなったのっ!?」

　私が飛びつくようにして聞くと、冷泉寺さんは冴さえ冴ざえとしたその目をキラッと光らせた。

「この村の村長らしい。どうやら、何とかなりそうだぜ」

　ほんとっ!?

　まもなく村長さんは、古い大きな革かわの地図を持ち出してきて、それをバサッとカウンターの上に広げた。

　そしてその上にかがみこむようにして、書かれている小さな文字をルーペを使って読み始めたのだった。

　冷泉寺さんの通つう訳やくによれば、

「五十年ほど前、この村では区く画かく整せい理りが行われて、地番が住居表示に変更になったんだそうだ。その時に廃はい止しされた古い地名の中に、確かインゼル・グレーシャーというのがあったと思った・・・と言ってる」

　期待をこめて見守る私たちの視し線せんの先で、やがて村長さんはルーペから顔を上げ、満足そうにニッコリしながら、人さし指で地図の一ヵ所に丸を書いた。

「ここかっ！」

　冷泉寺さんの叫びで、私たちは地図に飛びついた。

　それは、今私たちのいる場所から、かなり離はなれた山の奥だったけれど、私はもう、その部分にスリスリ頰ずりなんてしたい気分だった。

　うっ、うれしい、見つかって！

　これで鈴影さんを捜しに行けるっ!!

　光坂君が素早くノートを出してその地図を写し始め、隣りで冷泉寺さんは、村長さんと固い握あく手しゆを交かわした。

「Ｄａｎｋｅダンケ　ｓｃｈ[image: ]ｎシエーン」

　そこにガルシアが口をはさんで、何か言ったのだった。

　私に聞きとれたのは、テオドラ・グリムゼルという言葉だけだったけれど、村長さんは、ちょっと眉まゆ根ねを寄よせ、口の中でテオドラ、テオドラとくり返した。

「聞き覚えがあるらしいな」

　冷泉寺さんがガルシアにつぶやいた時、村長さんがハッとしたように手を打った。

　そして、太った体をいそいそと動かして大きな本ほん棚だなに歩み寄り、そこから一冊の本を取り出してきて、私たちの前に広げ、何やら説明し出したのだった。

　それは、紙こ縒よりで閉じられた古い本だった。

　ドイツ語がわからないので、私はキョトンとしていたし、宏も、光坂君もそうだった。

　でも、そんな私たちの前で冷泉寺さんは、その顔から見る見る血の気けを失うしない、やがては真まっ青さおになって立ちつくしてしまったのだった。

　ガルシアも形のいい唇くちびるを強くむすんで、表情を固くしている。

「どうしたのかな・・・」

　光坂君が心配そうに私を見たけれど、私にだって、わかんないっ！

　ああ言葉が不自由って、はがゆいっ!!

　くやしく思ったもののどうしようもなく、私は、村長さんがすっかり話し終えるまで待って、そっと冷泉寺さんに聞いた。

「何だって？」

　冷泉寺さんは頰をゆがめ、吐はき出すように口を開いた。

「この村の歴史によれば、テオドラ・グリムゼルってのは、今から三百五十年ほど前に死んだ女貴き族ぞくだそうだ」

　私は、目がまん丸になってしまった。

　三百五十年前に死んでるっ!?

　そんな、ばかな・・・。

　だって、だって鈴影さんは、その人から電話をもらったんだから。

　サラマンドラの聖せい冠かんを持ってるからって言われたんだからね！
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「おもしろい話だな」

　宏ひろしが言って、精せい悍かんな感じのその目にギラッと強い光を浮かべた。

「先を話せよ。それで？」

　冷れい泉せん寺じさんは、ちょっと息をついて、腕うでを組み、ドッサリと壁に寄よりかかった。

「夫ふ君くんのマインシュタイン・グリムゼルに先立たれてから、テオドラは悪あく魔ま信しん仰こうにふけって、村人を百人も殺さつ害がいし、金きん髪ぱつの魔ま女じよと呼ばれて」

　金髪の魔女！

「異い端たん審しん問もん官かんの手で、魔女裁さい判ばんにかけられ処しよ刑けいされたそうだ。その一族は、この村に住んでいられなくなってイギリスに移い住じゆうしていき、その後、城は荒あれはてたままだって」

　う・・・何となく、ゾクゾク感。

「先日イギリスで、その子し孫そんの最後の一人が亡なくなって、遺ゆい言ごんにより、財産のすべてがこの村の城に送りつけられてきたらしい。相そう続ぞく人にんが見つからなければ、村に贈ぞう与よされるそうだけれど、村の人々は、イギリスに送り返せって主しゆ張ちようしているそうだ。なぜなら魔女テオドラは、復ふく讐しゆうのためによみがえってきて、今もあの城に住んでいると村の皆みんなが思っているからだ。満月のたびに、城の窓に彼女の影かげが映って、それを見た人が何人もいるって話」

　ゾッ、ゾゾゾゾォ～～！

「そこに遺品が届いたんじゃ、とんでもないってことなんだろ」

　私は、震ふるえ上がってしまったけれど、宏はいっこう平気らしく、ニヤニヤ笑って言った。

「影が映るだけ？　他にもっと能のう力りよくねぇの!?　人を襲おそうとか、宝のありかを教えてくれるとかさ」

　私は、目をむいて宏をにらんでしまった。

「あっ、あんたって、何考えてるのよっ！　影が映るだけで充じゆう分ぶんじゃないのよ、恐こわいよ！　鈍どん感かんっ!!」

「何をっ！」

　一気ににらみ合った私たちの後ろで、光こう坂さか君がつぶやいた。

「じゃあレオンさんは、その魔女の城にいるってこと？」

　私は、体中が冷たくなるような気がした。

　つまり鈴すず影かけさんは、三百五十年前の金髪の魔女の城に、誘さそいこまれたんだ。

　大変っ！

「すぐ行ってみようっ！」

　私がそう言った時にはもう、ガルシアが玄げん関かんのドアを開けて出ていくところだった。

　うーん、口は重くて遅いけど、動きはすごく速くて軽い。

　あわててその後を追おうとした私に、光坂君が走り寄ってきて、声をひそめて言った。

「ねぇ夢ゆめ美み、おかしいと思わない？」

　ドアを出て、私は、足を止めた。

「何が？」

「だって、処刑された魔女がよみがえってくるなんて・・・。昔の人は、魔女の力ってすごく恐おそれてたから、処刑する時には絶対よみがえらないように手を打ってると思うんだ。十じゆう字じ架かで封ふうじこめるとかしてさ」

　私は少し考えて、答えた。

「『黄おう金ごんのダガー』のせいじゃない？　ダガーは魔ま界かいに働きかけて魔を呼び出す力があるって言ってたでしょ」

　光坂君は、首を横に振った。

「ダガーが抜ぬかれたのは、ごく最近だよ。でもテオドラがよみがえってるって噂うわさは、それより前からあるみたいじゃないか。満月のたびに、城の窓に影が映るのを、見た人が何人もいるって言ってたもの。ということは、ダガーとは関係ないってことだよ」

　あ、そうか。

「一度処刑された魔女が、聖せい宝ほうの力も借りずによみがえるなんて、考えられないよ。この話って、どっかおかしい」

　眉まゆをひそめる光坂君を見ていて、私は、はっと思いついた。

「聖せい冠かんのせいかもしれない。テオドラ・グリムゼルがそれを持ってるかもしれないって鈴影さんが言ってたもの」

　すると光坂君は、その瑞みず々みずしい瞳ひとみをキラッと光らせた。

「テオドラ本人の言ってることだろ。それも怪あやしいよ。信じられない」

　そうかなあ・・・。

　答につまった私の後ろで、宏が両腕を空中に上げ、大きく伸のびをしながら言った。

「俺が不思議だと思うのは、何ていっても、三百五十年前に死んだ女が電話をかけてきたってことだよ。かけ方、よくわかったよな」

　からかうようなその口調に、光坂君が、ちょっとため息をついた。

「高たか天まさんは、魔ってものをバカにしすぎるよ。バチが当たらないといいけど」

「あ、こいつっ！　おい、アキ」

　宏は腕を伸ばして光坂君の首にからめ、ぎゅっと引き寄せた。

「おまえ、最近、かわいくないぞ。たまには、泣かせてやろうか」

　そこに冷泉寺さんが出てきて、バス停の方を指さして言った。

「あのバスで行けるそうだ」

　すかさず光坂君が、宏の腕をかいくぐって駆かけ出し、宏がそれを追いかけた。

「待て！」

　門もん柱ちゆうに寄りかかっていたガルシアも、ゆっくりと身を起こして、歩き出す。

「いよいよだな」

　冷泉寺さんが十一月の白い空を仰あおぎ、まぶしそうに頰ほおをゆがめた。

「まがまがしい世界にご出発ってわけだ」

　そう言って私の方を向き、ニヤッと笑う。

「生なま身みに会えるか、死体に会うか、二つに一つだ。とにかくやろう」

　不ふ敵てきな感じのするその微笑ほほえみが、冷ややかな美び貌ぼうによく似合って、ゾクッとするほど素す敵てきに見えた。

　うっ、冷泉寺さんって、イケメンっ！

　思わず見とれながら私は、右手を出して、そんな彼女と握あく手しゆを交かわした。

「頑がん張ばろうねっ！」
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「おい、変な臭においしねぇか？」

　その停てい留りゆう所じよにバスが止まったとたんに、宏ひろしが言った。

　変身するようになってから、宏は、私たちの数倍も嗅きゆう覚かくが鋭するどくなっていた。

「何の臭いだろ」

　一人で鼻をヒクヒクさせている宏を残して、私たちは、さっさとバスから降りた。

　とたんに、古い城が目に飛びこんできたんだ。

　といっても、その全部が見えたわけじゃない。

　水をたたえた深い堀ほりの向こうは広い庭で、そこに常じよう緑りよく樹じゆやら枯かれた落らく葉よう樹じゆやらがうっそうと立ち茂しげっていたので、その間からチラホラとのぞく白い壁と、その木々の上にそびえ立っているいくつかの尖せん塔とうの屋根が見えただけ。

　でも、それだけでも充じゆう分ぶん、ロマンチックだった。

　こんなにムードあるお城を目の前にしたら、普ふ通つうはうっとり見入るんだろうけれど、私の心は、その中にいるかもしれない鈴すず影かげさんのことでいっぱいだったので、日当たりはいいか、風通しはどうか、湿しつ気けはないか、なんてアレコレ点検せずにいられなかった。

　うーん、窓が少なくて、やだっ！

「一六〇〇年前後の様よう式しきだな。この種の城は、正面に跳はね橋ばしがあるはずだ。そこから入ろう」

　冷れい泉せん寺じさんが言って、私たちは、彼女の後について歩き出した。

　宏も、ようやくバスから降りてきて、鼻をこすりながら私の隣となりに並んだ。

「この堀の水がくさいんだ。おまえ、よく平気だよなあ」

　私は、ニッコリ笑って言ってやった。

「だって、狼おおかみとは鼻のできが違うもん」

　宏は、目をむいて怒おこった。

「俺は人間だぞっ！」

　その時、ガルシアがピタッと足を止め、野や性せい的てきな感じのその目を静かに光らせて言ったのだった。

「だめだ」

　え!?

　びっくりする私たちの前で、ガルシアは、鋭い視し線せんを斜ななめに走らせながら、指をさした。

「見ろ」

　私たちは顔を上げ、堀の向こうの方にある跳ね橋の太い鉄てつ鎖さが切れ、橋が見事に堀の中に崩くずれ落ちているのを見つけた。

「くっそ、入れねぇじゃん」

　くやしそうに言った宏の隣りで、冷泉寺さんがピュッと尻しり上あがりの口くち笛ぶえを吹いて、ガルシアを見た。

「いい目だな」

　ガルシアは、ニコリともせずにそれを聞き流し、静かに口を開いた。

「どうする？」

　私は、大声で言った。

「とにかく、早く中に入るしかないから」

　鈴影さんのことが心配だった。

「じゃ二ふた手てに分かれて、別の入り口を探さがそうよ」

　光こう坂さか君が言って、私たちは、分かれた。

　私のグループは、冷泉寺さんと宏だった。

「何で僕は、夢ゆめ美みと一緒じゃないの!?」

　不ふ服ふくそうに叫さけんだ光坂君を、ガルシアが無む言ごんで、ぐいっと引きずっていった。

　黒くたくましいガルシアと色白で繊せん細さいな光坂君は、なんだか妙みように似合っていて、私は、いいコンビかもしれないと思ってしまった。

　モノトーン・ペアだよね。

「行くぞ」

　冷泉寺さんが言って、私たちは、堀の石いし垣がき沿ぞいに歩いて、森の中に入った。

　そこは、冬でも枯れない常緑樹が枝をはり広げていて暗く、遠くでかすかに鳥の声がした。

　時々、エメラルド色の木こもれ日びがスッと差しこんできて、私の前を歩いている宏の男の子らしい体を、スポットライトのように照らし出す。

　私は、そのたびに、こっそりそれに見とれてしまった。

　うーん、宏は、カッコいいな。

　ずっと前は、ただのやんちゃないたずらっ子だったのに、この頃どんどん精せい悍かんになってきて、時々はびっくりするほど素す敵てきに見える。

　そんな時私は、そばに行くだけでも、胸がドキドキしてしまいそうになって困るんだ・・・。

「樹じゆ海かいみたいだな。離はなれるなよ、迷まい子ごになるぜ」

　そう言いながら冷泉寺さんは、足早に歩いていく。

　コンパスの違いで、私は当とう然ぜん、小走りになるっ！

　ところが地面には、木の根や石がザクザクで、引っかかるんだ。

　気をつけてはいたんだけれど、気をつけきれず、私はついに足を取られて、

「わっ！」

　自分の体をまともに空中に放り出してしまった。

　瞬しゆん間かん、前にいた宏がくるっとこっちを振ふり向くなり、ザッと動くのが見えた。

　直後に、ドンと何かが私にぶつかって、

「痛っ！」

　気がつくと私は、宏の片かた腕うでに抱きかかえられ、仰あお向むけに倒たおれた彼の体の上にいた。

　大きなその胸のまん中あたりに、頰ほおをうずめてしまっていたのだった。

　わっ！

「ごめんっ！」

　叫んで私は、飛びのこうとした。

　とたん、私の背中にまわっていた宏の片腕にぎゅっと力が入って、私を抱きしめたのだった。

　びっくりして私は顔を上げようとしたけれど、宏の腕は強くて、身動きできなかった。

「ちょっと、放しなさいよ」

　そう言いながら、自分の体中に宏のたくましい体を感じてしまって、胸がドッキンっ！

「うわっ！」

　叫んで宏は、のけぞって私を放し、両腕で頭をかかえこむようにしながら、苦しげにあえいで半はん転てんした。

「ちっき、しょう・・・」

　きつく眉まゆ根ねを寄よせ、見る間に冷や汗をびっしりと浮かび上がらせ、したたらせて、荒あら々あらしい息をくり返す。

「あ・・・ああ！」

　身もだえしながらビクンビクンと二回大きく痙けん攣れんして、見事に立りつ派ぱな狼にっ！

　脇わきでは冷泉寺さんが、すっかり白い鷹たかになっていて、不ふ愉ゆ快かいそうにバサバサッと飛び上がると、宏の頭の上に舞まいおりて、その嘴くちばしでドドッとつついた。

「何すんだっ！」

　宏が前まえ脚あしをヒョイッと上げて頭を払はらうと、冷泉寺さんはそれをかわし、私の肩へと飛び移ってきた。

「こんな時に、妙みようなマネすんじゃないよ、バカ狼」

　そう言いながら冷泉寺さんは、その冷たい視線をグサッと私に向けた。

「夢美も夢美だ。ちょっと抱かれたからって、いちいちときめくな」

　はっきり言われて、私はカッと赤くなってしまった。

　変身は、私の心しん臓ぞうのドキドキの証しよう拠こだものね。

　うっ、恥はずかしいよっ！

　だけど、いきなりあんなふうに、しかも無理やり強く抱きしめられたら、刺し激げきが強い、十七歳だもの。

　ドキドキするなっていう方が、無理よぉ。

「夢美に言うなよ、俺が悪い」

　うなるように言って宏は、ギリッと冷泉寺さんをにらんだ。

「ああ、俺はバカだよ。おまえみたいに冷れい静せいじゃねえし、時々は自分の気持ちを抑おさえられねーし、我が慢まんできずにやっちまうこともあるよ。だけどそれは、俺に耐たえる力がないからじゃない。冷泉寺、よく聞けよ、いいか。俺は、おまえより強く、自分の気持ちを感じるんだ。おまえよりずっとたくさん、熱く感じるんだ。一人で胸の内に抑えておいたら、自分が爆ばく発はつしちまいそうなほど強く、体中がメチャクチャにはじけちまいそうなほど激はげしく、感じるんだよ。だから、我慢できねえのさ。おまえ、そんなふうに、何かを感じたことあるかよ。そんなふうに、たとえば、誰だれかを好きになったことあるかよっ！　そんな気持ちをずっとかかえてたことあるかよっ!!　ねーだろうがっ!!」

　宏の言葉は、たたきつけるように激しく、その目は燃もえ上がりそうなほど熱くて、そばにいた私は息ができないほどだった。

　それは、私が今まで見たことも、想像したこともないような宏だった。

「俺のことは、放っとけよ。俺に構かまうな！　黙だまって、引っこんでろっ!!」

　私は、目が覚めるような気がした。

　小さな時からずっとお隣りで、宏について知らないことなんて一つもないと思ってたのに、それは違っていたのだとわかった。

　宏は、いつの間にか、こんなにも激しい感情を胸に秘ひめる男の子になってたんだ。

　そうわかった瞬間、私は強く、宏に惹ひかれた。

　彼が今、一いつ瞬しゆん見せた嵐あらしのようなその熱っぽさに、たまらなく惹きつけられ、魅みせられたのだった。

　私は、自分がもう、前のような無む邪じや気きさで宏を見つめることができないような気がした。

　それは、何だかせつなく、そして同時に甘あまい、不思議な気持ちだった。

　そんな私の肩の上から、冷泉寺さんがバサバサと上方に舞い上がりながら、ククッと笑った。

「それで終わりか、高たか天ま宏。遠えん慮りよせずに、もっと言えよ。この際さいだ、洗いざらい聞いてやるぜ」

　うっ、さすがに才さい女じよ、負けてないっ！

　私は息を吞のんで、二人の対決を見つめた。

　その時、緑の木々の間でキラッと、何かが光ったのだった。

　あら。

　私は、そっと枝をかき分けてみた。

　すると、その向こうに大きな大だい理り石せきの石板が見えた。

　びっしりと蔦つたにおおわれたその石の上方で、埋うめこまれた金属の板が光を跳はね返している。

「ねえ、これ、何？」

　にらみ合う二人を振り返ってそう言うと、宏は気をそがれたようで、不愉快そうに横を向いた。

「知るかよ」

　フテくされたその様子が、何だか急に子供っぽく見えて、私は、少しガッカリした。

　やっぱりこいつって、ガキかもしんない。

　さっき一瞬惹かれたのは、私の気の迷いだったのかもね。

「グリムゼル家の墓ぼ石せきだ」

　鋭い声で冷泉寺さんが言って、その石の上を飛び越こすようにして木々の間に消え、向こうから叫んだ。

「こっちに続いてるぞ。来てみろ」

　それで私は、枯れた下草や雑ぞう木きをかき分けながらその石の脇を通り抜けて、奥へと入ったのだった。

　そこは、墓石ばかりがずらっと建ち並ぶ墓ぼ地ちだった。

　どれも皆みな、コケむし、汚よごれて傾かたむいている。

　うっ、気味悪・・・。

「これが、テオドラ・グリムゼルの墓らしい」

　冷泉寺さんがバサバサッと舞いおりたのは、大きな木のすぐ下にある褐かつ色しよくがかった大理石の墓石だった。

　黄色の足でペタッとその飾かざり彫ちよう刻こくにとまって、冷泉寺さんはクルッと下を向き、逆立ちしながら墓ぼ碑ひ銘めいを読んだ。

「これは、テオドラ・グリムゼルのために準備された墓なりしが、テオドラは魔ま女じよとして処しよ刑けいされしため、ここには眠らず。神よ、救いたまえ」

　その時、宏が低くうなって、墓石の脇の土をカリカリとかき、そこから紐ひものような物をくわえ上げた。

「おい、コードだぜ」

　びっくりして見れば、確かに黒いコードだった。

　木の枝の間からたれ下がってきて、墓石の下に入りこんでいる。

　冷泉寺さんが翼つばさを広げて飛び上がっていって、木の上を見、再びおりてきて嘴を開いた。

「電話線だ」

　私は、ゾクッとした。

　だって、その電話線の先は、テオドラの墓の中に入っていたんだもの。

「テオドラに、電話をかけられた訳わけがわかったぞ」

　宏が冗じよう談だんめかして言ったけれど、私は笑えなかった。

　恐おそろしすぎてっ！

　ああ魔女がよみがえっているって噂うわさが、ヒシヒシと現実味を帯おびてくるっ!!

「おい、震えるなよ。風か雨で切れた電話線が、たまたまここに落ちてただけさ」

　そう言って宏は、力任まかせにぐいっとその線を引っぱった。

　それは、ズルズルッと引き抜ぬかれてきて、とたんに宏が、悲ひ鳴めいのような声を上げて飛び下がった。

　私はびっくりして、大声で叫んだ。

「どうしたのっ!?」

　宏は、顔をそむけ、前脚で鼻を押さえた。

「これ、くせえ・・・」

　そっ、そのくらいで悲鳴を上げるな、狼のくせにっ！

　少しぐらいの臭いなんか耐えろ、まっとうな人間を脅おどかすんじゃないっ!!

　私はハアハアと肩で息をついて、乱みだれた気持ちを一いつ生しよう懸けん命めい整えた。

　見れば、その電話線には、一本の木の根がからみついていた。

「これ、さっきの堀の水と同じ臭いだ」

　宏がそう言うと、冷泉寺さんがツンツンとその根をつついた。

「樹じゆ液えきがかなり染しみ出してるから、それの臭いだろ。きっとあの堀の近くにも同じ根がたくさんあって、それが水に溶とけてるんだ。ま、どっちにしろ、そんなにヒイヒイ騒さわぐほどのものじゃないと思うけどね、熱ねつ血けつ漢かんの宏君」

　皮ひ肉にくな響ひびきを含ふくんだその言葉に、宏は、ムッとしたように目を光らせた。

「俺の鼻は、感かん度どがいいんだ。臭いオンチの鷹とは違う」

　私は、二人がまた喧けん嘩かになるんじゃないかと思ってハラハラした。

　ところが冷泉寺さんは、まるで宏の言葉が聞こえなかったかのように、ふいっと首をかしげ、二枚の羽を体の前で組み合わせて考えこんでしまったのだった。

　あら・・・。

　反論を予想していたらしい宏も、いつまでたってもそれが返ってこないので、タラッと冷や汗を浮かべて私を見た。

「黙りこめば黙りこんだで、妙に不ぶ気き味みだよな。臭いオンチって、鷹のコンプレックスだったわけ？」

　さあ。

　その時、冷泉寺さんがやっと口を開き、黄色のその足で、さっきの木の根をチョンとけっとばして言った。

「おかしいな。この根って、どの木の根なんだ？」

　私は、宏と顔を見合わせてしまった。

　だって根っていったらねぇ、当然、その上に茂ってる木に決まってるじゃないの。

　宏が、ヒョイッと片脚を上げ、テオドラの墓のすぐそばの幹を、ポカッとたたいた。

「こいつの根だろ」

　すると冷泉寺さんは、その目をうっすらと細め、わかったと言ったように軽く何度もうなずきながら、最後にひと言グサッと言った。

「種類が全然違ってるのがわからんのか、ボケ狼」

　ううっ、言い方が恐い、冷たいっ！

　宏は、フンと鼻を鳴らして横を向いた。

　その直後、冷泉寺さんが鋭するどい声を上げたのだった。

「おい・・・そこ、動くんじゃないか？」

　冷泉寺さんの視線は、墓碑の裏側の石面に向けられていた。

「コケが浮いている。夢美、押してみろ」

　そう言われて私は歩み寄り、恐る恐る手を伸ばして、その墓碑の背中を押した。

　とたんっ、グラッとそれが動いて、ゆっくりと内側に倒たおれ、私たちの目の前にポッカリと、大きな暗い穴があいたのだった。

　手前には石段が数段あって、その向こうに狭せまい道が、ずっと奥まで続いている。

「すげっ！」

　宏が顔を輝かがやかせた。

「俺、こういうの大好き。カッコいいじゃん。抜け穴だろ!?」

　冷泉寺さんがうなずいた。

「敵に攻せめられて落らく城じようした時に逃げるための、秘密の地下道だ。古い城にはよく造られている」

　私は、木々の向こうにテオドラの城を仰いで言った。

「じゃ、この先は、あの城に続いてるの？」

「ああ、たぶんな」

　私は力を得えて、意気ようようと叫んだ。

「よし、行ってみようっ！」

　ところが、行けなかった・・・。

　冷泉寺さんが、首を横に振ったから。

「その前に、光坂たちと合流した方がいい」

　あ、そうか。

「体も元に戻してくれ」

　うっ、冷泉寺さんって、冷静っ！

　ノるって言葉を知らないのね、きっと。

「夢美、連絡しろよ」

　そう言って宏が、自分のズボンのポケットに入っていた携けい帯たいをくわえて、私に差し出した。

　私は、それを受け取り、アドレスに入っていた光坂君の番号を押したんだ。

でも、通じなかった。

　それで今度は冷泉寺さんのウエストポーチから携帯を借りてかけてみたんだけど、やっぱりダメだった。

「この敷しき地ち内って、携帯対応になってないみたい」

　そう言いながら私は、あたりを見まわした。

　古そうだからなぁ。

「じゃ、どうやって光坂たちと合流するんだ？　捜さがしに行くのか」

　宏が言うと、冷泉寺さんがちょっと笑った。

「おまえが遠とお吠ぼえすりゃそれでいいのさ。きっと光坂が聞きつけて、ガルシアを連れてくる」

　すると宏は、ニヤッと笑って言い返した。

「それより、おまえが上空から捜せよ」

　二人は、たちまち火花を散らしてにらみ合い、私は、頭をかかえこみたい思いだった。

　うっ、またケンカなのぉ。

　あのねえ、今はそんな場合じゃないのよ。

　こんなとこは、一分でも早く通り過すぎて、鈴影さんを捜さなきゃならないんだからね、後にしろっ！

　私は、二人の間にわって入って、大声で言った。

「ジャンケンで決めなさいよ、ジャンケンでっ！」

　すると二人は一瞬、顔を見合わせ、それからそろって私の方に向きなおった。

「俺、パアしか出せねえ」

「私もだ」

　私は吹き出しそうになるのをこらえ、必死で考えて次のアイディアを出した。

「じゃ、足でやればいいのよ。足ジャンケン」

　それで狼と鷹が向き合って、足でジャンケンをするという奇き妙みような状態に突とつ入にゆうしたのだった。

　何回かくり返した結果、勝ったのは、やっぱり冷泉寺さんだった。

　だって宏って、出す順番がはっきり決まってるんだもの。

　パア、チョキ、グウよ、私だって勝てる。

「ほら、遠吠えしろ、遠吠え！」

　言われて宏は、実にくやしそうな遠吠えをした。

　でも森中に響き渡るその声は、意外に素敵で色っぽくて、聞いていて私は、何だかワクワクしてしまった。

　うっ、私って、先せん祖ぞはメス狼だったのかもね。

　血がザワザワと騒ぐのよ。

　野性に呼ばれてるのかしら、わぉーん！

　と思ったとたんに、宏がガウッと私に牙きばをむき、私はドッキリ。

　たちまち二人は、メタモルフォーゼっ！

「ほら、服っ！」

　あせって二人は身み仕じ度たくし、光坂君とガルシアが駆かけつけてくるまでには、何とか、まっとうな人間に戻っていた。

「では、城の中へと出発っ！」





○






　私の号令で、皆みんなはそれぞれの荷物を持ち、列を作ってドヤドヤと墓はかの階段をおりた。

　その奥の道へとさしかかった時、冷れい泉せん寺じさんが、ふっと片側の土壁に目を留めて、私を振ふり返ったのだった。

「見ろよ」

　その土の間をうねるように、一本の木の根がはっていた。

「さっきと同じ根だ」

　私には、どんな木の根も大して違いはないように思えたけれど、宏ひろしも不ふ愉ゆ快かいそうに片手で鼻をおおっていたから、きっと同じのなんだ。

「見たことない根なんだよな。何て木だろう」

　その瞬しゆん間かんだった。

　光こう坂さか君が、ふっと顔を上げ、天てん井じようを仰あおいだ。

「あ・・・」

　隣となりで宏もピタリと足を止めて立ちすくみ、ガルシアもカッと目を見開いてこっちを振り返った。

　直後、あたりを揺ゆるがすような大だい音おん響きようとともに、天井が大きくたわみ、一気に崩くずれ落ちたのだった。

　私が大だい悲ひ鳴めいを上げるのと、宏が横っ飛びに飛びついてきて、私を胸の中にかばってくれるのが同時だった。

　雪崩なだれ落ちてくる石の音やモウモウと立つ砂すな煙けむりで、しばらくの間は何も見えず、何も聞こえず、私は宏の大きな胸の中に強くかかえこまれて、夢中でそこにしがみついていた。

　わーん、死にたくない、神様助けてっ！

「大丈夫かっ!?」

　まず、ガルシアの声がした。

　顔を上げると、あたりは暗く、目を凝こらしてみてやっと様子がわかる程度だった。

「ああ」

　宏が言って、背の上からバラバラと小石を落としながら身を起こし、腕うでの中の私を見た。

「夢ゆめ美みも、俺も平気」

　宏の頰ほおは、すりむけて赤く、血がにじんでいた。

　でもその表情は、いつになく明るく、力に満みちて満足げだった。

「だよな!?」

　そう言って、ひたむきな感じのするその眼まな差ざしで、じいっと私を見る。

「かすり傷の一つも、してねーだろ」

　その瞳ひとみの中に、やさしく甘あまやかな光がふうっと浮かび上がり、私を見つめて艶つややかに揺れた。

「させやしねえよ。守ってやる！」

　はっきりと言って、その目に凜りんとした自信を輝かがやかせた宏が、あまりにも素す敵てきで、カッコよくて、私はついつい、ドキンっ！

　とたん宏は、ぎゅっと顔をしかめて、のけぞった。

「うっ！」

　きゃあっ、どーしようっ！

　息を吞のんで顔を上げると、闇やみの中に立っているガルシアの白い靴くつのすぐそばで、光坂君らしいかたまりが身をくねらせるようにして、大きくあえぎ始めていた。

「あ・・・あ！」

　うわっ、バレるっ！

　私は目をつぶった。

　もうだめだ！

　瞬しゆん間かん、宏の腕が伸のびて荒あら々あらしく私の二の腕をつかみ、私はその胸の中に息も止まるほど強く抱き寄よせられたのだった。

　首筋から耳に、宏の熱い息が触ふれた。

　ドッキンっ！

　心しん臓ぞうが痛くなるほど縮み上がって、私は変わりかけていた彼らを、元に戻した。

　その間中、宏は、ずっと私を抱きしめたままだった。

　苦しげに身をよじり、冷や汗をいっぱい浮かべてもだえながら、私を抱いた腕から力を抜ぬかなかった。

　やがて大きな痙けい攣れんが来て、宏は背筋を引きつらせるようにしながら体中をガクガクッと震ふるわせ、それから力つきたようにぐったりと地面に横たわって、私を放した。

　自由になって私は、思わずハアハア息をついてしまった。

　変化していく宏の体を、あんまり近くに感じていたものだから、まるで自分が変化したみたいな気になったのよ、うっ、疲つかれたっ！

　目を凝らして闇やみの中をすかしてみると、光坂君は四つんばいになり、冷泉寺さんは天井を仰いで転ころがっていて、二人とも肩で荒い息をくり返していた。

　その間で、びっくりしたように立ちすくんでいたガルシアが、私の視線をとらえて言った。

「皆みんな、どうしたんだ。病気か？」

　私は、うなずいた。

　そうよ、これは病気よ。

「ピアス病っていうの」

　するとガルシアは素す直なおに納なつ得とくし、腕を伸ばして光坂君を立たせると、その服についた土をパンパンと払はらってくれた。

「体を大事にしろよ」

　うっ、単純さがうれしいっ！

「墓からの道が、ふさがっちまったぜ」

　冷泉寺さんが、いまいましげに言って、拳こぶしでぐいっと頰をぬぐった。

「もう引き返せない。前に進むだけだ」

　薄闇の中で、宏がその目に挑ちよう戦せん的てきな光を浮かべ、ニヤッと笑った。

「いいさ、行こうぜ。行ってやらあ！」
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　かなりの間、私たちはその地下道を歩いて、やがて数段の階段と、その上にあった一枚の扉とびらの前にたどり着いた。

　そこで、道は終わりだった。

　ガルシアが、猫ねこのように静かに階段を上っていき、しなやかでたくましいその体を扉に押しつけて、向こうの様子をうかがった。

「鍵かぎは、かかってないが」

　全身の神しん経けいを耳に集中し、息をひそめて、のめりこむように空くうを見すえているガルシアは、黒い野や獣じゆうのように精せい悍かんで美しく、私は一いつ瞬しゆん、見とれてしまった。

　うっ、きれいだっ！

「ガルシアって、どこの国の生まれなのかな？」

　宏ひろしが、こっそり私に言った。

「肌はだの色はアラビアっぽいけどさ、顔立ちは、完全に北ほく欧おう系けいだろ。美形だもんな。そいで、えらくスタイルいいし、敏びん捷しようだし、性格もフレンドリーだしさ。世界中の人種のいいとこを、全部集めて生まれてきたみてぇ」

　ああ、そうかもねぇ。

　きっとガルシアは、世界市民なのよ。

　そう思いながらも私は、彼が前に一瞬見せたあの煮にえたぎるような眼まな差ざしを忘れられずに、複ふく雑ざつな気持ちがした。

　ガルシアが秘密にしている鈴すず影かげさんへの用事って、いったい何なんだろう。

「どうも変だ」

　そう言ってガルシアは、私たちを見まわした。

「誰だれかがいることはいるんだが、呼こ吸きゆうの気配がしない」

　うっ、ドア越ごしで、そこまでわかるって、すごいっ！

　私は、舌したを巻いたものの、よく考えたら背筋がゾクゾクしてしまった。

　だって、誰かがいるのに呼吸の気配がしないってことは、いるのは人間じゃないってことよっ！

　魔ま、魔、魔物かもしんないっ!!

「とにかく行こう。このままここにいても、しかたがない」

　冷れい泉せん寺じさんが、そう言いながら階段を上って、ガルシアの隣となりに立った。

「一、二の三でドアを開けろ。同時に飛びこんで、おまえは右、私は左だ」

　するとガルシアは、その筋きん肉にく質しつの腕うでを突つっかい棒のように出して冷泉寺さんを後ろに退しりぞかせながら、熱い瞳ひとみでジロッと彼女をにらんだ。

「おまえは、女だ。俺が一人でやる。どけ」

　低い声が地下道にこだましていっそう低く響ひびき、迫はく力りよくあるったら、もう最高っ！

　さすがの冷泉寺さんも、黙だまって階段をおりてきた。

「あれ、怒おこんねーの？　差別されたんだぜ」

　宏がからかうように言うと、彼女は凍こおりつきそうなほど冷たい視線で、斜ななめにザクッと宏を見た。

「あのくらいの男なら、差別も許す。だが、高たか天ま、おまえじゃダメだ。調子に乗って、同じことをやろうと思うなよ」

　宏が、チェッと舌打ちしたその時、バタンとドアを開けてガルシアが飛び出していった。

　直後に、ドアの向こうからまぶしい光がサッと差しこんできて、私は顔をしかめた。

　とたん、ドアの向こうで、

「レオンハァトッ！」

　悲ひ鳴めいのようなガルシアの叫さけびが上がり、私はびくっとした。

　何っ!?

　私たちは、我われ先さきにと階段に殺さつ到とうし、それを駆かけ上がった。

　鈴影さんが、どーしたのっ!?

　ドアから飛び出すと、そこは荒あれた部屋で、窓辺にガルシアがひざまずいていた。

　その腕の中に、鈴影さんがぐったりと身をもたせかけていたのだった。

　鈴影さんの胸には、短たん剣けんが斜ななめに突つき刺ささっている。

　ほとばしる鮮せん血けつに赤く染そまった鈴影さんは、乱みだれた髪をその蒼そう白はくの頰ほおにまつわらせたまま、意識がなかった。

　私は、震ふるえ上がって大声を上げた。

　もしかして、遅かったってことっ!?

　冷泉寺さんが歩み寄より、はっきりとした口調で言った。

「ガルシア、持ち上げるな。横にして。ああ静かに！」

　ガルシアが鈴影さんを横たえると、冷泉寺さんは、自分のボストンバッグからいつもの医い療りようカバンを出し、中から鋏はさみを取って、鈴影さんの上着とシャツとをジャキジャキッと切り裂さいた。

「やられたのは、かなり前だな。まわりの血が、もう乾いてる」

　冷泉寺さんの手が動くたびに、胸に刺さった短剣のつけ根あたりからドクッと新しい血がわき上がって、私は自分の胸が痛くなるような気がした。

　光こう坂さか君が真まっ青さおになりながら、心細そうな声で言った。

「生きてるよね、生きてるでしょっ!?」

「うるさいな、当たり前だろっ！」

　かみつくように叫んだ宏の前で、冷泉寺さんは、すっかり露あらわになった鈴影さんの胸に耳を当て、腕を上げて手首にはめた時計を見つめた。

　私は、息を吞のみ、祈いのるような思いでそんな彼女を見ていた。

　大丈夫よね!?

　きっと大丈夫よね、助かるよねっ!?

　ややして冷泉寺さんが大きく息をつき、その肩から力を抜ぬいた。

「よし。何とかなりそうだ」

　私たちは、ほっとして顔を見合わせた。

　ああ、よかった！

　その時、鈴影さんの目が、うっすらと開いたのだった。

　私たちは、いっせいに身を乗り出さずにいられなかった。

「レオン、私がわかるか」

　冷泉寺さんが言うと、鈴影さんは信じられないといったように、かすかに首を振ふった。

「何しにきた・・・危ない」

　私は思わず、大声で言ってしまった。

「鈴影さんを助けに来たのよっ！」

　鈴影さんは、私の方に顔を向けた。

　私はもう夢中で言いつのった。

「私たち、助けに来たんだからね！　鈴影さんは助かるから!!」

　それは、願いのようなものだった。

　強くそう言えば、本当に助かるかのような気がしたんだ。

「もう大丈夫だから、私がいるから、安心してっ！」

　鈴影さんはわずかに微笑ほほえみ、またすうっと意識を失うしなった。

　きゃぁっ、死んだっ！

「おまえがいるからって、あんまり助けにはならんと思うぞ」

　冷泉寺さんが茶ちや化かしたけれど、私は必死だったので、怒おこる気にもなれなかった。

「傷は、深いの？」

　私が聞くと、冷泉寺さんは首を横に振った。

「剣を抜いてみなきゃわからん。だが、抜いたらたぶん、大出血するだろうから、先に縫ぬい合わせる用意をしとかなけりゃならない。夢ゆめ美み、どの部屋でもいいから、早く掃そう除じしてベッドを作ってくれ」

　まかせてっ！

　私は、猛もう然ぜんとその部屋から飛び出し、城中を駆けまわって、一番明るくて、風通しがよくて、カーテンの厚い部屋を選び、そこを超スピードで掃除した。

　まずベッドのマットレスをバルコニーに出して日光消しよう毒どくしておいて、その間に箒ほうきを探さがしてきて掃除し、雑ぞう巾きんであたりをふき清きよめて、最後に箒の柄えでマットをバタバタたたいて、きれいにベッドを作ったんだ。

　こういうことがアッという間にできてしまうのは、やっぱり主しゆ婦ふの取とり柄よね。

　その部屋に、皆みんなで鈴影さんを移し、私は冷泉寺さんの命令でお湯を沸わかして、彼女の持ってきたガーゼやタオルを、煮しや沸ふつ消毒した。

　地下の台所にあった大おお鍋なべと竃かまどを使って、庭の端の井い戸どから水を汲くんでやったんだ。

　幸いなことに、冷泉寺さんがマッチを持っていた。

　しかも冷泉寺さんは、鈴影さんに何かが起こっているかもしれないと考えて、応急手当て用のいろんな薬や器具まで持ってきていたのだった。

　その中には、輸ゆ血けつ用のＡ型血液もあった。

　うーん、準備がすごいっ!!

　木の枝でスタンドを作ってそれを吊つるし、ガルシアと宏に手伝わせて手術を始めた冷泉寺さんは、三時間でそれを終えた。

　その部屋から出てきて、額ひたいにビッシリ浮かんだ汗を腕でぬぐいながら、

「応急手当てとしては、完かん璧ぺきだ」

　と言った冷泉寺さんは、天使に見えた、ほんとっ！

「こいつが刺さってたんだ」

　彼女が差し出したのは、木もく製せいの短剣だった。

「左のアバラの下を突き通して胃を貫かん通つう、剣先は右みぎ脇わきから体外に出ていた」

　ひえっ。

「レオンは、とっさに体をひねって心しん臓ぞうをかばったみたいだな。普ふ通つうの人間なら、直ちよく撃げきをくらってショック死してるとこだ」

　その言葉には、誇ほこらしげな響きがあった。

　鈴影さんの行動について話す時、冷泉寺さんの口調にはいつも、そんな雰ふん囲い気きが混じる。

「レオンの傷口には、烙痕ステイグマダが出ていた」

　私はビクッとした。

　それはＸＸＸっていう刻こく印いんで、別名を「魔ま女じよの嚙かみ痕あと」という。

　人間以外の存在のエネルギーが作用した時に、その痕に浮かび出るんだ。

　私は、恐おそる恐る手を伸ばし、その短剣を取り上げた。

「じゃ、これが『黄おう金ごんのダガー』なの？　鈴影さんは、ここで挑ちよう戦せんの騎き士しに襲おそわれたわけ!?」

「いや、違うと思う」

　冷泉寺さんは、首を横に振った。

「その柄つかを見ろ。細かい文字が彫ほってある」

　私は、それを見たけれど、読むことはできなかった。

　ガルシアが黒くろ絹ぎぬのように艶つややかな腕を伸ばしてそれを取り上げ、読んでくれた。

「グリムゼル家三代当とう主しゆ、ブラウバッハ製作。材ざい質しつ、庭の中央にある緑の大木」

　冷泉寺さんが、皮ひ肉にくな笑いを浮かべた。

「つまりグリムゼル家の先せん祖ぞが、庭木で作った物なんだ。レオン流に言えば、烙痕ステイグマダが出るってことは、魔の力が動いたってことだから、テオドラが動かしたという結論になるんだろうな。引き抜かれた『黄金のダガー』に呼びかけられてね」

　ゾクゾクしながら、私は窓辺に寄った。

　立ち枯がれた落らく葉よう樹じゆの間に、たった一本だけ大きな緑の木が見える。

　枝を広くはり広げたその大木は、青々とした葉を十一月の風に気持ちよさそうにそよがせていた。

「きっと、あれだ。何て木かな」

　私が聞いても、答は返ってこなかった。

　誰も知らず、冷泉寺さんでさえも首を横に振ったのだった。

「今までに見たことがない。きっとこの地方だけに分ぶん布ぷする植物なんだ」

　そう言いながら彼女は廊ろう下かのソファにドサッと腰こしかけ、バサバサッと髪をかき上げながら大きく息をついた。

「さて、と。レオンを病院に運んできちんと手当てをしなけりゃならないが・・・来た地下道は、崩くずれて通れない。外に出る跳はね橋ばしは、落ちている。もちろんここには電話もない。携けい帯たいは通じない。諸しよ君くん、どうする？」

　その時初めて私は、自分たちが閉じこめられていることを知ったのだった。

　うっ、どーしようっ！
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「一つだけ方法があるよ」

　宏ひろしが言って、光こう坂さか君の方を見た。

「アキが、堀ほりを泳いで向こう側に渡り、さっきの村役場に連絡してレスキューに来てもらうんだ」

　あ、グッドアイディア！

　私がそう思うのと、光坂君が震ふるえ上がって叫さけぶのが、同時だった。

「いやだ！」

　その声の強さに、皆みんながびっくりして光坂君を振ふり向いた。

　視線をあびて、光坂君はオドオドと言った。

「だって、堀の中ってどうなってるかわからないし・・・水草とか木の根とかがあると泳げないし・・・飛びこむのだって水すい深しんがわからなかったら、危な」

　瞬しゆん間かん、宏がすごい声で怒ど鳴なった。

「アキっ！　おまえ、レオンが心配じゃないのかよっ！」

　光坂君は、ぐっと言葉につまり、顔をそむけて黙だまりこんだ。

　透すき通るように白いその頰ほおに、金きん髪ぱつが乱みだれて振りかかり、彼の表情を隠かくした。

「行かねーんなら、おまえなんか仲間じゃねえよっ！」

　宏は怒おこったけれど、私には光坂君の気持ちがわかった。

　だって光坂君は、宏みたいにカッと燃もえ上がって、何もかも忘れて突つっ走れるタイプじゃないんだもの。

　もっと繊せん細さいで、敏びん感かん。

　だから、いくらスイミングボーイをしてても、知らない水にいきなり飛びこむのは、不安なんだ。

　ましてや、魔ま女じよがよみがえってるって噂うわさの城の堀で、おまけにさっき鈴すず影かげさんの無む残ざんな姿を見たばかりだもの。

　その恐きよう怖ふと友情の間で光坂君が苦く悩のうし、細い肩をブルブル震わせているのを、私は胸を痛めて見ていた。

　何とか、してやりたかった。

　でもね、どう考えてみても、この場は、彼が一番適てき任にんだったんだ。

　それに、ここで光坂君が動かなかったら、宏は完全に彼を軽けい蔑べつしてしまうと思う。

　冷れい泉せん寺じさんだって、何も言わないものの、目では、はっきりにらんでるし。

　このままにしておいたら、私たちの信しん頼らい関係はメチャクチャになるだろう。

　やっぱり光坂君に行ってもらうよりない、そうしよう！

　私は歩み寄より、その肩に手を置いて言った。

「ね、頑がん張ばってやってみて！　鈴影さんのためにも、私たち全員がここから出るためにも、今あなたの力が必要なんだから。私も協力する。どんなことでもできるだけ手伝うから。やってみて、ね！」

　光坂君は、そっと顔を上げた。

　その目には、涙がいっぱいたまっていた。

「僕・・・だめだ。ほんとに恐こわいんだ。夢ゆめ美み、軽蔑してもいいよ」

　震えて私を見つめる彼が、とても痛いた々いたしくて、私は腕うでを開いて抱きしめずにいられなかった。

「軽蔑なんてしない。だって、恐いのは当たり前だもの。誰だれだって恐いよ。あなただけじゃないから」

　そう言いながら、私は、ふっといいことを思いついた。

「ねえ光坂君、私たち、一いつ緒しよに行こうか？」

　彼はビクッとして身を起こし、私を仰あおいだ。

「夢美と一緒に？」

　信じられないといったようなその顔に、私は力をこめてうなずいた。

「そう！　二人で行けば、恐くないよ。私だって頑がん張ばれば、溺おぼれない程度には泳げると思うし、水の中で目だって開けられる。あなたの身に危険が迫せまれば、かばってあげることもできるし。さあ、行こ！　堀を渡って村役場に駆かけこんで、鈴影さんを助けよう！　今そうしなかったら、きっと一生後こう悔かいすることになるから」

　光坂君は息を吞のんで、痛いほど私を見つめ、しばらくの間黙っていた。

　私は、自分の心が彼に通じるように、思いを全部こめて、そんな彼を見つめ返した。

　やがて彼が、ふっと横を向き、私を振り切るようにして言ったのだった。

「僕、一人で行く」

　繊細で瑞みず々みずしい感じのその瞳ひとみに、透とう明めいな光が強く浮かび上がって、私の心を打った。

「何が起こるかわからないのに、夢美を連れてなんかいけない！　一人で行くよ。一人でいい」

　宏がグイッと腕を伸のばして光坂君の首にからめ、自分の胸の中に乱らん暴ぼうに抱き寄せた。

「えらいじゃん。頑張れよ、光坂君」

　口調は、からかい半分だったけれど、その表情は、いつになく温かかった。

　冷泉寺さんも、目をやさしくしている。

　私は、ほっと息をついて、心の底から光坂君の頑張りに期待した。











[image: ]









　庭を歩いて堀ほりの縁ふちに立つと、遠くで見ていた時よりずっと水面が下に感じられた。

　うっ、高いっ！

「やっぱり、くせえ・・・」

　宏ひろしが、たまらないといったように片手で鼻をおおって、顔をそむける。

「あの根の臭においだ」

　でも、私は何も感じなかったし、他の人たちも、そうみたいだった。

　狼おおかみの嗅きゆう覚かくって、鋭するどすぎて不ふ便べんね。

　堀の縁に立って光こう坂さか君は、シャツのボタンを二つはずすと、両りよう腕うでを胸の前で交こう差ささせながらその裾すそをつかみ、下からスポッと脱ぬぎ捨てた。

　金の髪がサラッと揺ゆれて、まぶしいほど白い半はん裸ら身しんが現れ、十一月の薄うすい光をキラッと跳はね返した。

　まあ、きれい・・・。

　私は目を見み張はって、大だい理り石せきの彫ちよう像ぞうみたいなその美しさに見とれた。

「お、結けつ構こう筋きん肉にくついてきたじゃん」

　宏がバシンとその胸をたたくと、雪のように白い肌はだがたちまちパッと赤くなった。

「少しバーベルやると、もっとカッコよくなるぜ。俺の貸してやるよ」

　光坂君は、ちょっと笑っただけで答えず、私の方を振ふり向いて、その服を差し出した。

「持ってて。行ってくる」

　私は、それを受け取り、ピッと背筋を伸ばし、姿し勢せいを正してうなずいた。

「頑がん張ばってね。見てるからねっ！」

「うんっ！」

　強く答えて彼は、堀の縁に背を向けて立つと、大きく息をつき、それから一気にバック転っ！

　空中で一回転しながらザンブリと水の中に消えた。

　その姿が、再び水面に現れた時は、もう堀のまん中に近かった。

「すげっ！」

　宏が、めずらしく感心したように言った。

「やっぱ、誰だれにでも取とり柄えってあるもんだよなあ」

　冷れい泉せん寺じさんが、ちょっと笑って、その肘ひじを宏の肩についた。

「ほう・・・おまえにもあるわけか？」

　宏はムッとしてそれを振り払はらい、その脇わきで私は、光坂君のあざやかな泳ぎぶりを見つめながら、彼の服をぎゅっと握にぎりしめた。

　頑張って！

　応援してるからね。

　そんな私の視界の中で彼は、やがて堀の岸、積み上げられた高い石いし垣がきの前へと到とう着ちやくした。

　よし、あそこを上れば、もう外だっ！

　と、私も思ったし、皆みんなも思った。

　ところがっ、そこが上がれなかったんだ。

　石と石が、隙すき間まもないほどピッタリと組み合わされているうえに、コケでツルツル。

　光坂君は、何とか小さな窪くぼみを見つけては、手をかけ足をかけて上りかけるんだけれど、途と中ちゆうまで行くと、手や足をかける所が見つからなくなって、少し無理して遠くに手を伸のばしたり、足場を求めたりすると、ツルッ。

　見事にすべって、バシャンと堀に落ちてしまう。

「どうやら、あきらめた方がよさそうだな」

　冷泉寺さんが、しかたなさそうに言い、宏が叫さけんだ。
















「おーい、アキ、もういいよ。戻ってこい」

　ところが、光坂君は、やめなかった。

　上りかけては落ち、その水の中からまたはい上がっては、上ろうとする。

　その顔色は、しだいに青ざめていき、腕は震ふるえて、落ちてから姿を現すまでの時間が、どんどん長くなった。

「おい、高たか天ま、あいつを止めろ。まずいぞ」

　冷泉寺さんが緊きん張ちようした声で言い出し、宏は、やっきになって声をかけた。

「アキ、やめろよ、もういいったら」

　もちろん、私も。

　でも光坂君は、ちっとも聞かず、やめようとしなかった。

「高天、溺おぼれた人間を助けて泳げるか」

　冷泉寺さんが、くい入るように光坂君の様子を見つめながら言い、宏はちょっと息を吞のんだ。

「自信ない・・・」

「今度落ちたら、光坂はたぶん、もう上がってこられないぞ」

　直後、光坂君は、つかまっていた石垣からフワッと離はなれ、そのまま水中に姿を消した。

「高天、とにかく行けっ！」

　冷泉寺さんが叫び、宏が荒あら々あらしい音を立ててシャツを脱ぎ捨てた。

　瞬しゆん間かん、バシャンと水の音がしたのだった。

　びっくりして見おろすと、ガルシアの均きん整せいのとれた体が、堀の中央近くに浮かび上がるところだった。

　冷泉寺さんが、ほっとしたように息をついた。

「あいつがいるのを、忘れてた」

　ガルシアは、石垣近くまで泳ぐと、大きく息を吸すいこんで一気にもぐり、なかなか出てこなかった。

　私は、しだいに心配になり始め、宏は、何度も冷泉寺さんの時計を見た。

「長なげぇな」

　宏が言うと、冷泉寺さんは、冷ややかなその視線で水面を見つめたまま、ちょっと笑った。

「後でガルシアの胸を見てみろよ。並の厚さじゃない。肺はい活かつ量りようも、一万ぐらいは軽くあるだろう。おまけにかなり鍛きたえてある。十分くらいは、楽にもぐってるさ」

　うっ、人間とは思えないっ！

　その時、再び水音がして、ガルシアと光坂君とが一いつ緒しよに水面に浮かび上がってきた。

　私は、思わず叫んでしまった。

「大丈夫っ!?」

　ガルシアが手を上げてオーケイサインを出し、私はほっと息をついた。

　ああ、よかった。

　彼は、上向きになった光坂君のあごの下に手を入れて彼を支え、もう一方の手で横泳ぎをしながら私たちのいる岸辺まで来ると、光坂君を片方の肩の上にかつぎ上げ、石垣をはい上って、よいしょと地面におりた。

「誰か、人じん工こう呼こ吸きゆうできるか」

　冷泉寺さんがうなずいて、私の手から光坂君の服を取ると、ぐったりと横たわった彼の上にかけ、そのそばにひざまずいた。

「相そう当とう、水を飲んでるから、気をつけてやれよ」

　そう言ってガルシアは身をひるがえし、派は手でな音を立てて再び堀に飛びこんだ。

　びっくりして見ていると、彼は、さっき光坂君がくり返しトライしていた石垣まで泳いで行き、それを上り始めたのだった。

　ガルシアは、光坂君より背が高く、リーチも筋きん肉にくもあったので、かなりの所まで上って行き、私も一いつ瞬しゆん期待した。

　でも、やはり上までは、無理だった。

　やがて彼は、あきらめて泳いで帰ってきた。

「堀の中は、水草と木の根がいっぱいで泳ぎにくい」

　そう言いながら私の前に立ったガルシアの、濡ぬれて光るたくましい体から水すい滴てきがこぼれ落ちて輝かがやき、私はちょっとまぶしかった。

「別の方法を探さがした方がいい」

　その時、冷泉寺さんが顔を上げ、ほっと息をついた。

「回かい復ふく」

　見れば、光坂君がうっすらと目を開け、ぼんやりした様子で、こっちを見上げていた。

「大丈夫!?」

　私は聞いたけれど、彼は答えず、ただうっとりと私を見つめるばかりだった。

　ショックから回復した直後で、まだまわりの状況がよくつかめないのかもしれないと思って、私は話すのをやめた。

　急に、あれこれ言ったら、かわいそうだものね。

　彼は頑張って、本当に力をつくして自分に割り当てられた仕事をやり抜ぬこうとしたんだもの。

　ただそのことだけ、ねぎらってあげたいと思った。

「光坂君、よく頑張ったね。私、ずっと見てたよ。ちゃんと見てた。あなたがどんなに一いつ生しよう懸けん命めいだったか、きちんと見てたからね。ありがとう」

　光坂君は、ふうっと私を見、一瞬、笑った。

　かすかに、でもはっきりと、とてもきれいに笑ったのだった。

　その輝くような微笑ほほえみが、胸にしみた。

　きっと彼は、そう言ってほしかったんだろうなあって、そう言われてとてもうれしかったんだろうなって思えた。

　まもなく表情を失うしない、再び気だるげに目を閉じてしまった光坂君を、ガルシアが両腕で抱き上げて言った。

「意識はあるから、少し休ませれば大丈夫だ」

　その後ろ姿を見送りながら冷泉寺さんがゆっくりと立ち上がり、鋭い光を浮かべた瞳ひとみで、私と宏を代わる代わる見た。

「正面の跳はね橋ばしは、落ちている。地下道は崩くずれた。堀の岸は上れない。つまり、我われ々われは、ここから外に出られないってことだ。レオンを入院させたいのに、それを連絡する方法もない。おまけに、我々がここに閉じこめられていることを、誰も知らない。よって、助けに来てくれるはずもない。食料もない。そして今にきっと、挑ちよう戦せんの騎き士しがやってくる。さあ、どうする!?」

　わーん、そんなの、わかんないよっ！

　私は、重い気持ちで城へと戻った。

　これが、魔まの力なの？

　こんな状態で鈴影さんは、挑戦の騎士を迎むかえなけりゃならないの!?
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　脈みやく打うつような激げき痛つうをかみしめながら聖せい樹じゆは、闇やみの中を見つめた。

　痛みには、慣なれている。

　次じ期き当とう主しゆ選せん抜ばつ教きよう練れん中ちゆうには、もっとひどいケガもしたものだ。

　粘ねん膜まくの傷きずは、普ふ通つうの人間なら、二十四時間で回かい復ふくする。

　聖樹の場合は、十二時間で充じゆう分ぶんだった。

　外がい傷しようは、三日もあれば組織の再生がほぼ終わる。

　迅じん速そくな回復力、それも身しん体たい能のう力りよくの内であり、総そう帥すいの資し格かくの一つだった。

　眠れないのは、そのせいではない。

　心が痛むからだ。

　聖樹は起き上がり、窓辺に寄よってカーテンを開ける。

　光り始めたばかりの大きな月が、冴さえ冴ざえとした輝かがやきを闇の中に投げおろしていた。

　胸に厚く巻かれた包ほう帯たいに手を当て、傷に障さわらないようにそっと息をつく。

　リーザを失うしなってから、誰だれかが自分を助けてくれるなどとは考えたこともなかった。

　一人で戦い、勝つか、あるいは死ぬか、どちらかしかないと思っていたのだ。

　もう死ぬものと心を決めていたあの時に、助けにきたと叫さけんだ夢ゆめ美みたちの顔が忘れられない。

　きっと一生、忘れないだろう。

　大切なことを教えられた気がした。

　自分は、何と傲ごう慢まんだったのだろう。

　多くの者に競せり勝ち、選ばれた自じ己こを誇ほこっていた。

　この世には、知ち性せい的てきにも身体的にも精せい神しん的てきにも、自分以上にすぐれた個体はなく、自分が最強だと信じていた。

　だが、いくら学び、鍛きたえ抜ぬいたとしても、個人の力には限げん界かいがあることを思い知らされた。

　それを補おぎなうのが、人とのつながりであり、団結であり、仲間という名前の結びつきなのだ。

「総帥」が率ひきいる騎き士し団だん、つまり個人が統とう括かつする全体というシステムは、もう古いのかもしれない。

　一人の英えい雄ゆうが世の中を動かす時代は、とっくに終わっている。

　組織も同様だろう。

　傑けつ出しゆつした一人を選出し、それに権けん限げんを与えて指導させるという騎士団の機き構こうは、改める時期なのかもしれない。

　その古さをなお維い持じしているから、腐ふ敗はいするのだ。

　総帥位を廃はい止しし、トップを置かず、皆みなが協きよう議ぎ、協力し合う運営体系を作るべきではないか。

　そう考えながら、ふっと気がつく。

　総帥位をなくせば、貴女ダアムもなくなるのだと。

　夢美の顔を思い出して、聖樹はわずかに笑った。

　組織改かい編へんについて話すことは、彼女を貴女ダアムにしないと告つげることよりも、はるかに気が楽だった。

　だが、それも、ここから生きて出られればの話だ。

　現げん状じようを忘れて明日を夢見ている自分に苦く笑しようする。

　とたん激はげしい痛みが走り、思わずうめきがもれた。

　壁に寄りかかり、体をもたせかけながら移動して、何とかベッドに横たわる。

　とにかくこの場を、やり抜かなければならなかった。

　脱だつ出しゆつするのが一番だが、簡単には出してもらえないだろう。

　冷れい泉せん寺じの話によれば「黄おう金ごんのダガー」が引き抜かれ、頼たよりになるはずの警けい護ごの騎士たちも行方ゆくえが知れないとのことだった。

　動き出した魔まを撃げき退たいしつつ、ここからの脱出を図はからねばならないが、そのうちには「挑ちよう戦せんの騎士」も姿を見せるだろう。

　三日が過すぎ、こちらの傷がほぼ治ってからのご登場ならありがたいが、そういうわけにもいかないに決まっていた。

　魔と、挑戦の騎士のねらいは、総帥だ。

　夢美たち四人を襲おそうことはないだろうが、利用されたり、巻きこまれたりすることは考えられる。

　ピアスをしている夢美については、それが魔を封ふうじてくれるだろう。

　高たか天まも、ブレスの扱あつかい方を心こころ得えているはずだから、身につけさせておけば大丈夫だった。

　問題は、光こう坂さかと冷泉寺だ。

「ソロモンの円えん陣じん」を描く、か。

　その中に二人を入れておけば、十二時間は守ることができる。

　だが輪から外に出られないし、十二時間おきに場所を変え、描き替えねばならなかった。

　いったん円陣を描いてしまえば、魔の注目を集める。

　描き直す間が、かなり危なかった。

　その間をどうする!?

　つき上げてくる痛みに、聖樹は胸を押さえ、呼こ吸きゆうを乱みだす。

　この状態で、完かん璧ぺきな「ソロモンの円陣」が描けるのか。

　円陣を描く線が弱ければ、魔に突とつ破ぱされる。

　その時は、もう防ふせぎようがなかった。

　他にできることは？

　激痛に頰ほおをゆがめながら思いをめぐらす。

「聖せい杯はいの印いん」を与えるという手もあった。

「聖杯の印」は、魂たましいを一時的に別の人間に移す秘ひ儀ぎである。

　それを受けた者の中に、聖樹の魂が移り、その人間を守るのだ。

　だが、ただ一人にしか与えることができない。

　また、与えた人間の中で本人と聖樹の魂が混じり合い、混こん沌とん状態となるため、自分か、相手の死を悟さとった時だけに使うものとされていた。

　片方が死んでしまえば、魂も消え、その混沌が解消されるからである。

　最さい期ごには、そうするつもりだったが、それにしても守れるのは、ただ一人きりだった。

　どうする？

　どうすれば、全員を確かく実じつに守れるのか。

　聖樹は考え、ただ一つの方法にたどり着く。

　それは「黄金のダガー」を、自分か、もしくは「挑戦の騎士」の胸に突つき立てることだ。

　ダガーの刀とう身しんが胸に収おさまれば、魔の動きは封ふうじられる。

　聖樹は、自分の胸に片手を押し当てた。

　今、「挑戦の騎士」に挑いどまれれば、勝つ自信はない。

　ダガーは、この胸に休むことになるだろう。

　最終的には、そうしてすべてを終わらせるしかないのかもしれなかった。

　だが「挑戦の騎士」は、果はたして総帥位にふさわしい人物なのか。

　いったい誰だ!?

　騎士団本部で情報操そう作さがなされていたことを考えれば、アクスクーの命令で一いつ派ぱの誰かが動いている可か能のう性せいも否定できなかった。

「レオン？」

　ドアの向こうから、遠えん慮りよがちな声がする。

「起きてる？」

　聖樹が答えると、そっとドアが動き、高天が顔を出した。

「俺、謝りにきた」

　そう言ったきり、そこから動かない。

　何か、話しにくいことなのだろう。

　聖樹は、くすっと笑った。

「近くにこい。どうした？」

　高天はおずおずと歩み寄ってきて、ベッドの脇わきに立った。

　ためらいながら口を開く。

「レオンからいろんなことを任まかされて、俺、そう約束しただろ。もちろん、そのつもりだった。でも大事な時に、決けつ断だんできなかったんだ。立場の違う誰にとってもいいようにって考えると、一つの道を選ぶことができなかった。踏ふみ切れなかったんだ。せっかく任せてもらったのに。情なさけないだろ」

　嘆なげくように、愚ぐ痴ちるようにつぶやく高天がかわいらしかった。

「で、結局、誰が決めたんだ」

　高天はため息をついた。

「皆でだよ。俺たちは、話し合ってやってけばいいってことになってさ」

　いささか残念そうな言い方だった。

　男は、英雄や指し導どう者しやにあこがれる。

　自分がそれから遠いと自覚させられる時ほど、ミジメなものはなかった。

　聖樹も、苦い思いをした経験がある。

「今にきっと決断できるようになる」

　そう言いながら手を伸のばし、高天の腕うでをつかんだ。

　胸の痛みを押し殺ころしながら強く握にぎりしめ、高天の顔を見上げて励はげます。

「それに、おまえたちのやり方は、間ま違ちがってない。私たちは誰も、完璧ではないんだ」

　自分に言いきかせるように言った。

「だから知ち恵えを出し合う。団結は力だ。そうだろ」

　高天はいく分気を取りなおしたらしく、笑みを浮かべた。

「ん、だよね！」
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　城に戻ったものの、どう考えても、オチこむ材料ばっかりで、私は気持ちが沈しずんでいた。

　でも、ふっと思ったんだ。

　このままじゃ、いいことはちっともないって。

　それで私は、考え方を変えることにした。

　つまり、どっちみちここから出られないんなら、少しでも住みやすくして、皆みんなで明るく楽しく過すごした方がいいって。

　とにかく元気をつけて、それからここを切り抜ぬける方法を考えよう！

　私は、病人の鈴すず影かげさんと、疲つかれきっている光こう坂さか君を除のぞいた全員に手伝わせて、まず城の中を隅すみから隅まで掃そう除じした。

　絨じゆう毯たんやソファを払はらい、カーテンを整え、テーブルをふいて閉めっきりの窓を開け、すがすがしくしたんだ。

　それから部屋割りをして、皆みんなが自分の部屋を持てるようにした。

　その最中に、わかったことがいくつかあった。

　まず、この城が無人だっていうこと。

　でも地下の食堂には鍋なべや釜かまがあり、食器もそろっていた。

　蠟ろう燭そくもある。

　何百年も前の物らしくて、表面に描いてある絵がはげ落ちていたけれど、ちゃんと使えそうだった。

　二階の部屋には、お風ふ呂ろの浴よく槽そうも置かれていた。

　それから玄げん関かんに近い部屋には、梱こん包ぽうされたままの荷物が山積みになっていた。

　中から使える物が出てくるんじゃないかと期待して、私は、それを開けにかかった。

「これって、村長が言ってたヤツじゃ、ね？」

　宏ひろしが、荷物の紐ひもをほどきながら言った。

「ほら、グリムゼル家の子し孫そんの最後の一人が最近イギリスで死んで、遺ゆい言ごんで遺い品ひんが送られてきたって」

　そう言われてみれば、それらの箱はどれも、イギリスの同じ住所から発送されたものだった。

「げっ、何だ、これっ！」

　叫さけびながら宏が、箱の中からつかみ出したもの、それは・・・人間の、頭部から胸までの骨だった。

　私は思わず、大だい悲ひ鳴めいっ！

「おい、すげぇ声出すなよ。びっくりするじゃん」

　びっくりしたのは、こっち！

　突とつ然ぜん、人じん骨こつなんか、持ち出すなっ!!

「変な趣味だ」

　冷れい泉せん寺じさんが、自分の開けていた箱をのぞきこんだ。

「こっちには、ミイラが入ってる。見てみろよ」

　見たくないっ！

「アンティック系の壺つぼも、あるぞ」

　そう言ったのは、ガルシアだった。

「最後の子孫は、骨こつ董とうの収しゆう集しゆうが趣味だったらしいな」

　だからって、人骨なんて・・・。

　そう思いながら、私は、ふっと気がついた。

　もしかして、この人骨、有名人のお宝人骨かもしれない。

「それ、大事にしとこう。高く売れるかも」

　私がそう言うと、宏は冷泉寺さんと顔を見合わせた。

「すっかり自分の物扱あつかいだぜ」

「主しゆ婦ふには、家計費と自分の小こ遣づかいの区別がつかん女が多いらしいからな」

　ふんっ！

「ここはもういいから、二階の浴槽を台所に移動してよ」

　私がさっさと部屋を出て行こうとした時だった。

「おいっ！」

　冷泉寺さんの、鋭するどい声が上がった。

「これを見ろ」

　冷泉寺さんが両手で持ち上げていたのは、古い木でできた大きな箱だった。

　ほぼ直方体で、厚みがあり、蓋ふたには、赤い字で何か書いてある。

「何て書いてあるんだ？」

　宏が聞くと、冷泉寺さんは声を鋭くした。

「『火のサラマンドラの聖せい冠かん』」

　わっ！

　私は、目がまん丸になってしまったけれど、宏は信じられないといったように首をかしげた。

「ほんとかよ」

　冷泉寺さんは、慎しん重ちようにその箱をながめまわす。

「聖なる木といわれる樫かし材ざいで作られている。この文字は、ルビーを埋うめこんだものだ。それに」

　そう言いながら箱の脇わきについている紙の帯を指さした。

　それは、箱を封ふうじていたもののようだったけれど、今は半なかばから破やぶられていた。

「この封印に描かれている星印も、私たちが収集した三つの聖せい宝ほうと同じだ」

　私は、息をつめた。

　じゃ聖冠は、この中に？

　宏が、我が慢まんできないといったように横から手を伸のばしてその箱を奪うばいとり、蓋を開きかける。

　私は、胸をドキドキさせながらそれを見つめた。

　この中から、光り輝かがやく聖冠が出てくるといいなと願って。

「ち、開かねぇな」

　宏は顔を真まっ赤かにし、両手で箱を持って左右に目いっぱい引っぱるものの、箱はびくともしない。

「貸せ」

　ガルシアが箱を取り、小脇にはさみこんでからその頑がん丈じような手でひねるようにしてこじ開けた。

　それでようやく蓋が、ギッと動いたんだ。

「開けるぞっ！」

　私たちは、息を吞のんでうなずいた。

「いけ、ガルシアっ！」

　宏の応おう援えんを得えて、ガルシアが一気に開いたその箱の中は・・・なんと、カラッポだった。

　私は、その場にしゃがみこんでしまいそうになった。

　期待感が大きすぎて、ガックリ！

「くっそ！」

　宏がいらだたしげに叫んだ。

「誰だれかに、盗とられたんだ」

　それは、誰っ!?

　私たちは、目と目を見合わせたけれど見当すらもつかなかった。

「ま、取りあえず」

　私は、ため息をついて皆を見まわした。

「夕食にしよっか」
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　宏ひろしとガルシアが浴よく槽そうを台所におろしてくれたので、私は、鍋なべに何度もお湯を沸わかして移し、お風ふ呂ろを作った。

　皆みんなの気分をリラックスさせるため。

　それから、宏と冷れい泉せん寺じさんをこっそり変身させて、庭に放し、獲え物ものを取ってこさせた。

　二人は、狩かりに慣なれていなかったので、始めのうちは、何も捕とることができなかったけれど、そのうちに協力することを覚えて、いく匹ひきかの動物を捕ってきた。

　それを、私が地下の台所で料理したのだった。

　ちょっとかわいそうな気もして心苦しかったんだけれど、とにかく食べなきゃ飢うえ死じにしちゃうから、やむをえない。

　それから庭の日当りのいい所に茂しげっている草の中から食べられそうな物を選んで、念のために生なまは避さけ、茹ゆでてサラダにして一いつ緒しよにテーブルに並べた。

　ちょっと暗かったから、蠟ろう燭そくに火をつけて並べると、まぁすっかりロマンティック！

「食事、できたからねっ！」

　皆を呼ぶと、まず宏が飢えた犬みたいに階段を駆かけおりてきて、それからガルシア、最後に冷泉寺さんが姿を見せた。

「光こう坂さかは寝てるから、起こすな。レオンには運ぶから」

　じゃ、消化のいい流りゆう動どう食しよくにしよう。

　私が骨でスープを取り、肉と草を煮にこみにかかっていると、宏がスプーンの音をさせながら言った。

「あのさあ、夢ゆめ美みと一緒にいたら、俺無人島でも長生きできそぉ」

　うーん、それって私のこと、ほめてる？

　どうせなら、もっとはっきりわかるように、手放しでいっぱい、単たん刀とう直ちよく入にゆうにほめてほしいと思うのは、私のわがまま？

「この城は無人だ」

　冷泉寺さんが、きっぱりと言った。

「聖せい冠かんを持ってるヤツなんかいやしないし、聖冠もない。あるのは、空のボックスだけだ。つまりレオンは、ニセ情報で誘おびき寄よせられたんだ」

　ん、私たちがもう少し早く到とう着ちやくしていたら、魔まが動いていることを教えられたのにね。

　残念！

　でも、とにかく助けられたんだから、よかったよ。

　だって、もし来ていなかったら、鈴すず影かげさん、絶対、死んでたもん。

「この城にいる限り、レオンばかりじゃなくて、こっちもねらわれる。一いつ刻こくも早く脱だつ出しゆつする方法を考えないと」

　私はうなずきながら煮こみを仕上げ、食器に移してトレーに置いた。

　それに気づいた冷泉寺さんが、食べかけのフォークを置いて立ち上がったんだ。

「私が行こう」

　でも私は、立て続けに働いていた冷泉寺さんにゆっくり食べてほしかったので、トレーを持ったまま出入り口に向かった。

「持ってくくらいなら、私でもできるから、まかせて」

　そう言うと、冷泉寺さんは、ちょっと笑った。

「サンクス」

　私も、笑顔を返した。

　主しゆ婦ふはね、皆を安らげてあげられることに充じゆう実じつ感かんと満足を感じるんだ、うふ。

「結けつ構こううまくできてる」

「同感」

「食いもんがあるって、いいよな。ほっとするじゃん」

　三人の話を背中で聞きながら、トレーを持って急な階段を上り、鈴影さんの部屋に向かう。

　軽くノックをして、そっとドアを開けると、中はカーテンが下りていて暗く、枕まくら元もとに一本蠟燭が燃もえているだけだった。

　ベッドの中で、鈴影さんが身じろぎする。

「誰だれ？」

　私はあわてて言った。

「夕食を持ってきたの」

　ところがベッドに近寄ったとたんに、言われてしまった。

「皆と一緒に食べるよ」

　鈴影さんは身を起こし、きっちりと包ほう帯たいが巻かれている裸はだかの胸に、斜ななめに皮かわ帯おびを締しめて銀ぎん剣けんを吊つるすと、シャツをはおって立ち上がった。

「行こう」

　翳かげりを帯おびて深く輝かがやくその眼まな差ざしの前で、私は、ちょっとドキマギしながら言った。

「あの・・・肩、貸しましょうか」

　彼は、ふっと笑った。

「重いよ」

　暗い部屋の蠟燭の明かりの中で、こっちを見つめて一いつ瞬しゆんきらめいたその瞳ひとみの、甘あまやかだったことっ！

　私は、胸がドキンっ!!

　それで、あせってあたりを見まわしたのだけれど、宏も光坂君も冷泉寺さんもいなくて、ほっとした。

　鈴影さんの前だったら、どんなにドキドキしても大丈夫だ、何も起こらない。

　そう思うと、気持ちがとても楽になって、私は彼の脇わきに歩み寄より、その腕うでを持ち上げた。

「大丈夫です。私、力あるから」

　そう言って、その腕を自分の肩にかついだとたんに、はっとした。

　鈴影さんの厚い胸がっ、鈴影さんの半はん裸らの胸がっ、きれいなラインを描いた脇の下がっ、もろに私の肩の上っ！

　体温が伝わってくるほど、ぴったり密みつ着ちやくっ!!

　きゃあ、どーしようっ!?

　私は、カアッと頭に血が上ってしまって、それから後は、もう無む我が夢む中ちゆうっ！

　だって今さら放り出せないし、やるよりない、やってやる!!

「夢美、悪いけど歩いてほしいんだ。走るのは、ちょっときつい」

　鈴影さんにそう言われるまで、自分の速度さえもつかめなかった、ハアハアゼイゼイっ！

　そうして皆が食事をしている台所まで行くと、冷泉寺さんが血けつ相そうを変えて怒ど鳴なった。

「夢美！　おまえ、レオンにぶら下がるなっ！」

　うっうっう・・・。

「レオンもレオンだ。おとなしく寝ていればいいものを、何だって出てくるんだ」

　憤いきどおる冷泉寺さんの肩に、鈴影さんはトンと片手を置きながら、その後ろを通り過すぎた。

「皆に話があったんだ。そう怒おこるな。すぐベッドに戻る」

　冷泉寺さんの隣となりに腰こしかけ、斜ななめに彼女を見つめたその眼差のあでやかさっ！

　冷泉寺さんは凍こおりついたように動きを止め、しばらくの間、まばたきもできないくらいだった。

　うっ、鈴影さんの眼がん力りきって、すごいっ！

　感かん嘆たんしながら見ていて、私はふと、さっきまでいたガルシアの姿が消えていることに気づいた。

　あら、せっかく再会のチャンスだったのに。

「食事中に悪いが、ひと言、言っておきたい」

　そう言って鈴影さんは、私たちを見まわした。

「ここに来たのは、聖冠があるかもしれないと思ってのことだったが、結果的に皆を巻きこむ形になった」

　急にそんなふうに言い出されて、私は、とまどいながら鈴影さんを見た。

　美しいラインを描いたその肩から胸へと、艶つややかな髪が音もなくこぼれ落ち、気品に満ちた頰ほおの上で蠟燭の炎ほのおが静かに揺ゆれて、その美び貌ぼうを照らしていた。

「申し訳なく思っている」

　私は、あわてて言った。

「でも聖冠の入っていた箱らしきものは、さっき見つけたけど」

　驚おどろく鈴影さんに、冷泉寺さんがうなずく。

「たぶん間ま違ちがいなく、聖冠が入っていた聖せい櫃ひつだ。だが、中身は消えていた」

　鈴影さんは大きな息をつき、真しん剣けんな光を浮かべた涼すずやかな瞳で、私たちを順番に見つめた。

「この機に、皆にこんな運命を背せ負おわせてしまったことについても、心から詫わびておきたい。全力をつくして、君たちを守るつもりでいる」

　鈴影さんって人が、また少しわかった気がした。

　責せき任にん感かんが強くて、とても潔けつ癖ぺきで、自分に厳しいんだ。

　その気け高だかさが心にしみて、私は胸が熱くなるような気持ちで言った。

「鈴影さんのせいじゃないから。ここに来たのも、私たちが自分たちで判はん断だんしてのことだし、それにピアスのことについても、よその家に勝手に入りこんで机を開けたのは、私なんだし。私こそ、皆に謝らないと」

　すると冷泉寺さんが、ふんと横を向いた。

「今さらどうしようもないことを、蒸むし返すな。くだらん」

　宏は片方の肩をすくめ、ちょっと笑った。

「ま、貴き重ちような体験ってことで、許す」

　私はほっと息をついて鈴影さんを見た。

「ということみたいだから、鈴影さんも気を楽にしてください」

　鈴影さんは視線を伏せ、ゆっくりと立ち上がった。

「ありがとう」

　斜めにこちらを見たその瞳に、うっとりするほど美しい光が浮かび上がり、私を見つめて甘くきらめく。

　うっ、きれいだ。

　きれいすぎて、まともに見返せないっ！

　それでドギマギしていると、鈴影さんはくすっと笑った。

「では、ケガ人はおとなしく部屋に戻るとしよう。さっきから、すごい目でにらんでいるヤツが、約一名いるからな」

　冷泉寺さんがガタッと立ち上がり、鈴影さんの腕を取る。

「送ってく」

　出ていく鈴影さんの後ろ姿に、私はあわてて言った。

「ガルシアって人が、ロッジを訪ねてきたの」

　鈴影さんは一瞬、背筋をびくっとさせた。

「それで？」

　こちらを振ふり返ったその頰は、強こわ張ばっていた。

　あら、妙みような反応。

　私はちょっとひるんだけれど、言い出してしまっていたので、先を続けるしかなかった。

「ここまで一緒に来たのよ。今、ちょっといないけど」

　鈴影さんは、ゆっくりと向こうを向いた。

「すぐ私の部屋に顔を出すように言ってくれ」

　そう言って冷泉寺さんにもたれるようにして出ていった。

　何か・・・雰ふん囲い気きが硬かたい。

　何でだろ。

　私が首をかしげていると、無む頓とん着ちやくな宏がすぐさま食事を再開、そこにガルシアが戻ってきて二人で食べ始めた。

「あのさぁ」

　宏が言った。

「冷泉寺は、一いつ刻こくも早く脱出する方法を考えないとって言ってたけど、それって何だか、くやしくね？　逃げ出すみたいじゃん」

　ガルシアがうなずく。

「せめて向こうをたたきのめしてからでないと、男の面メン子ツが立たないな」

　あーあ、こいつらは、もうっ！

　今一番大事なことが何なのか、てんでわかってないんだから。

「あのねぇ、今、大事なのは男の面子じゃない！　安全よ、安全!!　だいたいガルシア、あなた、どこに行ってたのよ」

　私が問いつめると、ガルシアはちらっと部屋の後ろの方にあるドアを見た。

「トイレ」

　私は、自分の食器を持って二人のそばにドンと座った。

「鈴影さんがすぐ部屋に来いって言ってたよ」

　ガルシアは手を止め、息を吞のんだ。

　そして持っていたフォークを置き、ゆっくりと立ち上がったのだった。

「わかった。行ってくる」

　思いつめた低い声だった。

　あまりにも顔つきが深しん刻こくだったので、私と宏が顔を見合わせていると、そこに冷泉寺さんが戻ってきた。

「話は聞こえたが、レオンは休んだ。目が覚めてからにしろ」

　そう言いながらガルシアの肩をたたき、席に座るようにうながす。

　私は、冷泉寺さんの食事を用意しながら聞いた。

「鈴影さん、どう？」

　冷泉寺さんは、ちょっと息をついた。

「何とも言えないけど、抗こう生せい物ぶつ質しつは飲ませたし、最初に見た時よりもかなり状態が落ち着いている。あの様子だと、回かい復ふくは早いんじゃないかな。そもそも体が屈くつ強きようだし、鍛きたえてあるから」

　私たちはほっとしつつ、今後どうするかについて話し合った。

　でも宏とガルシアは、撃げき退たい方ほう針しんで、冷泉寺さんは脱だつ出しゆつ路ろ線せん、それで話はちっともかみ合わなかった。

　おまけに具体的な方法は、誰の頭にも浮かばなかったんだ。

　疲つかれてたしね。

　それで、私が提てい案あんした。

「今夜はもうお風ふ呂ろに入って、寝ることにしない？　各自がよく考えて、明日の朝、話し合って決めようよ」

　皆が一応、オーケイしたので、私たちは、お風呂の順番を決めた。

「俺は、最後でいい」

　ガルシアがそう言い、彼抜きでアミダクジをして、その順番でお風呂に入ることにしたのだった。

　いろいろ心配な事もあったけれど、とにかくお風呂で疲れを取り、きれいに掃そう除じしたベッドに入って寝られるとなったら、ホテルに泊とまってるのとちっとも変わらない。

　多少変わってるところもあることはあるけれど、それらについては考えないようにしよう。

　そう思って、私は自分が満足したことにし、ベッドに入って蠟燭を消して眠りかけた。

　とたん、ムクムクッと一つの心配ごとが頭をもたげてきたのだった。

　つまり・・・私、台所の火を完全に消してきただろうか。

　調理は、太い薪まきに火をつけてやっていたので、それを消してから、さらにその薪を一本一本離はなれた所に立てかけておかないとだめだった。

　余よ熱ねつでまた発はつ火かするから気をつけろって、冷泉寺さんに言われたから。

　私はそれを、やった？

　やったと思いたいけれど、どーも、やらなかったような気もする。

　真夜中に、地下から出しゆつ火かして黒コゲだなんて、やだっ！

　やむなくムックリ起き上がり、私は、それを確かめるために地下の台所へと降りていった。

　でも、何しろ古くて不ぶ気き味みな魔ま女じよの城っ！

　カッツーン、カッツーンと響ひびき渡る足音が、どうにも恐こわくて我が慢まんできなくて、私は途と中ちゆうで靴くつを脱ぬぎ、靴くつ下しただけになってヒタヒタと歩いた。

　汚よごれるけど、しょうがない、恐こわいよりましっ！

　この時代の台所には、扉とびらがないって冷泉寺さんが言っていたけれど、ここもそうで、廊ろう下かからいきなり下りの階段が続いていて、その下がもう台所だった。

　私は、なるべく音が響かないように気をつけながらその石いし段だんをおり、台所に入った。

　するとっ、するとぉっ！

　そこでは、何とガルシアが、まだお風呂に入っていたのだった。

　きゃああああっ!!

　私が叫さけぶよりずっと早く、彼は私のヒタヒタ足音に気づいて、とっさにバスから立ち上がり、そばのザルの中に脱いであった自分の服に飛びついていた。

　でも、でも、私は、しっかり見てしまったっ！

　何を、だと思う!?

　彼のたくましい胸や、信じられないほどひきしまったウエストや、それからとっても色っぽい体のサイドラインなんかじゃないっ！

　私が見たのは、見たのはねっ、彼があせって服の下に隠かくした、まぶしいほどに美しい金の短たん剣けんだった!!

　私は、息を吞んで言った。

「黄おう金ごんのダガー」
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　瞬しゆん間かん、ザッとガルシアの黒い体が動いて、気がついた時には私はもう、彼の胸の中にしっかりと抱きしめ・・・いや、違う、彼の胸の中にしっかりとはがいじめにされてしまっていた。

　黄おう金ごんの剣けんのその刃やいばを、私の喉のどにピッタリ押しつけ、私の右みぎ腕うでを強くねじり上げながら、ガルシアは低い声で言った。

「騒さわぐな」

　わーん、騒がないよ、恐こわいもんっ！

　その刃から、私はなるべく喉を遠ざけたくて、体をそらせるようにして言った。

「あなたが『挑ちよう戦せんの騎き士し』なの？」

「そうだ」

　きっぱりと答えてガルシアは、いっそう剣を私に押しつけながら片方の手を放し、手早くジーンズをはいた。

　その隙すきをついて、私は何かしたかったんだけれど、何しろダガーが頸けい動どう脈みやくの上っ！

　うっ、死ぬには若い、動けないっ!!

　今この体たい勢せいで、動かせるものといったら、口だけだった。

「ひどいっ！　鈴すず影かげさんの友だちだなんて、私たちをだまして」

「だましてない」

　ガルシアは、はっきりと言った。

「俺は、レオンハルトに用があると言っただけだ」

　あ、そうか。

　私は攻こう撃げきの材料を失うしなってしまい、くやしく思いながら、必死で次の言葉を考えた。

「あなたの用って、鈴影さんを殺ころすことだったの!?　それで鈴影さんが食堂に来た時、姿を隠かくしたわけ？　もしかして物もの陰かげからねらってたの」

　そこまで口に出した瞬間、頭に一つの考えがひらめいた。

　ここに来た時、私たちは地下道にいて、ガルシアだけが一人で部屋に飛びこんでいった。

　そして私たちが出てきた時にはもう、鈴影さんは短剣を胸に受けて倒たおれていたのだった。

　あれってもしかして、もしかして、こいつがやったのかもっ！

　ダガーを使うとバレるから、その辺にあったこの家の木剣を使ったとか。

　私がそう口走ると、ガルシアは強く首を横に振ふった。

「違う」

　そうしてダガーを下ろすと、私の左右の二の腕をぎゅっとつかんで、自分の方に向けた。

「俺のレオンハルトへの用事は、俺が『挑戦の騎士』になった事実を、あいつに知らせることだ。自分の口から言いたかった。さっきは、あまりにも突とつ然ぜんだったんで、会うのを避さけたんだ。ただそれだけだ。不ふ意い打うちをするためじゃない」

　黒い絹きぬのようなその肌はだの中で、熱い目が輝かがやいてまっすぐに私を見ていた。

「そんなマネをしなくても、倒せる自信は充じゆう分ぶんにある」

　笑みを含ふくんだその口元は、不ふ敵てきで、ゾクッとするほど美しい。

　私は、ここで負けちゃならないと思って、一いつ生しよう懸けん命めい自分を励はげまし、言いつのった。

「そりゃあ勝てるでしょうよ。『黄金のダガー』の持ち主ぬしには、魔ま界かいが味方してくれるんだものね」

　ガルシアは一いつ瞬しゆん、片目を細めた。

「何？」

　その時、私は思い出したのだった。

　確か、メールに書いてあった。

　黄金のダガーが、封ふうじられた魔を呼び起こし、総そう帥すいを倒すように命めいじる力を持っているってことは、極ごく秘ひ事じ項こうで、高こう位いの騎士にしか知らされていないって。
















「ガルシア、あなたって、騎士団の中でどの程度のレベル？」

　私が聞くと、ガルシアは、ちょっといやな顔をした。

「騎士位は剝はく奪だつされているから、最さい下か層そうだ」

　うっ、あまりにも低いっ！

　これじゃ、知りっこないかも。

　こんなにたくましく頼たのもしいガルシアが、なぜ騎士位を剝奪されたのかを不思議に思いながら、私は、ダガーと魔の関係を話してやった。

　ダガーの魔への呼びかけを止めるためには、その刀とう身しんを、総帥か、あるいは挑戦者の心しん臓ぞうに収めなければならないのだということまで、すっかり。

　ガルシアは、目を見開いて聞いていたけれど、やがて強い口調で言った。

「俺は、このダガー一本でレオンハルトを倒す。魔の力は借りない」

　黒いその美び貌ぼうの中から、誇ほこり高い彼の魂たましいが、輝きたって見えた。

　私は、即そく座ざに口を開いた。

「じゃ、今、襲おそうのは、やめてよね。とにかくこの魔女の城から抜ぬけ出すか、あるいは魔女を倒してしまうまで、鈴影さんには手出しをしないって約束してよ。自分の力に自信があるなら、できるはずでしょう。あなたがそうしてくれるのなら、私も、あなたが『挑戦の騎士』だってことは誰だれにも言わない。あなたが直接、鈴影さんに言い出すまでね。約束する」

　私はガルシアの熱い瞳ひとみを見つめ、ガルシアは私を見つめた。

　お互いの目の中にお互いの真実を探さがして、私たちはその時、息が止まるほど、自分が相手の中に入ってしまいそうなほど見つめ合った。

　やがて、彼が言った。

「よし、約束しよう。魔の力は決して借りないと。まがまがしい者のすべてを倒してしまうまで、俺は、レオンハルトに指一本触ふれないと」

　私は、彼と握あく手しゆをした。

　右手と右手を強く握にぎりしめ、その上に左手を重ね合って、お互いに偽いつわらないことを誓ちかったのだった。
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「ねえガルシア、どうして挑ちよう戦せんの騎き士しになったの？」

　私は、ガルシアにお茶をいれてあげた。

　やっぱり調理場の薪まきを立てかけるのを忘れてて、まだ残り火があったので、それでお湯を沸わかすことができた。

「鈴すず影かげさんとは、一いつ緒しよに騎士団にいたんでしょう!?」

　お茶って不思議。

　人の心を和やわらげて、落ち着かせてくれる。

「昔の話だ」

　そう言ってガルシアは、カチャンとカップを置いた。

　テーブルの上に肘ひじをつき、清せい潔けつな感じのする十本の指を組み合わせて、立てた二本の親指を両の目め頭がしらにキュッと押しつける。

　そうすると、親指の第一関かん節せつの長さが、ちょうど鼻のつけ根から目元までの彫ほりの深さと同じで、私は感心してしまった。

　うーん、美しいなあ・・・。

「俺は、少年サッカーのチームにいたんだが、それをやめてミカエリス家の次じ期き当とう主しゆ選せん抜ばつ教きよう練れんに参加した。理由は二つだ。一つは、推すい薦せんしてくれる人物がいたから。もう一つは、俺のチームには不正トトカルチョに手を染そめる選手が多くて、俺も誘さそわれ、そのままじゃ仲間になるしかないって状態だったから」

　そうか、大変だったんだね。

「次期当主選抜教練の中で、レオンハルトと知り合った。俺たちは全員、騎士団の総そう帥すいの印しるしの銀ぎん剣けんを争あらそい合っていたんだ。厳しい教練だったが、それに耐たえられる自分を、皆みんなが誇ほこりにしていた。レオンハルトとは、マラソン教練で肩を並べて走ったことがある。その時、レオンハルトは前日の教練で脇わき腹ばらに故こ障しようをかかえていて、見るからに具合が悪そうだったけれど、まったく屈くつしなかった。自分の苦く痛つうを無む視しして、ただひたすらゴールに向かっていくんだ。その情じよう熱ねつと精せい神しん力りよくに感動した。こいつが当主になったら、きっと騎士団は今よりいいものになるに違いないって思えたね。その時のレオンハルトの姿を見た仲間は皆、そう言っていた」

　へぇ、そんなに熱い鈴影さんって、ちょっと見てみたい。

　私の知ってる鈴影さんは、いつも静かで、おさまり返っていることが多いんだもの。

「だが教練の最中に、俺が元いたチームの不正トトカルチョが明るみに出たんだ。俺はそれに参加していなかったが、騎士団の規き定ていでは、それでもダメだ。何かの事件のついでに名前が出ることも許されない。俺は騎士候こう補ほ生せいの名めい簿ぼからはずされ、名前も名字も生年月日も記き録ろくから消された。ただ番号で呼ばれて、地ち中ちゆう海かいにある騎士団の所しよ有ゆう地ちシテール島で、一生を過すごすことを決められたんだ」

　うっ、非ひ人じん道どう的てきっ！

「それが騎士団創そう設せつ当時からの、規定だから」

　ああ、古い組織だもんねぇ。

　その当時は、人じん権けんなんて、なかったんだろうな、きっと。

　そういう規き律りつがそのままになってるって、問題多いよねぇ。

　鈴影さん、どう考えてるんだろう。

「だが俺は、どうしてもその運命を受け入れる気になれなかった。総帥になることをあきらめきれなかったんだ。ただ一つの方法は、シテールから脱だつ走そうし、ギリシアのデルポイにある『黄おう金ごんのダガー』を手にし、それで総帥を倒たおすことだった。俺は、島に移されてすぐ逃とう走そう計画をねり始め、やっと成功させた。デルポイに着いてから、レオンハルトが総帥の地位にいることを知ったが、もう引き返せなかった。その時俺は、レオンハルトの敵にまわることを選んだんだ」

　静かに、切せつ々せつと語るガルシアの美しい横顔を見つめながら、その時私は、ようやく気づいた。

　この間ガルシアが誰だれかに似ていると思ったのだけれど、それが誰だったのか、やっと思い当たったのだった。

　鈴影さんだった。

　顔の形や造つくりではなくて、たたえているその雰ふん囲い気きがそっくりだった。

　きっと、めざしているものが同じだからだ。

　だとすればガルシアも、もし総帥になれていたら、鈴影さんと同じような目標を掲かかげ、彼と同じような、ひたむきで悲ひ壮そうな人生を歩んでいたのだろうか。

　反対に、もし鈴影さんが騎士位を剝はく奪だつされていたら、やっぱりガルシアのように行動せざるを得えなかったのだろうか。

　そう考えると、ガルシアが急に、とても身近な人のように思えた。

「おまえには、全部を話した」

　言ってガルシアは、カタンと立ち上がり、黒こく紫し色しよくの瞳ひとみに野や獣じゆうのような激はげしい光を浮かべて、斜ななめに私を見た。

「裏うら切ぎるな」

　その迫はく力りよくに、私は思わずドキンとしながらも、ここで気け圧おされちゃいけないと思って、頑がん張ばって彼をにらみ返した。

「貴女ダアム候補生の名めい誉よにかけて、約束は守るわよ」

　するとガルシアは驚おどろいたように眉まゆを上げた。

「おまえが、今度のダァム？」

　私がうなずくと、彼はその目を急にやさしくして、クスッと笑った。

「レオンハルトは、よくわからん感性をしている」

　ほっ、ほっといてっ！
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　私は不ふ愉ゆ快かいに思いながらも、とにかく「挑ちよう戦せんの騎き士し」の正体を確かめ、彼と一時停てい戦せんの約束を交かわし合えたことで満足して、今度こそはきちんと薪まきを片づけ、部屋に戻って眠った。

　その真夜中、遠くで水音が聞こえたのだった。

　ピシャン、ピシャンって。

　私は、とにかく眠くて眠くて、はっきりと目を覚ますことができず、夢うつつの状態で聞いていたんだけれど、そのうちに音がどんどん大きくなってきて、ついに枕まくら元もとまでき、私の顔の上に何かがフワッとたれさがった。

　でも眠いものだから、私は手を伸のばして、それをどけてしまった。

　えーい、うるさいっ！

　それでも、何だかしつこくサワサワしているんで、ついには腕うでを振ふりまわしてぶってしまったような気もする。

　その後は、何の気配もしなくなって、私は朝までグッスリ安らかに眠った。

　でも、目が覚めたとたんに、あたりの異い常じように気づき、全身、真まっ青さおになってしまった。

　だって枕の脇わきからシーツ、絨じゆう毯たんのあたりがじっとり濡ぬれていたんだものっ！

　おまけに、おまけにっ!!

　長ぁい長ぁい金きん髪ぱつが一本、枕にからまるように落ちていたっ！

　確かテオドラ・グリムゼルは、金髪の魔ま女じよと呼ばれていたはずっ!!

　私が大だい悲ひ鳴めいを上げると、まっ先に飛びこんできたのは、やっぱりガルシアだった。

「どうしたっ!?」

　血けつ相そうを変えて駆かけつけてきてくれた彼に、私は、すがりつきたい思いで金髪をさし示しめし、昨日何かがやってきたらしいことを話した。

「だって寝る時は、こんなのちっともなかったんだもの。きっとテオドラだ。よみがえったテオドラが、ここに来たんだっ！」

　震ふるえ上がってそう言うとガルシアは、驚おどろいたように私を見つめた。

　あんまりマジマジ見るので、私は思わず、赤くなってしまったくらいだった。

　なっ、何よぉ・・・。

「もしかして、恐こわいのか？」

　まともに聞かれて、私は面くらった。

「あのねぇ・・・夜中に噂うわさの魔女が出てきて、顔のぞきこんだら、恐いに決まってるじゃないのよっ！」

　そう言うと、ガルシアはふっと笑った。

「そうか、恐いのか・・・かわいいんだな、女って」

　そんな彼は、とてもうれしそうで、初めて気がついたその事実に感かん激げきしている様子がありありと見えた。

　それで私は、もしやと思いつつも、聞かずにいられなかったのだった。

「ガルシア、あなた、今まで女の子とつきあったこと、ないの？」

　するとガルシアは、精せい悍かんに切れ上がったその目の縁ふちを、はっきりと赤らめた。

「騎士志し願がん者しやに、恋は必要ない」

　と言いつつ、ムリしている気け配はいがありありとっ！

　私は、ついつい笑ってしまった。

　やっぱり人には、得意も不得意もあるもんなのねぇ。

　もしかして鈴すず影かげさんも、恋にはこんなにウブなのかな、おっほっほ。

　今度試してみようかなあ、るんっ！

　そこに、やっと宏ひろしと冷れい泉せん寺じさんとがやってきた。

　私は、ガルシアのおかげで、それ以前よりずっと落ち着いて話すことができた。

「テオドラが出たみたい」

　そう言って金髪を指さすと、冷泉寺さんは恐おそれる様子もなく、ポケットから出したハンカチでそれを取り上げた。

「あとで成分を調べよう。魔女の髪なんて、めったに手に入らない貴き重ちような資料だ。実に興味深い」

　あまりにも淡たん々たんとしたその反応に、私は、びっくりした。

「恐くないの？」

　冷泉寺さんは、ちらっと私を見た。

「何が、どう恐いんだ？」

　うっ、だめだっ！

　理り屈くつで説明しなくちゃわからないなんて、恐がる資し格かくがないっ!!

　私の隣となりでガルシアが、ひっそり言った。

「こいつは、女じゃないな」

　うん、言えるかもしれない。

　宏が、片手で持ち上げた枕にボスッと拳こぶしをたたきつけ、くやしそうにこっちを見た。

「ここに来たってことは、この城の中のどこかに潜ひそんでるってことじゃん。引きずり出そうぜ！　レオンがやられる前に、こっちがやってやる!!」

　瞬しゆん間かん、私たちの後ろでカツンと足音がして、振り返ると光こう坂さか君が入ってきていた。

「皆みんな、どうしたの？」

　今起きたばかりといった感じで、ボウッとしている。

「テオドラが出やがったんだ」

　宏が、いまいましそうに枕を放り出した。

「これから引ひっ捕つかまえに行く。おまえ、大丈夫？　一いつ緒しよに動ける!?」

　光坂君はうなずいたけれど、その様子はとてもけだるげで、何だか熱っぽそうだった。

　私は、歩み寄よって腕を伸ばし、彼のくせのない金髪をかき分けて、その額ひたいに手を当ててみた。

　熱は、ないみたい。

「ほんとに大丈夫？」

　私が聞くと、彼は人なつっこくニッコリ微笑ほほえんだ。

「うんっ！」

　うっ、かわいいっ！

　光坂君を見ていると、私は時々、思ってしまう。

　こんなに素す直なおで、いたいけで愛らしい妹がほしいなって。

「考えたんだが」

　冷泉寺さんが言った。

「ここから脱だつ出しゆつするには、出口を捜さがすことだ。手分けして見つけよう」

　宏が目を丸くする。

「いいけどさ、そいつは、テオドラをやっつけてからで、よくね？」

　冷泉寺さんは、ニヤッと笑った。

「やっつけると簡単に言ってるが、おまえにそれができるのか」

　即そく座ざににらみ合う二人を、私が間に入って遠ざけた。

「やめなさいよ。取りあえず、テオドラの跡あとを追つい跡せきしてみよう。それで正体がわかるかもしれないし。もしダメだったら脱出方法を考えるってことで、どう？」

　ガルシアと宏がうなずき、冷泉寺さんはしかたなさそうに息をついた。

「じゃ、私はレオンに付き添そってる。そっちは、男が三人もいりゃ充じゆう分ぶんだろ」

　私は、うなずいた。

「まかせろよ。必ず引きずり出して、決着をつけてやるさ！」

　そう言った宏の隣りで、ガルシアが、その熱い目をギラッと底から輝かがやかせた。

「じゃあ、魔女狩がりに出発だ」
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　濡ぬれていた枕まくら、シーツ、絨じゆう毯たんの臭においを、まず宏ひろしが嗅かいだ。

「あの堀ほりの臭いだ」

　私は、ゾクッとした。

　だって堀の臭いがするということは、魔ま女じよは堀を通ってきたってことだもんね。

　うっ、不ぶ気き味みっ、怪かい奇きっ！

「こっちだ」

　臭いを嗅ぎながら後をつける宏の様子に、ガルシアは妙みような顔をしつつも、取りたてて何も聞いてこなかった。

　無口なのよねぇ。

　私は、変身について何か感づかれたら困るなと思ったんだけれど、よく考えたら私もガルシアの秘密を握にぎってるもんね、ふっふっふ。

　いざとなったら脅おどして切り抜ぬけようと考えなおして、心を落ち着けた。

「でも、ほんとにこの城の中にいるの？」

　宏の後を歩きながら光こう坂さか君が首をかしげた。

「だって昨日、掃そう除じした時に全部の部屋を見たと思ったけれど、そんな形けい跡せきはなかったよ」

　あら、そういえばそうよね。

「いないのかな」

　私が言うと、宏が鼻をクンクンさせながら答えた。

「あの時は、どっかに隠かくれてたに決まってるじゃないか。煙けむりみたいになってさ」

　光坂君が、ため息をついて私を見た。

「高たか天まさんの頭の中って、ディズニーランドの魔ま女じよの絵が出てるんだよ、きっと」

　私は、くすっと笑ってしまった。

　ありうる！

　宏が、ムッとしたように、こっちを向いて言った。

「何コソコソ言ってんだ、来いよ」

　そうして臭いを嗅ぎながら宏がたどり着いた所は、廊ろう下かの突つき当たりの一枚の扉とびらの前だった。

「ここで消えてる。きっと、この中に入っていったんだ」

　それは、大きな緑色の扉とびらだった。

　宏がノブをつかんでガチャガチャまわしたけれど、鍵かぎがかかっているらしくて開かなかった。

「ちっきしょう！」

　私は、台所の壁に太い鍵かぎ束たばがかかっていたことを思い出して言った。

「確か、台所に鍵の束があったはず」

　ガルシアが身をひるがえして走っていって、すぐに取ってきてくれた。

　ところが、ところがあっ！

　十数個あるその鍵の中のどれも、この鍵穴には合わなかった。

「くっそ！」

　宏がいらただしげに言って、ガンと扉をけっとばした。

　その瞬しゆん間かん、扉の下の部分が、ヒラッと揺ゆれたのだった。

　へっ!?

　しゃがみこんでよく見ると、その扉の下部には、扉と同じ材質で、しかも木目を合わせた長方形の板が取りつけられていて、それが蓋ふたみたいにユラユラ揺れていた。

　私は、手を伸のばしてその板をめくってみた。

　すると、向こうに、その板より少し小さな穴が現れたのだった。

「何かな？」

　首をかしげていると、宏がその穴に顔を近づけた。

「生なま臭ぐさいな」

　瞬間、ガルシアが脇わきから手を伸ばし、私の手首をつかみ上げた。

「鱗うろこだ」

　えっ!?

　びっくりして自分の手を見ると、指の間に確かに、一枚の鱗がはさまっていた。

「さっき、板をめくった時、指についたんだ」

　うっ、目がいいっ！

「ちょっと貸せ」

　ガルシアが言って鱗を取り上げ、窓から入りこむ光にかざした。

「変な形だ。今まで見たことがない」

　それは、かなり大きな鱗で、しかも先が二枚に分かれて重なっていた。

　ううっ、何か不ぶ気き味み。

「普ふ通つうの魚じゃないな」

　そう言いながら彼は、その鱗を私に差し出した。

「返す」

　いっ、いらないっ！

「捨ててよ」

　私が言うと、宏がすっとそれを取り上げ、シャツの胸ポケットに入れた。

「あずかっとくよ。冷れい泉せん寺じが喜ぶかもしんない」

　あら、やさしい。

　へえ、宏もずいぶん紳しん士し的てきになったよねえ。

　そう思って私が感心して見ていると、宏はそれに気づいて、ちょっと気き恥はずかしそうに顔をそむけ、話をそらせた。

「この穴のサイズ、形から見て、きっと猫ねこ用の出入り口だぜ」

　とたん、光坂君がめずらしくムッとしたように、目を光らせて言い返した。

「野の良ら犬いぬ用だろ」

　その口調には、トゲがあり、私はびっくりした。

　だって、いつもおとなしいのに。

　宏は、聞き捨てにできないといった表情で、光坂君に向きなおって口を開いた。

「俺は、犬じゃないぜ。狼おおかみだ」

　瞬間、光坂君が、一気に宏に飛びかかったのだった。

　二人は、後ろにすっ飛ぶように倒たおれてもつれ合い、たちまち始まる大だい乱らん闘とうっ！

　信じられないことに、あの光坂君が拳こぶしを上げて、宏を殴なぐりつけていた。

「ちょっ、ちょっと待て、アキ！　何だよ、いきなり」

　宏は大声で叫さけんでいたけれど、次々と殴られてしまって、ついに頭にきたらしく、自分も拳を固めて応おう戦せん態たい勢せいっ！

「どうする？　しばらくやらせるか？」

　ガルシアが声をかけてくれたけれど、私は、呆ぼう然ぜんとしてしまっていた。

　だって・・・考えられない！

　大した理由もないのに、いきなりのこの殴り合いって、何なのっ!?

　その時、殴り倒した宏の上に馬乗りになっていた光坂君が、片手で宏の喉のどを押さえながらもう一方の手を自分のジーンズの後ろポケットに突っこみ、そこからポケットナイフを出して、口にくわえてパチンと広げたのだった。

　宏は目を見開き、光坂君はナイフを握にぎりしめ、ガルシアの黒い体がザッと動いた。

　直後、私の頰ほおの近くを突っ切って、何かが空くうを飛んだ。

　振ふり上げられた光坂君の手に当たって、そのナイフをすっ飛ばし、一いつ緒しよに床に落ちたそれは、鈴すず影かげさんの銀ぎん剣けんだった。

　ガルシアが体当たりするように光坂君を抱きしめ、両脇から差し入れた腕うでを彼の後こう頭とう部ぶにまわして、はがいじめにする。

「大丈夫か」

　息を吞のんで振り返ると、そこに鈴影さんが来ていた。

「二人とも、ケガは？」

　冷泉寺さんに付き添そわれながら、静かにこっちに歩み寄よってくる。

　包ほう帯たいのかかった裸はだかの肩の上に、艶つややかな髪を広げ、少し陰かげのある涼すずしい瞳ひとみでまっすぐこっちを見つめるその様子が、とても鈴影さんらしかった。

「どうした、光坂」

　そう言って鈴影さんは、光坂君のそばにひざまずき、彼を見つめた。

　その間に冷泉寺さんが、光坂君のナイフと、鈴影さんの銀剣を拾い上げる。

　いつも美しい光を放っているその刀とう身しんは、今、炭すみのように黒く変わっていた。

「真まっ黒だぜ。魔まに触ふれたんだ」

　私は、目を見開いた。

　だって、銀剣は光坂君の手に当たったんだもの。

　それで黒くなったってことは・・・光坂君が、魔っ!?

　信じられない思いで息を吞む私の前で、鈴影さんはしばらくの間、光坂君を見つめていたけれど、やがてその眼まな差ざしをすっと上げ、光坂君をはがいじめにしているガルシアを見た。

「眠らせろ」

　光坂君がビクッと体を震ふるわせるのと、ガルシアが彼を押さえていた右腕をほどいて、その肘ひじを彼の脇腹に突っこむのが同時だった。

　光坂君は一いつ瞬しゆんあえぎ、それからふうっと意識を失うしない、ガルシアの腕の中にぐったりと身を横たえた。

「どうするんだ？」

　ガルシアが聞くと、鈴影さんは顔をしかめて立ち上がった。

「憑ひよう依いされているんだ。それを取とり除のぞく。連れてきてくれ」

　すぐ冷泉寺さんが腕を伸ばし、その鈴影さんの体をそっと支える。

「痛むだろ、意い地じっぱり。人の言うことを聞かないからだ。まだ無理だって言ったのに」

　冷泉寺さんの言葉に、鈴影さんは笑っただけで答えず、そんな二人は結けつ構こう、お似合いに見えた。

　それで私は、何だかすっと寂さびしい気持ちになってしまったのだった。

　少し、ほんのわずかになんだけれど、胸が痛かった。

　そんな自分が理り解かいできずに、私は、とまどいながら彼らについていった。

　鈴影さんは、自分の寝ていた部屋に光坂君を運びこませると、冷泉寺さん一人を自分のそばに残して、私たちを部屋の外に出した。

　廊下で待っていると、やがて光坂君の苦しげな声が響ひびき出し、私は、鈴影さんが前に同じ儀ぎ式しきをやったことを、思い出した。

　あれは、火か狩がりさんの時だった。

　テーブルにうつぶせに寝かせて、服を脱ぬがせ、背中に血で星形を描いて、そのとがりの一つ一つに十字を切り、キスしたのよ。

　夏の日焼けを残した筋きん肉にく質しつの火狩さんの背に、鈴影さんの長い髪がこぼれ落ち、その美しい唇くちびるが触れていく様子は、とっても色っぽくて、私はドキンドキンが止まらなくなって、外につまみ出されてしまったのだった。

「つらそうだな」

　宏が言って、廊ろう下かのソファにドサッと腰こしをおろし、開いた両りよう脚あしの上に両肘を立てて、いらただしげに指を組み、顔をうずめた。

「アキのヤツ、華きや奢しやだから。・・・レオンとガチでやって、体もつかな。ボロボロになっちまわないといいけど」

　瞬間、ひときわ高い光坂君のあえぎ声が聞こえて、宏はビクッと肩を震ふるわせ、それから片手で顔をおおって、ソファの背もたれに身をあずけた。

「たまんねぇ・・・自分がされてる方がましだ」

　宏には、昔から妙みようにやさしいところがある。

　夏休みの課題の昆こん虫ちゆう採さい集しゆうで、虫を捕つかまえるところまでは得意なんだけれど、注ちゆう射しやをして殺ころして標ひよう本ほんにする段になると、どうしてもできないんだ。

「宏って、時々やさしいね」

　私が言うと、彼は顔をおおった手の下で、わずかに赤くなった。

「うるせーや」

　くっふっふ。

　やがて、扉が開いて冷泉寺さんが現れ、私たちの目の前にコップを差し出して言った。

「憑依していたのは、これだ」

　中には、少しだけ水が入っていた。

　え、これぇ？

　私が不思議そうにしていると、宏が興味深そうにコップに近寄り、直後に飛びのいた。

「くせっ！　これ、堀ほりの水じゃないか」

　冷泉寺さんは、うなずいた。

「昨日溺おぼれた時に、光坂の体に入ったんだろ。ガルシア、おまえは飲んでないか？」

「ない」

　あっさり彼が答えると、冷泉寺さんは、ほっと息をついた。

「よかった。レオンの話じゃ、強い力を持つ魔は、水や空気に触ふれて、それに自分の魔力を注そそぎこむことができるそうだ。ちなみに、そういう水のことを魔ま水すいといい、そういう空間のことを魔空間というらしい。はん、相も変わらず論ろん理り的てきじゃないな」

　そう言いながら冷泉寺さんは、コップの中の水をピシャピシャッと揺ゆらしたかと思うと、一気にそれを飲んでしまった。

　わっ！

「やめろっ！」

　宏が真まっ青さおになって飛びついたけれど、すでに遅く、彼女はニヤッと笑って、冷ややかなカーブを描いたその唇をクイッとぬぐった。

「レオンが祝しゆく禱とうした後だから、害がいはない」

　私は、ほっと息をついた。

　でも、だからって何も、飲まなくてもねえ。

　きっと魔物を、これっぽっちも信じてないんだ、強いなぁ。

「アキは、どう？」

　宏が聞くと、冷泉寺さんは、ちょっと眉まゆ根ねを寄せた。

「あいつは元気になってる。だが、レオンがひどい。ケガしてる体で、やったからな」

　私は、心配になって言った。

「入ってもいい？」

　鈴影さんのそばに行きたかった。

　冷泉寺さんは、ふっと私を見、それから少し哀かなしそうに笑ってドアを開けてくれた。

「どうぞ」

　そんな彼女を、私は気にしながら、中に足を踏ふみ入れた。

　その時だった。

　ガタンと部屋の窓が揺れたかと思うと、直後、それが一気に割れて、砕くだけたガラスとともに、折れた大きな枝が部屋の中に突っこんできたのだった。

　わっ！

　とっさにベッドから身を起こした鈴影さんが、窓際のテーブルの上で服を着ていた光坂君に飛びついて、胸の中にかき抱いだいた。

　その背中に向かって、突とつ風ぷうのようにガラスの破は片へんが吹きつけ、枝が飛んで、冷泉寺さんが悲ひ鳴めいを上げた。

「レオンっ！」

　鈴影さんは、光坂君を自分の体でかばいながら片腕を上げ、脇の下の革かわのホルスターから銀剣を抜くと、鞘さやごとこっちに放った。

「窓に、立てろっ！」

　ガルシアがパシンとそれを受け止め、ガラスの間を矢のように走って、窓辺でそれを引き抜いた。

　見る見る黒色に染そまっていくその刀身を、ガルシアは、全身の力をこめて窓まど枠わくに突き立て、瞬間、ピタリと風がやんだ。

　空に浮いていたたくさんのガラスの破片は、シャラシャラとはかない音を立てて床に落ち始め、皆みながいっせいに、大きな息をついた。

「こいつが突き刺ささっていたら、危なかった」

　ガルシアが、ひときわ大きな木の枝を足でグイッと踏ふみながら、腕を上げて額ひたいの汗をぬぐった。

「レオンハルト、おまえ、意識して避よけたのか、それとも運がいいのか」

　鈴影さんは、ちょっと笑った。

「さあ、どっちかな」

　切れたその頰から血がしたたって、鈴影さんの胸の中から顔を上げた光坂君の額にポツンポツンと落ちた。

「レオンさん、ひどい傷きずだ。ごめん」

　光坂君の金色の髪の上に、鈴影さんは手を置いて、くちゃっとかきまわした。

「私をねらったんだ。おまえは巻きこまれただけだよ、気にするな」

　そう言いながら微笑ほほえんだその表情の、美しかったこと！

　そんなにもやさしく、あたたかく、人を包みこむような微び笑しようを、私は今まで一度も見たことがなかった。

　その時私は、鈴影さんのすごさを、また一つ見つけたような気がしたのだった。

　だって鈴影さんは、一人で逃げようと思えば、充じゆう分ぶん逃げられたんだもの。

　だけど光坂君を助けようとしたから、ああなってしまったんだ。

　それでもこんなふうに笑えるってことは、たとえ自分がどんなに傷ついても、自分より弱い人間をかばうことで、満足できるってことだ。

　そういうふうに思うことのできる心は、なんて強いんだろう。

　そういう精せい神しんは、何て純じゆん度どが高いんだろう。

　私だったら、とてもそんなふうにはできない。

　そう思うと、私は、鈴影さんを尊そん敬けいせずにいられない気がした。

　彼が、私よりずっと高い所にいる人のように思えたんだ。

「じゃ、そろそろガラスを抜かせてくれよ」

　冷泉寺さんが言って、めちゃくちゃになった部屋の中を振り返った。

「これじゃ、とても使えやしないな。隣となりに移ろう」

　ガルシアが窓辺から銀剣を抜いて鈴影さんのホルスターに納おさめ、宏と一緒になってベッドを移した。

　冷泉寺さんが鈴影さんを支えてそのベッドに寝かせ、いつものアタッシュケースを取り上げる。

「夢ゆめ美み、お湯頼たのむ」

　そう言われて私は、準備のために急いで部屋を出て行こうとした。

「他の連中は、あの部屋の片づけだ。さっさと行け」

　それで皆が私に続いてゾロゾロと出てきた。

　その時、背はい後ごで鈴影さんの静かな声が響いたのだった。

「ガルシア」

　ガルシアは、ふっと振り返った。

「君は確か、シテール島にいるはずだ」

　ギラッとガルシアの目が光り、その体中が一気に殺さつ気きだって、彼は服の上から「黄おう金ごんのダガー」を握りしめた。

　私は、コクンと息を吞む。

　そう言えば、二人は、これが初対面。

　たちまち緊きん張ちようする空気の中で、鈴影さんは片肘をついて身を起こし、威い圧あつ的てきな輝かがやきを浮かべた目で、射い止とめるようにガルシアを見た。

「私に話がありそうだな。聞こう。ここに残れ。冷泉寺、ドアを閉しめろ」

　私たちの前にバタンとドアが閉められ、何も見えなくなった。

　私は、中の様子に聞き耳をたてたい気分だったけれど、でも、私たちが出ていくことが鈴影さんの望みなんだと考えると、聞けなかった。

　それで急いで台所に行って、お湯を沸わかしたんだ。

　鈴影さんが早く治なおるように願いながら。

　それを持っていくと、ドアのところに冷泉寺さんが出てきて受けとった。

「レオンが、自分と一緒に来た警けい護ごの騎士たちのことを気にしてる。姿、見た？」

　私は、首を横に振った。

「この城の中には、私たち以外、誰だれもいないみたいよ」

　冷泉寺さんはわかったといったように軽くうなずいて、ドアを閉めた。

　中の様子を心配しながら、私は隣りで掃そう除じをしている宏たちのところに行った。

　ガルシアは、まだ中にいるらしくて、宏と光坂君だけだった。

「ここ終わったらさ」

　私を見た宏が、ガラスを集めながら言った。

「さっきの扉とびらの奥、確かめに行こうぜ。レオンのことは、レオンに任まかせて、俺たちはあの扉を開けて、テオドラの正体をはっきりさせるんだ」

　隣りで光坂君が、強くうなずいた。

　もちろん、私も！
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　宏ひろしが、扉とびらを壊こわす物を取りに行き、私と光こう坂さか君は、先に扉の所まで行って待っていた。

　光坂君は、両手をジーンズのポケットに突つっこみ、脇わきの壁に寄よりかかって、天てん井じようを仰あおいでいたけれど、やがてポツンと言った。

「僕ね・・・この頃、変な気持ちなんだ、高たか天まさんに対して」

　私が彼を見ると、彼もちょっとこっちを向き、硬かたい表情で、取ってつけたように笑った。

「僕は、高天さんにずっとあこがれてたし、それは今も変わらないんだけれど、この頃もっと複ふく雑ざつなんだ。どんなことをしてても、僕は高天さんよりうまくできないのかもしれないって思ってしまってオチこんだり、そんなことはない、今に必ず追い越こしてやるって気になって、やたらと反発したりする。それで反発したことでまたオチこんで・・・とにかく前みたいに、ただあこがれてだけいられないんだ。昨日、堀ほりを上るのに失しつ敗ぱいしただろ。最初に落ちた時すぐに、高天さんだったらもっとうまくやったかもしれないって思った。そしたら、負けたくないって気持ちがわいてきて、できるまでやらずにいられなかったんだ。でも、結局ダメだったろ。それですごく憂ゆう鬱うつになっていたら、そんな僕の心のそばにスッと誰だれかが寄ってきて、慰なぐさめてくれたんだ。僕の心を支し持じしてくれた。僕は悪くないんだけれど、高天さんが特別だから、いけないんだって。高天さんみたいな人と一いつ緒しよにいたら、誰だってオチこんでしまうって。そして、高天さんさえいなくなれば、もうそんなに悩まなくてすむって言ったんだよ。そのとたんに僕は、ふらっとその気になったんだ。レオンさんは、魔まの憑ひよう依いだって言ってたけれど、それだけじゃない。僕の心の中にも確かに、そう望むところがあったんだ。どうしてなんだろう。ねぇ夢ゆめ美み、なぜだと思う？　なぜ僕は、前のようにあこがれだけを持って、高天さんを見つめていられないんだろう」

　途と方ほうにくれたようにこっちを見つめた光坂君が、痛いた々いたしかった。

　私は、彼をギュッと抱きしめてやりたいような気持ちで言った。

「それはたぶん、光坂君の心が成長してるからだと思うな。自分をもっと大きくするために、あこがれの対たい象しようである宏と自分との距離を縮めようとして、心が、あなたをそんなふうに駆かりたてるんだよ。今回は、たまたま魔の力が動いたから悪い方向に行ってしまったけれど、それさえなければ、そういう心の動きは大切だと思う。人間は皆みんな、初めは誰かにあこがれて、それからその人に近づこうとして自分を成長させていくんだから。ただあこがれてるだけだったら、そりゃ穏おだやかだろうけれども、何の進歩もないじゃない？　今の状態の方がずっといいよ。苦しいかもしれないけれど、頑がん張ばってやり抜ぬいていけば、きっともっと素す敵てきな人になれるから」

　いっぱい励はげましてやりたくて、私は声に力を入れながら、まっすぐ光坂君を見つめた。

　すると彼は、くすっと笑った。

「もしそうなったら、夢美は僕を好きになってくれる？」

　繊せん細さいで瑞みず々みずしい感じのその瞳ひとみの中に、いたずらっぽい光がきらめいて、私は思わず、ドキンッ！

「あっ！」

　たちまち光坂君は身をよじって床に倒たおれ、固く目をつぶり、身もだえしながら大変身っ!!

「ああ・・・」

　きつく眉まゆ根ねを寄せ、ビクンビクンと背中を痙けい攣れんさせながら変わっていく。

　うっ、苦しそう！

　そうして、すっかりエメラルド色の美しい猫ねこになると、光坂君は、不ふ服ふくそうに叫さけんだ。

「夢美、ひどいよっ！　いつもこれだっ!!」

　そのとたん、

「何してたんだよ！」

　背中で怒おこったような声をかけられたら、やっぱり私は心しん臓ぞうがドキッ！

「うわっ！」

　振ふり返れば、宏が、手に持った斧おのを床に落として大変化っ!!

「バカやろう、戻せっ！」

　叫んで宏は、ガウッと私に飛びかかり、私はあせって彼を変えた。

「服っ！」

　とっさに近くのドアに飛びこんで逃げていた光坂君が、宏の部屋に走って行って服をかかえて戻ってきた。

　それで私たちはやっと、元の状態に返れたんだ、ふうっ。

「二度とやるなよ」

　宏は、私をにらんだけれど、私だって好きでしてんじゃない。

「夢美のせいじゃないよ」

　光坂君が言うと、宏はムッとしたようにその目を光らせた。

「これからテオドラの正体を確かめに行こうっていう時に、おまえら何してたんだよ。所構かまわずイチャつくんじゃねーっ！」

　たたきつけるように言われて、ちょっと胸が痛かった。

　そんなつもりじゃなかったんだけれどな。

　光坂君は、きゅっと唇くちびるをかんで、視線を伏せ、黙だまっている。

　私も、言い訳するだけの言葉が見つからなくて、口をつぐんでいた。

　そんな私たちに、宏は、いまいましそうに背を向けると、斧を握にぎりなおし、それを一気に扉へとたたきつけた。

　大きな音が、私たちを責せめてるみたいに聞こえて、私はちょっと苦しかった。

　何回目かで、ノブが音を立てて壊れ、ガクンと扉がひずんだ。

　宏が手を伸のばして押すと、それはにぶい音を立てて開き、彼はこっちを振り返った。

「入るぞ」

　その瞳の中にチラッと、気づかうような光が見えた。

「早く来いよ。行っちまうぜ、ほら」

　そう言って大きく扉を開けながら、しきりに私の目をのぞきこむ。

　言いすぎたさっきの言葉を、何とか取り戻そうとしていらだっているのが、はっきりわかった。

「早く」

　私は、ちょっと笑って光坂君を見た。

「行こ」

　光坂君にもそれがわかったらしく、彼はこっそり私の耳にささやいた。

「高天さんって、やっぱりシャイだね」

　瞬しゆん間かん、宏が赤くなって叫んだ。

「アキ、早く来いっ！」

　光坂君は、ますます笑いながら片目をつぶり、宏はますますワンパク坊ぼう主ずみたいに怒って、そんな二人は、まるで年ねん齢れいが逆ぎやく転てんしたみたいだった。

　人間は、時々は子供で、そして時々は大人なのかもしれない。

「濡ぬれてるよ、気をつけて」

　光坂君に言われながらその扉を入ると、中は、不思議な部屋だった。

「なんだ、この部屋はっ!?」

　大きさは、十じゆう畳じようほどで、床はタイル。

　入り口から部屋の半なかばまでは、ゆるいスロープになっていて、そこから先は、プールみたいに水がたまっている。

　その突き当たりの壁には、一メートルほどの幅はばの水すい路ろがあって、どこかに続いていた。

「何の部屋なんだろ」

　そう言った宏の脇で、光坂君がタイルの床の片かた隅すみを見た。

「何か飼かってたみたいだね」

　そこには、荒あら々あらしく食いちぎられた魚が半分、転ころがっていたのだった。

　これって・・・餌えさ？

「もし飼ってたとしたら、大きいものだよ。これだけの広さの水すい槽そうだもの」

　宏が、魚のそばまで行って、拾い上げ、ちょっとうなった。

「すげえ歯の跡あと！　サメとか、ピラニアなんかかな」

　私はゾクゾクしながら、静まり返ったその水面を見つめた。

　水は深い緑色をしていて、中は少しも見えない。

　テオドラは、ここを通って来たんだろうか。

　そう思いながら見ていて、何かが水面に浮かんでいるのを見つけた。

「あれ、何だろ？」

　私が指さすと、宏が手に持っていた魚を捨て、ジャブジャブと水に入っていって、それを拾い上げた。

「服の、破やぶれたのみたいだぜ。あ、このあたりに何かある」

　そう言いながら足の指で、何かをつかんで持ち上げる。

　それは・・・骨だった。

「何の骨だろ。たくさんあるぜ」

　それを持ってきて、私に渡し、また引き返していった。

　私は気味悪く思いながら、片手に布、片手に骨を持って立っていたけれど、やがてはっと気づいて、その布を見た。

　それは小集ロ会ツ所ジにいた騎き士したちの、制服の切きれ端はしだったんだ。

　ってことは・・・。

　鈴すず影かげさんが心配していたことを思い出しながら、私は、自分の持っている骨に目をやり、すぐそばに転がっている食いちぎられた魚を見て、ゾッとした。

「こんなのも、あった」

　宏が、水の底から頭ず蓋がい骨こつを引き上げる。

　私は悲ひ鳴めいを上げ、手に持っていたものを放り出してしまった。

「つまり騎士たちは、全ぜん滅めつしたってことだよね」

　光坂君がつぶやく。

「これって、テオドラの仕し業わざなのかな」

　だとしたら、許さん、テオドラっ！

「この水路、どこに続いてるんだろ」

　光坂君の言葉に、宏が憂鬱そうに顔をしかめた。

「堀の水と同じ臭においだから、たぶん、堀につながってるんだ」

　その言葉にぶつけるように、光坂君が叫ぶ。

「堀以外の所にも続いている可か能のう性せいがあるよ。そしたら、ここから外に出られると思わない？」

　私と宏は、息を吞のんで光坂君を振り返った。

　外に出られる！

　その可能性が、雷かみなりのように私たちの心を打った。

「そうだ！　もし続いているとすれば、外に出られる!!」

　震ふるえるような声で宏が言うと、光坂君は強くうなずいた。

「僕、もぐっていって確めてくるよ」

　私は、びっくりし、大声で止めた。

「危ないから。この布、鈴影さんを護ご衛えいしてた騎士たちの制服よ。きっとテオドラに襲おそわれたんだと思う。あの水路の方にいるかもしれないじゃない」

　光坂君は、心配ないといったように微笑ほほえんだ。

「ロープを結んでいくよ。もし何かあったら合図するから、すぐ引いてくれれば、きっと大丈夫だ」

「よし！」

　宏が言って、すぐロープを取ってきた。

　光坂君はシャツを脱ぬぎ捨てると、半はん裸らのウエストにそれをキュッと巻きつけ、ピンピンと引っぱった。

「オッケイ。じゃ、行ってくる。今度こそ、失敗しないよ」

　元気よく言って彼は、水位が胸ぐらいになるまでスロープを歩いておりていき、そこから一気に水にもぐった。

　その息が、泡あわになって次々と緑の水の上に浮かび出てくるのを、私は不安な気持ちで見ていた。

「ほんとに大丈夫なの？」

　私が聞くと、宏は、床に置かれているロープがゆっくりと水中に引きこまれていくのを見ながら、小さなため息をついた。

「わかんねえよ。ただ、アキは昨日の失敗を取り返したくて、必死なんだ。今日、俺を襲おそったことも、レオンにかばわれたことも、全部、引け目に感じてる。だから少しは危険でも、何かにチャレンジさせて挽ばん回かいさせてやらないと、かわいそうだ。立場がねーよ。これは、男としての面子メンツの問題だからな」

　へえ、結けつ構こう気を使ってるんだ。

　そう思った。

　宏って、不思議。

　すっごく元気で屈くつ託たくなくて、単たん純じゆんで短気で、何も考えてないみたいに見えるんだけれど、意外なところでちゃんと人を見てる。

　それで、よく考えている。

　宏のそんな面にぶつかるたびに、私は思ってしまう。

　宏は、私が想像してる以上に器うつわの大きな人間なのかもしれないって。

　私は、まだまだ宏の全部を見てないのかもね。

　その時、突とつ然ぜん、ロープが一気に引っぱられ、走り出すように水の中へと引きこまれ始めた。

　わっ！

　宏がとっさに飛びついて、それを押さえたけれど、ロープの勢いきおいはすごくて、宏はそのままズズッと水の中に引きずりこまれそうになった。

　私はあせって、宏にしがみつき、めいっぱい頑張って引き上げようとした。

「おかしい！　何かいるぞっ!!」

　宏が体中を振りしぼるようにして叫びながらロープを引っぱり、私は息をつめた。

　何かって、何？

　何がいるのっ!?

　その瞬間、ふっと引く力が途と切ぎれ、反はん動どうで私と宏とは後ろによろけ、折り重なって床に倒れてしまった。

「くっそ！」

　宏が叫んで、飛びのくように体を起こし、手早くロープをたぐり寄せた。

　それは、あっさり上がってきた。

　でも、その端は、何かに食いちぎられたようにブッツリ切れていて、光坂君の姿はなかったのだった。

　目を見開く私の前で、水路の方から赤いカーテンのような物が流れこんできて、プールの水と入り混じった。

　宏が、かすれた声で言った。

「血だ・・・」

　私は、体中が冷たくなるような気がした。

　何があったのっ!?

　光坂君は、どうなったの!?

「ちっきしょう！」

　宏が、たまりかねたように叫んで水に飛びこもうとし、私は、はっと我われに返って、後ろからあわててその体に飛びつき、引きずられながらも必死で止めた。

「放せっ！」

　宏は目をむいて私をにらんだけれど、放せないよ、当たり前でしょっ！

　危なすぎるっ!!

「落ち着いて！」
















「落ち着くぅっ!?」

　カッと見開かれたその目の中には、激はげしいいらだちがあった。

「アキを行かせたのは俺だ。助けなきゃならないっ！」

「落ち着いてっ！」

　私は、大声でくり返した。

「落ち着いて。今飛びこんでいって、あなたまで同じことになったら、どうするのっ!?　すぐ鈴影さんに報ほう告こくするから。もぐるのなら、その後でガルシアと一緒に行った方がいい。それでも二分とは余よ分ぶんにかからないから。宏、お願いっ！」

　宏は、くやしそうにぐっと奥歯をかみしめて踏ふみとどまり、すぐ身をひるがえして飛び出していった。

　私も、夢中でその後を追いかけ、鈴影さんの部屋へと駆け上がったのだった。

「レオン、アキがやられたっ！」

　鈴影さんは、はじかれたようにベッドから身を起こした。

　ところが宏は激げき情じようしすぎていて、声も体もブルブル震えてしまって、うまく説明することができなかった。

　それで、代わって私が話した。

　ああ宏は、こんなにも光坂君を心配してるんだって思えて、少し感激しながら。

　ついでに警護の騎士たちの服の切れ端が、水路に浮かんでいたことも報告した。

「わかった」

　鈴影さんは、痛々しいほど青ざめて見えた。

「とにかく光坂を捜さがそう。ガルシア、君は高天と一緒にその水路にもぐれ。冷れい泉せん寺じ、一緒に来い。同じ臭いがするという堀を当たってみよう」

　それで私たちは二ふた手てに分かれ、光坂君の捜そう索さくに向かったのだった。











[image: ]









　私は、ロープで体を結んで水中にもぐる宏ひろしとガルシアの手伝いをした。

　二人がウエストにロープを結んでいる間に、私はガルシアにこっそり聞いてみた。

「ねぇガルシア、鈴すず影かげさんとの話は、どうなったの？」

　ガルシアは、その大きな手で宏のウエストのロープを結んでから、私の耳にささやいた。

「テオドラを片づけるまで、おあずけだ」

　ああ、よかった。

「じゃ、あなたが『挑ちよう戦せんの騎き士し』だってこと、皆みんなに話しておいてよね」

　私がそう言うと、ガルシアは大きくうなずいた。

「わかった」

　宏のいらだったような声が聞こえる。

「何コソコソしてんだよ」

　ガルシアは、宏のロープを点検し、その肩をバンとたたいた。

「オッケイ、行くぞ」

　宏が空くうに身を躍おどらせるようにして飛びこみ、ガルシアは、「黄おう金ごんのダガー」を口にくわえて、それに続いた。

　水面は、一いつ瞬しゆん大きく揺ゆらいで二人を吞のみこみ、再び静かになっていく。

　私は、不安な思いでそれを見つめた。

　どうか、光こう坂さか君を見つけてきて！

　祈いのるような気持ちで待つこと、三、四分。

　やがて二人が、プハッと水から顔を出した。

「中には、何もない。アキもいない。水すい路ろは、途と中ちゆうで行き止まりになってる」

　私は、息を吞んだ。

　行き止まりっ!?

　そんなことって・・・。

「じゃあ光坂君は、どこに行ってしまったのっ!?」

　私が叫さけぶと、宏が両手をタイルの縁ふちにたたきつけた。

「わかんねえよっ！」

　ハアハアと肩で荒あらい息をくり返す宏の目にも、ひと息も乱みだしていないガルシアの目にも、緊きん迫ぱくした気け配はいがギラギラしていた。

　私は、ぎゅっと両手を握にぎりしめた。

　どうしよう、どうすればいいの!?

　その時だった。

　城の外の方から、冷れい泉せん寺じさんの大声が聞こえたのだった。

「見つけたぜっ！　ガルシア、来てくれ!!」

　私たちは猛もう然ぜんと走って、冷泉寺さんの所に駆かけつけた。

　それは城側の堀ほりの一部で、緑の水草の間にからまるように、光坂君の白い顔が浮かんでいるのが見えた。

「生きてるのっ!?」

　私の叫びに、冷泉寺さんはあっさり答えた。

「わからん」

　ガルシアがすぐ飛びこんでいって、光坂君をすくい上げてきた。

「ここに寝かせろ」

　冷泉寺さんが言うと、ガルシアは軽く首を横に振ふった。

「背中の傷きずがひどい」

　傷!?

　ケガをしてるの!?

「ベッドの方が、土が入らなくていいと思う」

　冷泉寺さんは、わかったといったようにうなずき、親指で城をさした。

「じゃ連れてってくれ」

　ガルシアはうなずき、くるっと城の方に向きを変えた。

　瞬しゆん間かん、その肩にかつがれていた光坂君の背中が見えて、私はゾクッとした。

　その背中は、大きくえぐられて骨が見えていたのだった。

「ひでぇ・・・」

　さすがの宏も、青ざめて言った。

「食いちぎられたみたいだな。やっぱり、何かいるんだ、サメとか」

　冷泉寺さんが、ジロッと宏を見た。

「ここは淡たん水すいだ。サメは海水魚だ。住めん」

　宏は、すかさず言い返した。

「じゃあ、ピラニアだ！」

　冷泉寺さんは、カッとしたように叫んだ。

「ピラニアは、熱ねつ帯たい魚ぎよだ！　ドイツに住めるか、バカ狼おおかみ！」

　それで二人が、一気ににらみ合ったその時、光坂君のジーンズのベルトレスラインで、キラッと何かが光った。

　驚おどろいて、手を伸のばして取ってみると、それは・・・それはっ！

　長い金きん髪ぱつだった!!

　私は、大だい悲ひ鳴めいを上げて振り払はらい、とっさに冷泉寺さんが手を出して、それを受け止めた。

「今け朝さのと同じだな」

　その時、光坂君が意識を取り戻し、震ふるえるような息の下から言ったのだった。

「僕、見た・・・いたよ、テオドラだ！」

　う！
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　すぐに昏こん睡すい状態に入ってしまった光こう坂さか君の手当てに、冷れい泉せん寺じさんはずいぶん時間をかけた。

　鈴すず影かげさんと違って、体力がなさそうだから気を使ったんだって。

　それから堀ほりの水を飲んでいるかもしれないというので、鈴影さんが憑ひよう依いを解といた。

　その間に私は、宏ひろしとガルシアに夕食の材料を集めてくるように言い、それで料理を作った。

　やっぱりきちんと食べないと、体がもたないもの。

　私の取とり得えは、これだけだから、頑がん張ばらないと。

　一人でせっせと切ったり、焼いたり、煮にたりしていると、そこに冷泉寺さんがやってきて、大きな息をつきながら椅い子すに座り、木のテーブルに上半身を投げ出すようにうつぶせになった。

「疲つかれた・・・」

　わかるよ。

　私は、庭で見つけた薬草を急いで煮出し、お湯で薄うすめてハーブティーにして差し出した。

「どうぞ」

　冷泉寺さんは顔を上げ、ちょっと笑った。

「あんがと」

　その顔色は、かなり悪かった。

　考えてみればここに来てからずっと、一人で奮ふん闘とうしてるんだ。

　医い療りよう関係は、彼女にしかできないんだものね。

「よく休んでね」

　そう言いながら私は、また夕食の支し度たくにかかった。

「夢ゆめ美み、忙しい？」

　忙しいよ、見りゃわかるでしょ。

　料理関係も、私にしかできないことだもん。

「ちょっとつきあってくんないかな」

　そう言って冷泉寺さんは立ち上がり、出入り口に足を向けた。

　そこで立ち止まり、片手をジャケットのポケットに入れて、私を待っている。

　しかたがないので、私は料理を中ちゆう断だんし、ついていくことにした。

「何の用なの」

　城の中庭から外庭に出ながら私が聞くと、冷泉寺さんはちょっと笑った。

「昨夜、考えたんだ。男どもは戦うことしか考えてないが、ここは敵の本ほん拠きよ地ちだ。どうせ聖せい冠かんもありそうにないんだし、この際さい、テオドラなんぞ放っておいて、さっさと脱だつ出しゆつした方がいいんじゃないかってね」

　さすがに鉄てつ女じよ、合ごう理り的てき。

　感心しながら私は言った。

「でも、脱出する方法がないでしょ。それが問題」

　すると冷泉寺さんは、バカにしたような目で私を見た。

「光坂が姿を消したのは、行き止まりの水すい路ろの中だろ。それが、堀に出てきた。ってことは、二つの水はつながってるってことだ。きっと秘ひ密みつの水路がある」

　なーるほどっ！

「そいつを捜さがしてみよう。そのあたりに別の出入り口があるかもしれない。いざって時のために、いちお刃は物ものを持ってきた」

　そう言って冷泉寺さんは、自分のジャケットの裾すそをめくってみせた。

　ジーンズのベルトに、よく切れそうなメスがはさみこんであった。

　でも抜ぬき身みなんだもの、恐こわいよ。

「自分でケガしないでよね」

　私が心配すると、冷泉寺さんは、フンと笑った。

「おまえじゃあるまいし」

　冷っ、冷泉寺さんって、かわいくないっ！

　私はムッとし、地面をけとばすように歩いた。

　あたりは、もうすっかり夕方で、木々の枝の間に薄暗がりが忍しのび寄よってきていた。

　魔ま女じよの城の夕方って、やっぱり不ぶ気き味み。

　こんな時は、団結だけが頼たよりかも。

　私は急いで機き嫌げんをなおし、冷泉寺さんのそばにすり寄った。

　その時、

「花だ・・・」

　冷泉寺さんが言って、親指を立てて枝を差した。

「今け朝さは咲いてなかったと思ったのにな。ほら」

　それは、庭の中でたった一本だけ青々としている、あの大木だった。

　ほのかに白い花が、積もった雪のように枝に咲いている。

「こんな季節に花なんて、変ね」

　気味悪く思って私が言うと、冷泉寺さんはちょっと笑った。

「そうでもないさ、雪の中で咲くやつだってある」

　とたん、その花が一つ、ふわっと私たちの頭の上に落ちてきたのだった。

　とっさに冷泉寺さんが受け止めたんだけれど、チラッとその中を見て、私は思わず悲ひ鳴めいを上げてしまった。

　だって、血みどろの髪が入ってたんだものっ！

　きゃあぁぁぁっ!!

「人の鼓こ膜まくのそばでわめくなっ！」

　顔をしかめて冷泉寺さんは、私の目の前にその花を突つき出した。

「この、どこが、キャアなんだ!?」

　よく見れば、それは、血のように赤い内側と、黒く長い髪のようなオシベとメシベを持った花だった、ふうっ。

「血だらけの髪が入ってるのかと思ったんだぁ・・・」

　私は、肩で大きな息をくり返した。

　ああ、恐かったっ！

「なんで花の中に髪が入ってると思うんだ、バカめ」

　冷泉寺さんは怒おこったけれど、幽ゆう霊れいの正体見たり枯かれ尾お花ばなって言葉があるじゃん。

　ビクビクしてると、何でも恐く思えてしまうものでしょ。

　そりゃ、魔女の髪を貴き重ちようだと言って保存するような人にゃ、絶対わかんないかもしれないけどね、ふんっ！

　と、私が思ったその瞬しゆん間かんだった。

　冷泉寺さんが、ふいっとまわれ右をした。

　え・・・。

　びっくりして見ていると、どんどん歩いていってしまう。

　一人取り残されて、私はあせって彼女を追いかけた。

「待って！　どこ行くの!?」

　と、聞けども聞けども、返事がないっ！

　やだ、どしたの。

　不ふ審しんに思いながらも私は、とにかくついて行くよりなかった。

　すると冷泉寺さんは城の中に入り、何と鈴影さんの部屋まで戻ってきてしまったのだった。

　やだ、ほんとにどうしたのぉ・・・。

　ドアを開けると、鈴影さんのベッドの脇わきには、宏とガルシアがいた。

「冷泉寺、どうした」

　そう言いながらベッドから身を起こした鈴影さんに、冷泉寺さんは黙だまったまま歩み寄った。

　鈴影さんの両脇にいた宏とガルシアは、驚おどろいたようにこちらを見ている。

「冷泉寺？」

　鈴影さんの声が不審げにくもり、彼はベッドから足をおろし、立ち上がった。

「どうした？」

　宏とガルシアは、腰こしを上げかけている。

　私は、ハラハラした。

　何が何だかわからず、またこの先どうなるのかも見通せないで、不安で胸が痛くなるほどだった。

　その時、冷泉寺さんがやっと、口を開いて言ったのだった。

「レオン、ハルト・・・」

　嘆なげくような、ささやくようなその熱い声は、いつもの彼女の理り知ち的てきな声とは、まるで違っていた。

　私は、びっくりして彼女の脇にまわり、その目が何だか熱っぽいことに気づいた。

「レオンハルト、頼たのみがあるんだ」

　そう言って冷泉寺さんは、鈴影さんのすぐ前まで進み、身を投げかけるようにして彼を見上げた。

　本当に、自分を全部なげうつような目で、じいっと、くい入るように見つめたのだった。

「一度でいい。ただ一度でいい、抱いてほしい」

　わっ！

　息を吞のむ私たちの前で、冷泉寺さんは腕うでを伸のばし、鈴影さんの首にからめて、ぎゅっと抱きついた。

「抱いてほしい、レオンハルト、お願いだ」

　鈴影さんは、しばらく黙っていたけれど、やがて片腕を上げて冷泉寺さんの背にまわし、彼女を抱きしめながら、その視線を私たちの方に投げ、静かに言った。

「外に出ていろ」

　私は、とにかくびっくりしていたのでとっさに動けず、ガルシアが肩をつかむようにして外に連れ出してくれるまで、立ちつくしてしまっていた。

「高たか天ま、私の荷物の中からブレスを出して、ここに置いていけ」

　鈴影さんの命令で、宏はブレスを取り出して置き、一番最後に部屋から出て、バタンとドアを閉しめた。

　とたんに私の頭の中で、今まで見た場面が一気に流れ出し、私は、当然その先の方まで想像してしまって、急に胸がドキンドキンしてきたのだった。

「うわっ！」
















　そばで宏が、ひっくり返って変身していたけれど、それも気にとめることができないほど、私は頭の中が混こん乱らんしていた。

　だって、だって冷れい血けつ女おんな、鉄女と言われた冷泉寺さんが突とつ然ぜん、突然あんなことっ！

　おまけに、おまけにっ、鈴影さんの手が、片手がっ、彼女の背にまわってたっ!!

　こっ、この後、この後はいったい、どーなるのっ!?

　鈴っ、鈴影さんは、・・・鈴影さんは、女の人とどうこうなっちゃいけないのにっ！

　もちろん男とみまがうばかりの冷泉寺さんとも、ダメだからっ!!

　そっ、それなのに、それなのにいっ！

　私は、ドキドキを止められず、宏は狼おおかみになったり人間に戻ったり、実にめまぐるしく七しち転てん八ばつ倒とうっ!!

　そばでガルシアは、息を吞んだっきり、こぼれて落ちそうなほど目を見開いて、絶ぜつ句くしていた。

　そりゃ、そうよね。

　でも、それをフォローすることもできないほど、私の心も取とり乱みだしてた。

　だって、だってえ、冷泉寺さんが、鈴影さんがあっ！

「ガルシア、夢美を落ち着かせろっ！」

　宏が、あえぎ声で絶ぜつ叫きようした。

「何でもいいから、早くっ！　でないと俺、もう、もたねぇよっ!!」

　ガルシアは、血走った目で宏を見、私を見、しばしとまどっていたようだったけれど、やがて腕を伸ばして私を引き寄せ、そのたくましい胸の中にやさしく抱きしめた。

「心配しなくていい。誰だれもおまえを傷つけられないよ、絶対に。だから落ち着いて！　そう、いい子だ、落ち着いて」

　地の底から響ひびくような低い声で、同じ言葉をくり返しくり返し聞かされて、私は、しだいに安定を取り戻した。

　すっぽり埋うまってしまうほど広く、あたたかいガルシアのその胸の中で。

「まいった・・・」

　宏は精せい根こんつき果はてたといった様子で、ぐったりとうつぶせに横たわったまま、両腕で頭をかかえこみ、ハアハアと荒あらい息をついた。

　何度も変身をくり返したその体は、すっかり裸はだかで、男の子らしい筋きん肉にく質しつの背中から引きしまった脚あしへのラインが、隅すみから隅まで見えていたけれど、それを気にするゆとりもないみたいだった。

「何なんだよ、これって・・・」

　私は、申しわけなく思ってうなだれた。

「ごめん・・・」

　ガルシアが、シャツを脱ぬいで宏の上にかけ、宏はようやく身を起こして、床の上に座りこんだ。

「そんなに、あの二人が気になるわけ？」

　胸が、ズキンとした。

　あんまりにも痛みすぎて、自分でそれをつくろえずに、私は宏の視線を避さけて、横を向いた。

　何でこんなふうに自分が感じてしまうのか、自分でもよくわからなかったし、説明できなかった。

　きっとそれは、私の心の一番深い所にある、私自身にもよく見えない感情だったのに違いない。

　だから、言葉で説明することができないんだ、たぶん・・・。

「おい、聞いてんだぜ、答えろよ」

　宏が少し怒ったように言ったその時、扉の向こうで、冷泉寺さんの小さな叫さけびが聞こえた。

　びっくりして私たちは、いっせいに扉を振ふり返った。

　やがてそこから、乱れた息づかいや、冷泉寺さんの苦しげなあえぎ声が高く低く響いてきて、宏がコクンと息を吞んだ。

「どうしたんだろ・・・」

　ううっ、知りたいっ！

　私は、ドアを蹴け破やぶって中に飛びこんでいきたいような気分だった。

　だってそうすれば、この向こうで今、何が起こっているのかわかるんだもの。

　でも、同時にそれが恐くて、とてもできない気もした。

「たぶん憑ひよう依いを解といてるんだ」

　突然ガルシアがそう言い、私と宏とは、びっくりして彼を見た。

「憑依？　冷泉寺さんが、憑依されてたってことっ!?」

　ガルシアは静かにうなずいて、切れ上がったその目に、ギラッと熱い光を浮かべた。

「彼女がレオンハルトに近づいた時、俺たちには隠かくれて、ベルトに通してあったメスを手の中に握にぎってた。そのまま抱きついてきたから、レオンハルトが気づかないようならオレが動こうと思ってたんだが、レオンハルトはすぐ彼女の背に腕をまわして、その手の動きを押さえてたよ」

　私は、宏と顔を見合わせてしまった。

　知らなかった！

　ちっとも、これっぽっちも気づかなかったっ!!

「おまえ・・・よく見てたよなあ・・・」

　宏が感心したように首を横に振り、私もうなずいた。

　だって、すごい、うんっ！

「いつから憑依されてたんだろ。夢美、おまえ一いつ緒しよだったんだろ」

　はて。

　私は考えこみ、それからはっと思い出した。

　そういえば、あの大木の花をキャッチしてから、どうも変だった気がするっ！

「聞きたいんだが」

　ガルシアが言った。

「高たか天まが変身するのは、何の秘ひ儀ぎだ？」

　うっ！

「レベルから言えば、人じん狼ろう変身は低レベルだ。めずらしくはないが、呪じゆ文もんもとなえないのは不思議だ」

　ああ・・・そういう価か値ち観かんね。

　よかった、ガルシアが普ふ通つうの人じゃなくて。

　私がほっと胸をなでおろしていると、鈴影さんの声が響いた。

「入っていいぞ」
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　部屋の中で冷れい泉せん寺じさんは、ベッドにうつぶせになっていた。

「寝てるの？」

　私の質問に、鈴すず影かげさんは壁にもたれながらうなずいた。

「憑ひよう依いした力と相そう当とう戦ったらしい。精せい神しん力りよくが低下して、昏こん睡すい状態なんだ」

　そばに寄よると、毛もう布ふの襟えり越ごしに裸はだかの肩がわずかにのぞいていて、それがとっても色っぽく見え、私はドギマギしてしまった。

　冷泉寺さんが、そんなにも女らしく見えるなんて、私はそれまで少しも考えたことがなかったのだった。

「これが、憑依物だ」

　そう言って鈴影さんが、銀ぎん剣けんの先にひと筋の黒い物を載のせ、私たちに見せた。

　宏ひろしがそれをつまみ上げ、眉まゆをひそめる。

「髪みたいだな」

　でも私には、すぐわかった。

　あの花の、メシベかオシベよっ！

　どうも気味悪いと思ったら、やっぱり魔まが入りこんでたんだ。

　でも、どうして冷泉寺さんだけが!?

　だって、あの時は、私だっていたのに。

「これ、あの大木の花の一部よ。でもなぜ、冷泉寺さんだけが憑依されたんだろ。私も一いつ緒しよだったのに」

　鈴影さんは、気品に満ちて美しいその瞳ひとみを、静かに輝かがやかせた。

「ピアスの力だ」

　ピアスの!?

「君の体は、『月げつ光こうのピアス』が支し配はいし、同時に守っている。この魔は、『黄おう金ごんのダガー』の呼びかけで動いているんだが、『黄金のダガー』は、『月光のピアス』より階級が下なんだ。だから君の中に入ろうとしても、ピアスの力で打ち消される」

　ふうん、聖せい宝ほうの世界って、身分制度が厳しいのね。

「高たか天ま、ブレスをしていろ。そうすればおまえも、憑依されずにすむ」

　そう言って鈴影さんは、ブレスの入っているオリジナル・ボックスを宏に差し出した。

　宏がそれを開くと、まばゆい輝きがあたりに一気に広がり、太い金の輪とそれに埋うめこまれた星の形をした多くの宝石が見えた。

「いつ見ても、きれいだな」

　そう言いながら宏は、そこに自分の腕うでを通し、肩にカシャンとはめた。

　日に焼けて精せい悍かんなその頰ほおにブレスの黄金の光が反はん射しやして、とてもカッコよく、戦士のように見えた。

「ブレスを使えば、憑依も防ふせげるし、かなりの相手でも倒たおせるはずだ。ただ気をつけてやれ。おまえはまだ、ブレスに慣なれてないから」

　宏がうなずくと、鈴影さんは、今度はガルシアに目を向けた。

「君は、ダガーで身を守れ。ダガーは、三宇宙四し精せい霊れいの聖せい物ぶつリストからははずされているが、由ゆい緒しよ正しい聖剣だ。それなりの働きはしてくれるだろう」

　ガルシアは、「黄金のダガー」を出し、鞘さやから引き抜ぬく。

　目がくらみそうなほどきらめくその金の刀とう身しんにも、金の鞘にも、いっぱい文字が彫ほってあった。

「何て書いてあるの？　何語!?」

　私が聞くと、ガルシアは目を伏せてその文字を読んだ。

「ヘブライ語だ。刀かたなには、我われは挑ちよう戦せんする、と書いてある。それから鞘の方には、二つの問いが書かれている。真しんの賢けん者じやとは誰だれか。真の勇ゆう者しやとは誰か、これは、挑戦の騎き士しが総そう帥すいと戦う前に問いかける言葉で、総帥は、これに答えねばならない」

　言いながらガルシアは、チラッと鈴影さんを見た。

「答えられなければ、『黄金のダガー』は即そく座ざに、総帥の胸を鞘の代わりに選ぶそうだ」

　うっ、恐こわいっ！

　私は、ちょっと考えこんだけれど、そのくらいではとてもその答を見つけることはできそうもなかった。

　果はたして鈴影さんは、答えられる？

　そう思って彼の方を見ると、彼はやさしく笑った。

「後のことより、今のことを考えよう」

　あ、そうだ！

　今は今で、とっても大変だったんだ。

「ねぇ、レオン」

　宏がふっと真しん剣けんな顔になった。

「俺と夢ゆめ美み、ガルシアは、これでいいよ。だけどレオンとアキと冷泉寺は、どうするんだ。また同じことが起こりうるわけだろ」

　ガルシアがうなずき、熱いその目を光らせた。

「いつまた憑依されるかわからない。憑依されれば、仲間を襲おそう。それを防ふせぐのは難むずかしいことだ。いつかは必ず、防ぎきれなくなる」

　その通りだと感じて、私はコクンと息を吞のんだ。

　ううっ、恐いよっ！

「この状態を、これ以上続けるべきじゃない」

　突つきつめるように言われて、鈴影さんは、静かに目を伏せた。

　上品なその横顔に、しだいに思いつめたものの影かげが広がり、それが彼の表情を鋭するどくあざやかに磨みがき上げていくのを、私は見ていた。

　そんな鈴影さんは、ゾクゾクするほどきれいだった。

「レオンハルト、俺たちは、魔を永えい久きゆうに退しりぞける方法を知ってるはずだ」

　え？

「そうだろ、レオンハルト」

　鈴影さんは静かに目を上げ、ガルシアを見た。

「何が言いたい？」

　ガルシアは、挑いどみかかるような目つきになった。

「魔を収めるのは、簡単だ。レオンハルト、おまえの胸か俺の胸に、『黄金のダガー』を突き立てればいい」

　う・・・。

「それ以外に方法はない。すべてがダガーのせいならば、引き抜いたのは、俺だ。責せき任にんがある。魔を収めるために全力をつくす覚かく悟ごだ。おまえは、どうだ」

　のめりこむように見つめるガルシアの視線の先で、鈴影さんはわずかに笑った。

「私にも責任がある。判断を間ま違ちがい、ここに皆みなを引きこんだ責任だ」

　ガルシアを見すえた鈴影さんの目の中に、自信と誇ほこりが炎ほのおのように立ち上がって、私の胸をついた。

「リュー・ガルシア、君に心の準備ができているなら、私はそれを避さけはしないし、恐れもしない」

　美しい瞳の底から、揺ゆるぎない意い思しの力がほとばしってその決けつ意いの固さを示しめし、そんな彼は、不ふ敵てきで美しく、この世の人とは思えないほど気け高だかく見えた。

　うっ、素す敵てきだっ！

「いつやる？」

　二人の目と目の間に強きよう烈れつな光が走り、ぶつかって駆かけ抜け、私は、彼らが心の中で激はげしくお互いを否定し合っていることを知った。

　それまで一緒に行動し、何となく助け合ってるみたいに見えていたから、私は、ついうっかりしていたんだけれど、やっぱり二人は、殺ころす者と殺される者で、決して仲間じゃないし、お互いに対して油ゆ断だんもしていないんだ。

　心の底でそういう緊きん張ちよう状態を保たもち、いつも自分の気持ちを引きしめながら、一緒に行動したり食事したりするのは、何てハードなんだろう。

　何て厳しく、何てきついことなんだろう。

　私には、とても無理だ。

　私だったら、敵とは一緒に食事なんかできないし、もし食事して親しく話したりしたら、すぐ友だちになってしまう。

　鈴影さんのように一線を守って、いつも自分の心をコントロールしながら何かをしていくことなんて、絶対無理、できないっ！

　鈴影さんは、きっと、私には想像もつかないほど、心が大人なんだ。

　私は敬けい服ふくし、彼をますますスゴいと感じ、そして同時に、少し悲しく思った。

「総帥との対決の前には、ダガーを神にささげて祈いのらねばならない」

　ガルシアの声には、強い決意がこもっていた。

「今夜、その儀ぎ式しきをする」

　それは、命をかけた決けつ断だんだったのだ。

「レオンハルト、明日の朝、日の出の時に始めよう。それで、すべてに決着をつける。魔さえ収まれば、脱だつ出しゆつも可か能のうだろう。生き残った方が、皆を連れて脱出するということで、どうだ」

　鈴影さんはうなずいた。

「いいだろう」

　ガルシアは、わずかに微笑ほほえみ、ゆっくりと身をひるがえして部屋から出ていった。

　私がアタフタしながらそれを見送っていると、宏が心細そうな声で言った。

「レオン、無理だよ、ケガしてんのに」

　そうよっ！

　私は宏の肩を抱だかんばかりの勢いきおいで、一緒に鈴影さんを見つめた。

　けれども鈴影さんは、一歩も引く気配がなかった。

「ガルシアの言う通り、これ以上この状態を続けるのはよくない。明日、決着をつける」

　その目の中には、揺るぎない光があった。

「今日はもう休もう。皆、引き上げてくれ」

　私は、止めたい一心で言った。

「今夜は、どうやって守るの。光坂君たちがまた襲われたら、どうするの」

　宏も、それに気づいたらしくて、すぐ言葉を続けた。

「そーだよ。まず今夜のことを考えて、明日のことは、また決めなおそうよ」

　それでも鈴影さんの表情は、少しも乱れなかった。

「明日の朝までなら、ソロモンの円えん陣じんで守れる」

　ソロモンの円陣？

「それ、何？」

　私が聞くと、鈴影さんは静かに答えた。

「ソロモンの円陣というのは、魔から身を守るためのものだ。その中に入っていれば、十二時間の間は魔の力がおよばない」

　そう言いながら微笑んだ。

　悲しいほど、清せい閑かんな笑みだった。

「夢美と高天は、聖宝が守る。ガルシアにはダガーがある。光坂と冷泉寺は、ソロモンの円陣で守ろう。二人のベッドの周りにこれを描き、絶対に外に出ないようにさせる。それで、いいね」

　決めつけるように問われて、私も宏も、しかたなくうなずいた。

　もうどんなことをしても、鈴影さんを止めることはできないのだ。

　そう感じた。
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　私は、自分の部屋へと戻った。

　でも、なかなか眠れなかった。

　明日の朝になったら鈴すず影かげさんは、ガルシアと戦うんだ。

　負けるかもしれない。

　だって、ケガをしてるんだもの。

　それにガルシアには、本人の意い思しにかからわず、魔まが力を貸している。

　考えれば考えるほど、悲ひ惨さんな結末しか想像できなくて、私は胸がドキドキした。

　それにつれて、自分の中で、鈴影さんの存在がドンドンふくらんでいったんだ。

　それに身をまかせていると、自分が彼でいっぱいになって、他のことは何も考えられなくなってしまって、私はとても困った。

　私は、そんな心を抑おさえ、冷やして普ふ通つうに戻すために、お茶をいれて飲もうと決心、ベッドから起き上がって部屋を出た。

　蠟ろう燭そくのほの白い光が照らし出す階段を、地下の台所までおりていくのは、不ぶ気き味みといえば不気味だったけれど、当面の大きな問題が胸をふさいでいたので、私は、あまり恐こわく感じなかった。

　火ひ種だねを薪まきにつけて火をおこし、お湯を沸わかしてお茶をいれると、私はそれをフーフーふいた。

　まるで自分の心を冷ますみたいに。

　そうして竃かまどと向かい合って夜の闇やみの中に座っていると、昔も、こんなふうにここで心の炎ほのおを冷ました人がいたかもしれないな、なんて思えてきて、人恋しかった。

　その時、ピシャンと、かすかな水音がした。

　後ろの方から響ひびいたように思ったので、私は振ふり向き、それから天てん井じようを見上げた。

　でも、どこからも水が落ちてきている気配はなかった。

　気のせいかな。

　と思った瞬しゆん間かん、また音がした。

　私は、そっとカップを置き、静せい寂じやくの中で耳を澄すませた。

　それがどこから来る音なのか、確かめようと思ったんだ。

　とたんに、また聞こえた。

　今度は、はっきりと足の下からっ！

　床下だっ!!

　私は、すぐ腹はらばいになり、目で掃そう除じができそうなほどじっくりとその床板を見まわしていて、そこにはめこまれている扉とびらを発見した。

　ちょうど現代のキッチンの地下収しゆう納のう庫こみたいな感じに床に切りこみが入っていて、取っ手が板目の間に埋うめこまれていたのだった。

　それを、そっと起こして引くと、ギイッと床が上がって、中に階段が見えた。

　瞬しゆん間かん、その奥で、サッと何かの影かげが動いた。

　私は、とっさにそばにあった蠟燭をつかんで、ダダッとその階段を駆かけおりた。

　待てっ！
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　後で考えると、まあなんて恐おそれをしらない行動だったんだろうと思えて、ゾッとするけれど、この時は夢中だった。

　だって鈴すず影かげさんはケガをするし、光こう坂さか君は背中をやられるし、冷れい泉せん寺じさんまであんなになってしまって、私は本当にくやしかったし、腹も立っていたのだった。

　相手は、何の手がかりも残さず、自由に攻こう撃げきしてくるのに、それに対して私たちは有ゆう効こうな手を一つも打てないんだもの。

　それに明日には、鈴影さんとガルシアが決けつ闘とうをする。

　もしかして死んでしまうかもしれないんだ。

　でも、今逃げていくこいつを捕つかまえれば、何かの助けになるかもしれないし、新しい道が開けるかもしれない。

　そう思えて、必死だった。

　溺おぼれる者は、ワラをもつかむっていうもん。

　その階段を走りおりると、下は通路だった。

　それも、水がビシャビシャについてる。

　私は、それを跳はね上げて蠟ろう燭そくを消さないように注意して走った。

　そこをしばらく行くと、突とつ然ぜん、目の前に壁が現れ、そこで行き止まりだった。

　でも、変！

　だって、私は、何かを追いかけてきて、そしてここまで道は一本しかなかったのに、そいつはどっかに行ってしまって、私は行き止まりに立っている。

　うーむ、絶対、変っ！

　それで私は、行き止まりの壁に蠟燭を近づけて、上から下まで注意深く観かん察さつしてみた。

　すると、そこと九十度の角度を保たもっている脇わきの壁の下の方に、ボタンみたいな飛び出し部分があることがわかったのだった。

　それを押すと、突つき当たりの壁が音もなく持ち上がって、向こうが見えた。

　両りよう際ぎわに歩道のついた広々とした水すい路ろが広がっている。

　私は、驚おどろきながらその歩道へと足を踏ふみ出した。

　へぇ、こんな仕し掛かけがあったとは！

　そのとたん、背はい後ごで、ズズッと何かが動く音がした。

　振ふり返ると、開いていた壁が一気に、上から下がってくるところだった。

　わっ、閉とじこめられるっ！

　あせって私は引き返し、その壁から外に飛び出そうとした。

　けれど、その時にはもう壁の下した端ばは、私のウエストよりも下で、私がそれをくぐろうと身をかがめた時には、すでに膝ひざの下っ！

　私は蠟燭を口にくわえ、必死でそこに両手を突っこんで、上に持ち上げようとしたけれど、どうにも重くて上がらない。

　あせる私の手の上に、壁はどんどん降りてきて、私は両手をつぶされそうになり、やむなく引っこめるよりなかった。

　壁はドーンと音を立てて、ついに地面に着地。

　私は、その空間に取り残されてしまった。

　どーしよーっ!?

　私がここにいることは、誰だれも知らない。

　わーん、ここで飢うえ死じにだぁ！

　そう思った時、壁の向こうでガキッと音がして、壁の下から何かが飛び出してきた。

　見れば、それは、「黄おう金ごんのダガー」の先だった。

「ガルシアなのっ!?」

　私が口から蠟燭を吐はき出して叫さけぶのと、その「黄金のダガー」から紫むらさき色の光がパッと走って、壁が木こつ端ぱ微み塵じんに飛び散るのが同時だった。

　ひえっ！

「大丈夫かっ!?」

　ガルシアの声がし、壊こわれた壁の間から、まず彼の熱い目が見え、それからその隙すき間まを押し広げるようにして体がこっちにやってきた。

「台所から妙みような水音が響ひびいてくるんで、急いで儀ぎ式しきを終わらせてきたんだ。そしたら床が開いていたから。間に合ってよかった」

　ガルシアの素す晴ばらしい耳に、私は一生感謝したい思いで、彼にしがみついた。

「ありがとっ！」

　彼は、たちまちその目の縁ふちを赤く染そめ、どうしていいのかわからないといったように両手を空中に広げたまま立ちつくして、私が離はなれるのを、ただ待っていた。

　そんな態度がおかしくて、私は、急きゆう場ばも忘れて笑い出してしまった。

　でもガルシアは怒おこることもなく、私が腕うでを解とくまで、ただ黙だまっていた。

　意外に、従じゆう順じゆんなのよね。

　私が離れると、彼は精せい悍かんな表情を取り戻し、手にしていた蠟燭立てをさし上げて薄うす闇やみの向こうに続いている水路に視線を走らせた。

「これは、何の水路だ？」
















　さあ。

　私が首をかしげていると、ガルシアは「黄金のダガー」を拾い上げ、さっさと水路に沿そって歩き出した。

「どこ行くの」

「先を確かめてくる。帰ってろ」

　と言われてもねぇ、心配っ！

　それで彼についていくことにした。

　ガルシアは、迷めい惑わくそうにしていたけれど、途と中ちゆうでまたもや突き当たりにぶつかって、私がボタンを発見、開けてやってからは、ずいぶん機き嫌げんがよくなった。

「これは、初めに光坂がもぐって行方ゆくえ不ふ明めいになった水路だ。その後で高たか天まと入った時、この壁の前まで来たのを覚えてる。突き当たりだったから引き返したんだが」

　となると、これは、堀ほりの方にも通じてるってことよね。

　光坂君は、堀で見つかったんだもの。

　私がそう言うと、ガルシアはうなずいた。

「うまく堀に出られて幸運だったな。この辺で浮かんでいたら、誰も気づかずに今ごろオダブツだったぜ」

　ゾクッ。

　ガルシアは、私の手から蠟燭を取って歩き出しながら、ぐるっとあたりを照らした。

「かなり古い物だな。ほら、鑿のみの跡あとだ」

　へえ、手て造づくりの水路なんだね。

「この城ができた後、何百年か経たって造られたものだ。打ちこまれている城の土台に残っている鑿の種類と、水路の鑿の種類でははっきり違う」

　すご、博はく識しきっ！

　私は感心して、ガルシアの均きん整せいのとれた体を見上げた。

　鍛きたえ上げたこの体に、この素晴らしい頭を持ってるとなると、うーん、強いぞっ！

　となれば鈴影さんは、彼に勝つことができるのだろうか!?

　急に不安になって私は、じいっとガルシアを見つめた。

　すると、彼はたちまち、目の縁をポッと赤くして叫んだのだ。

「用もないのに、オレを見るなっ！」

　ふむ、弱じやく点てんは女だ。

　鈴影さんも、女じよ装そうしていけば、勝てるかもしれない。

　でも、果はたして彼がそんなマネをするだろうか。

　そのくらいなら死を選ぶとか、言いそうだもんな。

「置いて行くぞ」

　ブスッと言われて、私は、あわてて彼の後を追いかけた。

　その先には、また扉とびらがあって、下の方にボタンがあった。

　しゃがみこんでそれを押すと、扉は静かに上がり始め、その時私はふっと、疑問に思ったのだった。

　だって、さっきからボタンの位置が、いやに低い。

　普ふ通つうの人間には、押しにくいよ。

　考えてみると、あの奇き妙みような部屋の扉も、妙に低い所に穴があいていたっけ。

「見ろっ！」

　突然、ガルシアが叫び、私は、びっくりして顔を上げ、上がった扉の向こうを見た。

　そこには、プールのように広がった水路が水をたたえて輝かがやき、そしてその水に半なかば埋うもれるようにして大きな神しん殿でんが建っていたのだった。

　端はしから端まで透すき通るような半はん透とう明めいの大だい理り石せきで造られた、ギリシア風の神殿。

　まるで夢を見ているような気分で、私たちはジャブジャブと水の中に分け入り、そこに近づいた。

　吹ふき抜ぬけのコリント式の柱の間には、太い蠟燭が立ち並び、ガルシアが火をつけると、次々と燃もえ上がっていく。

「何の神殿？」

　私が聞くと、ガルシアは黒く美しいその頰ほおに、赤々と燃える火を映うつしながら、野や性せい的てきな感じのする目でギラッと正面を見上げた。

「テュポーエウス密みつ教きようだ」

　その鋭するどい視線の先に、美しい祭さい壇だんがあり、そこに一つの像ぞうが祀まつられていた。

　顔と腕とは人間で、そしてウエストから下は、魚だった。

　長い金きん髪ぱつが背中までたれ、目は燃えるような赤で、腰こしから下は鱗うろこ。

　私は、息を吞のんで聞いた。

「テュポーエウスって、何？」

　ガルシアは、びっくりしたように私を見た。

「知らないのか!?」

　コゲつくようなその目で、斜ななめにザックリ見すえられて、私は震ふるえ上がってしまった。

　像も恐こわいけど、ガルシアも恐いよっ！

「ゼウスを長おさとするオリュムポス神しん族ぞくが、ティーターン巨人族と戦い、敗やぶれた後、ティーターン巨人族のガイアが生んだ子供の名だ。ウエストまでは人間で、体中に羽が生はえ、肩には竜りゆうの頭があり、目から火を吐き、足は巨大な毒どく蛇へびだったと言われている。この神話がローマに入り、帝てい政せい時代に起こったいくつかのギリシャ神信しん仰こうと一いつ緒しよになって、テュポーエウス密教が起こったんだ。その頃になるとテュポーエウスの姿は、初期のものとは変わって、魚の鰭ひれを持つ美しい女性になってくる。この世と死者の国を隔へだてる河かわを自由に泳いでいて、死者の国に入ろうとする魂たましいを捕つかまえ、この世に戻してくれる神、と言われるようになるんだ。つまり、死者をよみがえらせる神だ。代だい償しようとして、人間の魂を百個要求する」

　それって、テオドラが昔、殺さつ害がいしたっていう村人の数と同じじゃん。

　つまりテオドラは、密ひそかにこれを祀って村人を犠ぎ牲せいに捧ささげ、自分が死んだ後、再びこの世によみがえろうとしたってことだよね。

　それがバレて、魔ま女じよとして殺されたんだ。

　でも魂を百個支し払はらっていたんで、この世から死者の国に渡る河でテュポーエウスに救ってもらって、よみがえったってこと？

「危ないっ！」

　ガルシアが叫んで、私を祭壇の方に突き飛ばした。

　よろけながら振り返れば、水路の方から盛もり上がってきていた津つ波なみのような大きな水のうねりが、一気にガルシアの上でくだけて、彼を吞みこむところだった。

「柱につかまれっ！」

　大声を残してガルシアは姿を消し、私は、必死で像の近くまで階段を駆かけ上がって柱にしがみついた。

　とたん、頭の上からザバンとその大波が降りかかり、直後ものすごい勢いきおいで私を水路の方にさらっていこうとした。

　こっ、ここで持っていかれたら、終わりだっ！

　私は夢中で柱に抱きついて、その水に逆らい、何とか持ちこたえた。

　水は、たちまちザアッと引いていき、私は、びっしょり濡ぬれた体を起こして、水路の方を見た。

　でもガルシアの姿は、どこにもなかった。

「ガルシアっ！」

　私が叫ぶのと、落ち着き始めていた水面に一いつ瞬しゆん、一メートルぐらいの魚の尾ビレが現れ、バシャッと水をはじくのが、同時だった。

　それは、水中にかき消え、あたりはシーンと静まり返った。

　魚!?

　で、でも、魚にしちゃ、ずいぶん大きかったような・・・

　息を吞んで私は、テュポーエウスの像を見上げた。

　こっ、これに、そっくりだぁ！

　その時、水面が突然泡あわだち、「黄金のダガー」を握にぎったガルシアの腕が現れ、続いて彼の肩と頭が見えた。

　力いっぱいダガーを振り下ろすガルシアの、目を見開いた顔が一瞬、水上に出、再びザバッと中に埋もれて、後はただ激はげしく水面が動くばかりっ！

　戦ってるんだ!!

　私は、息を吞んでそのあたりを見つめ、ガルシアの健けん闘とうを祈いのった。

　祈ることしかできなかった、水中なんだものっ！

　えーい、これが地上なら、私だって一発や二発は殴なぐってやるのに、はがゆいっ!!

　やがて、その水の底から鮮せん紅こう色しよくの固まりが吹き上がってきてベールのように広がり、それがどんどん濃こくなった。

　血だっ！

　わーん、どっちの血なのっ!?

　私は心配で、気が狂くるってしまいそうだった。

　ガルシア、ガルシア、お願い、頑がん張ばって！

　私の気力を、全～部あげるからっ!!

　こうしてここであなたのために、力を振りしぼって応おう援えんしてるからね、えーいっ!!

　そうして時は流れて、五、六分っ！

　さらに流れて、七、八分っ!!

　時おりチラッと影が横切る他は、静まり返っている水のほとりで、私は両手を握りしめ、息をつめてガルシアの無事を祈いのっていた。

　やがて水がブクブクッと大きく盛り上がり、ドキドキして見つめる私の視界の中に、ガルシアの黒い体がふわっと浮かび上がってきた。

　よかったっ！

「黄金のダガー」を口に真横にくわえ、水路を泳いできたガルシアは、途と中ちゆうでザバッと立ち上がって、私のそばまでやってきた。

　濡れてピッタリと張りついた綿めんシャツ越ごしに、ハアハアと荒あら々あらしい呼こ吸きゆうをくり返すたくましい体が見えて、私は、ちょっとまぶしかった。

　ガルシアは、本当に美しい体をしている。

　その奥に、強きよう靭じんな精せい神しんの存在を感じさせるたくましい体が、とても素す敵てきに見えた。

「大丈夫!?」

　私が聞くと、ガルシアはうなずきながら、濡れたシャツを脱ぬぎ捨てた。

「ちょっと背をやられただけだ」

　見れば背には、くいちぎられたような大きな傷口ができていた。

　うっ、痛そっ！

「何にやられたのっ!?」

　彼はちょっと息をついた。

「テュポーエウスだ」

　やっぱりいたのっ！

「力がすごかった。歯もだ。神話によれば巨人族の末まつ裔えいだから、当たり前だろうが」

　言いながらガルシアが、ちょっと痛そうに顔をしかめたその時だった。

　後方で水をたたくような大きな音がして、私は、何なに気げなく振り返った。

　瞬間、その空中に見たのだった。

　長い金髪を振り乱みだし、鮮せん血けつの流れ出る胸を押さえて、のめりこむような目でこっちを見すえながら、私たちに飛びかかろうとしている半はん人じん半はん獣じゆうの姿をっ！

　きゃああああっ!!

「来いっ！」

　ガルシアが私の手首をつかんで自分の体の後ろに引きこみ、ダガーを手に身み構がまえるのと、半人半獣が空から飛びおりてくるのが同時だった。

　はじけるような音を立てて、その体がガルシアを襲おそって床に押し倒たおし、私は後ろにすっ飛ばされた。

　柱に額ひたいを強くぶつけて、一瞬、意識が遠くなりそうだったけれど、こんな緊きん急きゆう時じに気き絶ぜつなんかしていられないと思って、必死でガルシアへと向きなおった。

　でもその時にはもう、ぐったりと床に身を横たえたテュポーエウスの体の下から、ガルシアがはい出してくるところだった。

「死んだの？」

　私が聞くと、ガルシアは腕を上げ、精せい悍かんな頰からしたたる水をぬぐった。

「ああ。最後の力を振りしぼって飛びかかってきたんだろ」

　よく見れば、その顔は、皺しわが多く、鼻がなく、人間というよりも山さん椒しよう魚うおに近かったけれど、顔をおおう金髪は、確かに人間の髪に似ていた。

「こっ、これ、よみがえったテオドラ？」

　信じられない思いで私が聞くと、ガルシアは、きっぱりと首を横に振った。

「違う。『黄金のダガー』で心しん臓ぞうを刺さしてもくだけ散らないってことは、魔じゃないってことだ」

　そっか。

　じゃヨーロッパ山椒魚の変へん種しゆとか、かな。

「たぶん、テュポーエウスを信仰したテオドラが、姿形のそっくりなこの生物をどこかで見つけてきて、神しん獣じゆうとして飼ってたんだろう。テオドラが処しよ刑けいされてからも、こいつは堀の魚なんかを食って生きのびてきたんじゃないかな」

　だったら、すっごい長生きだよね。

　何百年も生きるカメや、大だい王おうイカがいるって話は、よく聞くけど。

　冷泉寺さんに言ったら、遺い体たいをほしいって言うんだろうな。

「満月のたびに城の窓に映ったテオドラの姿ってのは、こいつだったんだろう」

　私はうなずいて、今まで見たこともなかったその生物の姿を、もう一度見つめた。

　地球は広いから、私なんかが知らない生き物がいても、おかしくない。

　でも、それを実じつ際さいに目の前にして、私は、とても不思議な気分だった。

　これが真夜中に私の部屋に来たり、水路を逃げたり、そして満月のたびに城に上って月を見たりしていたのかと思ったら、なんだかかわいそうな気もした。

　情じよう勢せい視し察さつに行った光坂君をあんなにひどく傷つけたり、鈴影さんの警けい護ごの騎き士したちを襲ったりしなければ、私たちは、この生き物の存在には気づかなかっただろう。

　そしたら、これは、まだここで生きていられたのかもしれなかった。

　私は手を合わせ、その生物の冥めい福ふくを祈った。

　ごめんね。











[image: ]









「この水すい路ろが、どこまで続いているか、確かめてくる」

　ガルシアはそう言って、ダガーをジーンズのベルトに差し、神しん殿でんの蠟ろう燭そくを手に取って歩き出した。

　私は、彼の傷きずが心配だったので、止めたんだけれど、まるで聞かないっ！

　ガルシアって、信じられないほど頑がん固こっ!!

　私を無む視ししてドンドン歩いていってしまうので、私はしかたなく、ついていった。

　ところが、行けども行けども、水路は続くよ、どこまでもっ！

　ううっ、疲つかれた。

「ねえ、もう戻らない？」

　私がいくら言っても、ガルシアは、ガンとして聞かず、ひたすら歩くばかりっ！

　しかたがないからついてったけどね、もう後ろから殴なぐり倒たおして、引きずって帰りたいような気分だった。

　そのうち、一枚の扉とびらの前にたどり着いて、そこが行き止まりだった。

　水路は、まだずっとまっすぐ続いていたのだけれど、通路の方が行きづまってしまったのだった。

　その扉には、ノブの代わりにボタンがついていて、ガルシアがそれを押すと、ギシギシときしみながら上に上がっていった。

　とたんっ、その向こうからサッと、光が差しこんできたのだった。

　外だっ！

　私は驚おどろきつつも、うれしくてたまらなくなって、その扉から飛び出そうとした。

「気をつけろ、階段だ」

　ガルシアが言ってくれなかったら、きっと足を取られて転ころんでしまっていたと思う。

　ずっと蠟燭の明かりの中にいたせいで、太陽の光がまぶしすぎて、あたりがよく見えなかったんだ。

「手を出せ」

　ガルシアが先に立って、私の手を引いてくれた。

　その階段を上り終えるまでには、私も、何とかいつもの視し力りよくを取り戻せたんだけどね。

　外の世界は、もう朝だった。

　そこから後ろを振ふり返ると、私たちの出てきたのはコケむした鉄の扉で、ノブはついておらず、代わりに古い文字が刻きざまれていた。

「グリムゼル家の倉庫、立ち入りを禁きんず」

　ガルシアが読んで、ちょっと笑った。

「立ち入りたくても、入れないな、ノブがない」

　つまり、誰だれにも入ってほしくなかったってことよね。

　そう思いながら私は、あたりを見まわして、はっとした。

　そこは森の中だったんだけれど、立ち枯がれた木の枝の間から、向こうに湖が見えた。

　深く澄すんだ大きな湖。

　あら、見覚えがある。

「あの水路は、たぶんこの湖に通じてるんだな」

　ガルシアのつぶやきを聞きつつ目を転てんじれば、すぐそばには村役場があり、それにくっつくようにして郷きよう土ど資料館が建っていた。

　あーっ、最初の日に来た所っ！

　私は、大声で叫さけんだ。

「ガルシア、あそこに駆かけこんでレスキューを出してもらって、皆みんなを城から助け出そう！」

　それで私たちは、村役場へと走ったのだった。

　ちょうど太った村長さんが犬の散歩に出かけようとしているところで、友人が城から出られなくなっているという私たちの話を聞くと、すぐ消しよう防ぼう署しよに連絡を取り、レスキュー部ぶ隊たいを呼んでくれた。

　ただ、本ほん署しよから呼び寄よせるので、半日くらいはかかるって話だったけれど、いい、来ないよりはずっとましっ！

　そう思って私は、心の底から大きく息をついた、よかった！

　やがて係の人も出しゆつ勤きんしてきて、私たちに熱いコーヒーをいれてくれた。

　私は、ガルシアを病院に運んで手当てしてやりたかったんだけれど、この村でただ一つの病院は、十時からしか開かず、今いる宿しゆく直ちよく担当は、産さん婦ふ人じん科か医いなんだって。

「十時まで待つ」

　応急処置をしてもらったガルシアに、村長さんがにじり寄よって、くわしい話を聞きたいとねだった。

　彼は、この村の郷きよう土ど史し会かいの会長をしてて、村の歴史にとっても興味を持っているらしい。

　無口のガルシアは、不得意そうにしながら、ポツポツと話し出した。

　それが途中まで来た時、突とつ然ぜん、村長さんが口をはさみ、何か異い議ぎをとなえたのだった。

　ガルシアは、黙だまって聞いていたけれど、やがてその視線をギラッと動かして私を見た。

「村の人々の間では、テオドラはよみがえってきていると言われているが、郷土史会の会長として彼は、そうは思わないそうだ。というのも、その当時の人々は魔ま女じよがよみがえるのを恐おそれていたから、絶対によみがえらないように封ふうじこめたはずで、その記き録ろくもある、と言っている」

　私は、はっと光こう坂さか君の言葉を思い出した。

　確か、彼もそう言ってたっけ。

「その封じこめた記録って、見せてもらえるかな」

　私が聞くと、ガルシアが通つう訳やくしてくれ、村長さんは大きくうなずいて立ち上がり、お腹なかを揺ゆすって隣となりの郷土資料館まで出かけていった。

　そうして、一冊の古い本を持って帰ってきたのだった。

　ドッサリと椅い子すに腰こしをかけた村長さんは、それをめくり始め、やがて手を止めて、ちらっとガルシアを見、口を開いた。

　その声に重ねるように、ガルシアがそばから訳やくしてくれた。

「記録によれば、魔女となったテオドラの遺い体たいは火か刑けいにされたが、二週間燃もやし続けても、その頭とう部ぶだけは灰はいにならなかったそうだ」

　不ぶ気き味みっ！

「その理由は、火刑にされる前にテオドラが、自分が信しん仰こうしていた邪じや教きようの神しん殿でんに祀まつってあった魔ま宿しゆく樹じゆの種を飲んだからだと言われている」

　魔宿樹!?

「魔宿樹というのは、魔から養よう分ぶんを吸すい取って成長し、その葉よう脈みやくの中に魔を宿す木のことだ。その花は、外側が白く、内側は血のように赤くて、黒いメシベとオシベを持ち、その緑は冬でも枯かれないと言われている」

　私は、ピッタリ息が止まってしまった。

　だって、それって、それって、あの木だぁっ！

　つまり、あの木は、テオドラから養分を得えて、大きくなったんだ。

「教会関係者は、テオドラの首を礼れい拝はい堂どうに持ちこみ、その口を開けさせて魔宿樹の種を取り出そうとしたが、口は固かたく閉じていてビクともしなかった。そこでしかたなく、魔女の塔とうを建てて、その首を封ふうじこめることにしたんだ」

　魔女の塔!?

「生きた魔女を閉じこめるための塔だ。たいていは、人が座った形でやっと入れるぐらいの大きさに作る。テオドラの場合は首だけだったから、城の庭に、ごくごく小さな塔を作ってその中に入れたそうだ。そして扉に、霊れい力りよくの強い十じゆう字じ架かを打ちつけて封ふう印いんした。だから、たとえ種だった魔宿樹が芽を吹いて、テオドラの頭部から養分を吸い取って成長したとしても、十字架で封印された魔女の塔がある限り、その力は封じられている。そう書いてあると、彼は言ってるが」

　そりゃ普ふ通つうの時だったら、魔女の塔で充じゆう分ぶんだと思う。

　だから、今まで出てこられなかったんだ。

　でも引き抜ぬかれた「黄おう金ごんのダガー」は、魔ま界かいに働きかけて魔を呼び出し、総そう帥すいを倒たおすように命めいじる力を持っている。

　きっと封印を破やぶり、テオドラを自由にしたのに違いない。

　そしてテオドラは、魔宿樹の中に宿ったんだ。

　今も、その中にいる。

　でなかったら、光坂君や、冷れい泉せん寺じさんに憑ひよう依いできるはずがない。

　大変だっ！

　鈴すず影かげさんに知らせなきゃ!!

「そっ、その魔宿樹を倒たおすためには、どうすればいいんですかっ!?」

　ガルシアの通訳で、村長さんは答えた。

「魔宿樹は、魔から養分を吸って生きている。よって、その根元には、養分の元となる魔が存在しているんだ。それを破は壊かいすればいい」

　私は、立ち上がった。

　根元には、おそらくテオドラの首があるんだ。

　それをやっつければ、きっと勝てる！

「ガルシア、行こっ！」
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　ソロモンの円えん陣じんには、いくつかの種類がある。

　それらを正確に描えがけるかどうかは、次じ期き総そう帥すい選せん抜ばつ教きよう練れんの試験にもなっていた。

　銀の薔ば薇ら騎き士しにとっては、それほど重大なものなのだった。

「光こう坂さかと冷れい泉せん寺じのベッドを、この部屋に持ってこよう。起こさないように、そっと」

　聖せい樹じゆは、高たか天まと一いつ緒しよに、二人のベッドを移動し、部屋の隅すみに並べた。

　そのまわりに、まず大きなサークルを描く。

　内側に、とぐろを巻く蛇へびを描き、七色のチョークを使って、蛇の体の上に長い聖せい句くを書き連ねていった。

「何語？」

　高天が聞く。

「ヘブライ語だ」

　黄色と黒で描いたそれらの中に、今度はアルファベットを散らした六ろつ角かく形けいや四角形を描き、赤や青で塗ぬりつぶす。

　サークルの外側にも、黄色と赤に塗ぬった六角形を四つ描いた。

「これが、ソロモンの円陣。魔まから身を守るためのものだ。この中に入っていれば、十二時間の間は魔の力がおよばない。『聖なる王』という書物には、もっと簡単な円陣も載のっているが、私は完全な形の方が好きだから」

　円陣を閉とざすために、最後に「ウロボロスの輪」を描く。

　それが完成すれば、輪は独ひとりでに閉じていき、中にいる二人を守るのだった。

　描きながら聖樹は一いつ瞬しゆん、高天に目をやり、その肩にブレスが光っていることを確認する。

　直後、背はい後ごに殺さつ気きを感じた。

　何かが、静かにこちらをねらっている。

　聖樹は、「ウロボロスの輪」を描く手を速めた。

　向こうが攻こう撃げきしてくる前に、描き上げねばならない。

　聖句の部分は終わり、あとは鱗うろこを描きこめばいいだけだった。

「高天、ブレスのストッパーをはずせ。来るぞ」

　高天がびくっとして、こちらを見た。

「どこから？」

　聖樹は作業を急ぎながら、あたりに気を配る。

　殺気は、なお背後から漂ただよってきていた。

　だが、そこに留とどまっているわけではない。

　流れるように、左側から前方へと移動していた。

　鱗を描きながら聖樹は、視線を走らせる。

　背後と左側、それに前方には、それぞれ窓があった。

　三さん方ぽうから、いっせいに攻撃か？

　高天は、まだブレスに慣なれていない。

　一いち方ほう向こうからの攻撃に対たい処しよするのが、精せい一いつ杯ぱいだろう。

　残った窓は、聖樹がカバーするしかなかった。

「高天、前方の窓を任まかせる」

　そう言いながら、ウロボロスの鱗の最後の一枚に取りかかった。

「窓に向かって構かまえろ」

　聖樹がそれを描き終えるのと、三つの窓が音を立てて一気に割れるのが同時だった。

　ガラスの欠片かけらが、三方から吹雪ふぶきのように吹きつける。

　凄すさまじい風が吹きこみ、空中で渦うずを巻いて、目も開けていられないほどだった。

　その嵐あらしの中から、蔓つたに似た枝がいくつも、こちらに向かって伸のびてくる。

　先せん端たんは、鋭えい利りな刃は物もののようだった。

　真っすぐに心しん臓ぞうをねらってくるそれを、聖樹は体をひねってかわしながら、脇わきの下の銀ぎん剣けんを引き抜ぬいた。

「高天、ブレスで焼き切れ」

　三つの窓から次々と入りこんでくる枝は、確実に心臓に向かってくる。

　それを避さけると、そこから急に首をめがけて伸びてきた。

　攻撃すれば、すぐに死に至いたるという急きゆう所しよを心こころ得えているらしい。

　人間の急所、それは、脳のう運うん動どう神しん経けいのある脊せき椎つい上じよう部ぶ、首、心臓、そして主しゆ要よう血けつ管かん網もうの広がっている脇の下と、大だい腿たいの付け根だった。

　逆にいえば、それらさえ守り通せば、どれほど突つき刺さされても、たとえ体中が穴だらけにされたとしても、即そく座ざに死ぬことはない。

　聖樹はガードを固めながら、銀剣で枝を払はらい、あるいは斬きり落とす。

　高天のブレスが、部屋の空気を裂さくように輝かがやき渡った。

　あたりに、木のこげる臭においが漂い、焼けた枝がバラバラと床に落ちる。

「おお、おもしろいほど当たるじゃん。全ぜん滅めつさせてやるぜ」

　高天の声が上がったその瞬しゆん間かん、ブレスの光が逸それ、床に当たった。

　そこに、ちょうどソロモンの円陣の一部があったのだった。

　ブレスの光は、ジリジリとそれを焼きこがす。

　チョークが消え、円陣が途と切ぎれていくのが見えた。

　それとともに、光坂と冷泉寺を守っていた結けつ界かいが開き始める。

　部屋の中に満ちていた枝先が、とっさに、そちらに向きを変えた。

　聖樹は円陣に飛びつき、焼けこげて消えた部分に銀剣を突き立てる。

　聖なる剣で、欠かけた円陣をつないだのだった。

　結界は再び閉じていき、枝の侵しん入にゆうを阻はばむ。

「ほう、そういう手があったか」

　どこからともなく響ひびいてきたのは、あの電話の、老ろう女じよの声だった。

「だが、これで銀剣は、使えなくなったわけだな」

　その声がどこから来るのかを確かめようとして、聖樹は背後の窓辺に寄よる。

「武器を失うしなったおまえの負けだ、レオンハルト」

　庭にあった大木がいつの間にか枝を伸ばし、城全体を押し包んでいた。

「どいて、レオン」

　背後で、高天の叫さけびが上がる。

　聖樹は、とっさに身を伏せた。

　その頭上をかすめてブレスの閃せん光こうが走り、窓の向こうの大木の幹を直ちよく撃げきする。

　大だい音おん響きようとともに、幹は、真まっ二ぷたつに裂けた。

「おのれ」

　悲ひ鳴めいのような叫びが上がり、部屋の中でうごめいていた枝先が、いっせいに高天の背中に向かう。

　聖樹は走り寄り、高天をかばってその前に立ちふさがった。

　自分の体で高天を保ほ護ごしながら、急所をガードし、攻撃してくる枝から心臓を逸らせる。

　いくつもの枝先が、音を立てて体に突き刺ささり、そのうちの一本が片かた肺はいを突き破やぶって背中に出た。

　衝しよう撃げきに耐たえながら、聖樹は思わず笑みをもらす。

　どうやらテオドラは、戦せん闘とうに慣れているというわけでもないらしい。

　聖樹なら、体内に二つある臓ぞう器きなど、絶対にねらわなかった。

　二つある臓器は、たいてい、片方だけになっても生命を維い持じすることができるからだ。

　肺なら、片方あれば、体に回す酸さん素そを補おぎなうことができる。

　聖樹はそのために、肺はい活かつ量りようを多くしていた。

　片肺にダメージを与えても、致ち命めい傷しようにはなりえない。

　それをわかっていないのだった。

　戦闘に慣れていないのなら、長引けば、きっと弱じやく点てんを露ろ呈ていするだろう。

　それまでここに踏ふみとどまり、時間を稼かせぐのがよさそうだった。

「レオンハルト、しぶといな」

　声とともに、枝がいっせいに上を向く。

　体が一気に、空中に持ち上げられた。

　窓に向かって動いていく。

　広い空間に連れ出され、どこかにたたきつけられでもしたら、防ふせぎようがなかった。

「高天、ブレスで枝を焼け。このままでは、外に持って行かれる」

　高天は、震ふるえるように首を横に振った。

「レオンに当たるよ」

　鈴影は、怒ど鳴なる。

「当たってもいい。やれ！」
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　急いで帰るために、私たちは村長さんからオートバイを借りた。

　ガルシアの運転で、私が後ろに乗ったんだ。

「運転できるのっ!?」

　と、私が聞いて、

「要ようするに、ブレーキとアクセルとハンドルの組み合わせだ。何とかなるだろう」

　というガルシアの答が返ってきたのは、すでに出発してしまってからっ！

　私は震ふるえ上がってガルシアにしがみつきながら、自分の強きよう運うんを祈いのっていた。

　それが神様に通じたのか、私たちはとにかく無事に城までたどり着き、借りてきたロープを伝って、堀ほりを渡った。

　ガルシアが、堀の縁ふちから跳はね橋ばしの袂たもとの鉄てつ柱ちゆうにロープを投げて、ピンと張はり、そこを雲うん梯ていの要よう領りようで伝って渡ったのだった。

　落ちるのがいやだったから、もう必死っ！

　恐こわがる余裕もないくらいだった。

　何とか堀を渡り終えて、見れば、城は、立ちこめる朝の霧きりの中にボンヤリとけぶっていた。

　私が城内に駆かけこもうとすると、ガルシアがぎゅっと腕うでをつかんだ。

「待て！　様子が変だ」

　私は、目を見開いて彼を見た。

「変って・・・どう？」

　不安と心配で胸がドキンドキンして、声が震えてしまった。

　考えてみれば、もう半日以上も、私たちはこの城から離はなれていた。

　その間に何か起こってても、全然不思議じゃないっ！

　大変だっ!!

　私は、真まっ青さおになってつぶやいた。

「どう、変なの？」

　ガルシアは、その強い眼まな差ざしを四方の霧の中に走らせた。

「静かすぎる。それにコゲ臭くさい。木がこげる臭においだ」

　私は不安を強めながら、霧の向こうに黒い影かげのように浮かび上がっている魔ま宿しゆく樹じゆを見つめた。

　その時、木の形が前と変わっていることに気づいたのだった。

　横に大きく広がったような気がする。

「ガルシア、魔宿樹が太くなってる」

　ガルシアは、振ふり返り、すぐに首を横に振った。

「違う。幹が裂さけたんだ」

　よく見ると、確かに、中心にあたる一番太い幹が縦たてに裂さけ、そこから両側に木が分かれている。

「きっと俺たちがいない間に、レオンハルトと戦いになって、やられたんだろう」

　私は、ますます心配になった。

「じゃ鈴すず影かげさんはっ!?」

「わからない」

　吐はき捨てるように答えてガルシアは、ギラッとその目を光らせた。

「行ってみるしかないな」

　歩き出したガルシアの後について、私は城門をくぐり、坂道を歩いて、城の前に立った。

「魔宿樹のそばまで行ってみよう」

　ガルシアの言葉で、庭に足を向ける。

　立ち枯がれた木々の間を歩いて、魔宿樹の見える所まで行った。

　近づくにつれて、コゲたような臭いはますますひどくなり、私は胸むな騒さわぎがした。

　とたん、ガルシアがふっと立ち止まり、私は、その大きな背中にぶつかりそうになって、あわてて足を止めた。

　その時、ガルシアの肩越ごしに、魔宿樹の枝が見えたのだった。

　ビクッとして私は、ガルシアの後ろから顔を出し、直後に見てしまった。

　真まっ二ぷたつに裂けて焼けこげ、煙けむりを上げている魔宿樹の枝の先に、ぐっさりと突つき刺ささっている鈴影さんの姿をっ！

　その根元には、フラフラになった宏ひろしがいた。

　今にもくずれ落ちそうな体で、魔宿樹に向かって立っていたんだ。

「高たか天ま、休むな」

　鈴影さんが、かすれた声で叫さけぶ。

「続けるんだ」

　宏は、懸けん命めいにブレスを操あやつり、魔宿樹を攻こう撃げきした。

　それほど必死になっている宏を、私は初めて見た。

　その瞬しゆん間かんに、思い出したんだ。

　ここに来る前、鈴影さんからすべてを任まかせられたって言いながら、私たちをうまくリードできなかった宏の姿を。

　きっと、あのせいだ！

　自分を情けなく思ったあの経けい験けんが、力を証しよう明めいしなければならないって決意をさせたんだ。

　それが今、宏を頑がん張ばらせているのに違いない。

　私は、胸がジーンとした。

「宏、頑張れ！」

　叫んで駆け寄よろうとして、ガルシアに抱き止められた。

「危ないっ！」

　ガルシアは、野や獣じゆうのような目で私をにらみ、魔宿樹を振り返った。

「テオドラが生きている」

　その視線の先、魔宿樹の根元の、裂けた幹の中に、埋うもれるように三十センチくらいの高さの小さな塔とうがあった。

　魔ま女じよの塔だ！

　成長した魔宿樹の幹が、包みこんでいたんだ!!

　その扉とびらに打ちつけられていたはずの十じゆう字じ架かは、燃もえてしまったらしく、黒々とした跡あとが残っているばかりだった。

「根元にある魔を破は壊かいすればいいんだったな。俺がやる。ここにいろ。動くな」

　そう言ってガルシアは、「黄おう金ごんのダガー」を逆さか手てに握にぎりしめ、魔宿樹に走り寄った。

　その根元にひざまずき、塔を片手でつかむ。

　そしてダガーの刃やいばを突き立てようとしたんだ。

　瞬間、塔の扉がバタンと開いたかと思うと、そこから一気に光がほとばしり出て、ガルシアと宏を後こう方ほうに吹き飛ばした。

　わっ！

　二人は、まるで人形のように空くうを飛んで、枯れ木にたたきつけられ、ぐったりと横たわった。

　私は、目を見開いて魔宿樹を見、その根元から噴ふき出す光の中に、テオドラの生なま々なましい首を見た。

　その頭ず上じようには、燃え立つように輝かがやく冠かんむりが載のっている。

　私は、コクンと息を吞のんだ。

　サラマンドラの聖せい冠かんだ！

　その首は、カッと目を見開き、炎ほのおのような光の中で大声で笑いながら、こっちを見すえていた。

「雑ざ魚こは、おとなしくしていろ。私を自由にしてくれた『黄金のダガー』の望みは、総そう帥すいレオンハルトの打だ倒とう。まずそれからやってやる」

　そう言うなりテオドラは、バサッと枝を揺ゆすった。

　直後、空中を突っ切るようにして鈴影さんの体が落ちてきたのだった。

　わっ、地面に激げき突とつするっ！

　そう思った瞬間、鈴影さんは、空中でくるりと回転した。

　そうやって落下速度をゆるめ、片かた膝ひざをつくようにしてその場に着地したんだ。

　すごっ！

　直後、両腕で胸をかかえ、そのままうつむいて、むせ返る。

　きれいな唇くちびるを突き破やぶるように大量の血が噴き出してきて、あたりに飛び散った。

　私は、びっくり！

「鈴影さん」

　走り寄ると、鈴影さんは手の甲こうで口元を拭ぬぐいながら、その目を私に向けた。

「夢ゆめ美みか」

　傷ついた頰ほおをわずかにゆがめ、血だらけの唇でそう言った鈴影さんに、私は涙が出そうになった。

　ひどい、こんなのって！

「ガルシアは、さっき何をしようとしていたんだ」

　あんな状態でも、鈴影さんは、すべてをちゃんと見ていたのだった。

　なんて冷れい静せいで、そして強いんだろう。

　そんな鈴影さんの力になりたくて、私は精せい一いつ杯ぱい、頑張って自分の心を落ち着かせた。

「あの樹は、魔から養よう分ぶんを吸すって生きてるの。根元に、養分の元となる魔が存在しているから、それを破壊すればいいんだって。それで樹きと、あの小さな塔を切り離そうとしていたの」

　鈴影さんは身をひるがえし、宏に駆け寄った。

「高天、高天、聞こえるか」

　枯れ木のそばに倒れていた宏を抱き起こし、その肩からブレスをはずしにかかる。

「借りるぞ」

　宏は、ゆっくりと目を開けた。

「ダメだ。俺がやる」

　そう言いながら鈴影さんの手を払はらいのけ、身を起こした。

「俺にやらせろ」

　鈴影さんは、ちょっと笑った。

「木の根元の塔を焼くんだ。できるか？」

　宏はうなずき、ゆっくりと立ち上がった。

「ここでやらなきゃ、男じゃねーだろ」

　鈴影さんはうなずき、宏の肩に手を乗せた。

「任せた。私が正面でターゲットになる。今度は、遠えん慮りよせずにやれ」

　そう言うなり、魔宿樹の正面に駆け戻っていく。

　瞬しゆん間かん、テオドラの大声が上がった。

「総帥レオンハルト・ローゼンハイム、その名において『黄金のダガー』の呪のろい、我わが力を受けよっ！」

　テオドラは、グワッと口を開き、そこから緑の炎を放った。

　爆ばく発はつするかのような音を上げながら炎は、轟ごう然ぜんと鈴影さんに向かう。

　私が息を吞んでいると、宏が、全身の力を振りしぼるようにしてブレスから七色の光をほとばしらせた。

「行けぇっ！」

　ブレスの閃せん光こうは、空中を裂いてまっすぐ伸びていき、鈴影さんに向かってきていたテオドラの緑の光を受け止め、それを打ちくだいた。

　そのまま矢のように伸びていき、テオドラ自身に迫せまる。

　そして、その首のつけ根から出ていた魔宿樹の主しゆ根こんを、一気にスッパリと切り落としたのだった。

　ものすごい悲ひ鳴めいを上げて、テオドラの首は一いつ瞬しゆん、空中に浮き上がり、それからパッと分ぶん解かいした。

　後には、ただわずかな霧だけが残って、そしてその冠が音を立てて地面に落ちてきた。

　私の方へと飛んできたそれを、私は、ばっちり胸の中にキャッチっ！

　やった、聖冠、ゲット!!

「宏、ほら、聖冠だよ、あなたが取り戻したんだからね。戦ってるあなたは、マジでカッコよかったよ」

　そう言うと、宏は肩で大きな息をくり返しながら、頰ほおをゆがめた。

「俺に、ホレた？」

　もうっ、すぐ調子に乗るんだから。

「それとこれは、話が別でしょ」

　宏は、ちょっと笑った。

「アキと冷れい泉せん寺じは、『ソロモンの円えん陣じん』に保ほ護ごされている。無事だからな」

　私は、ほっとした。

　魔は撃げき退たいできたし、聖冠は手に入ったし、よかった！

　そう思った直後、脇でガルシアが立ち上がった。

　手には、「黄金のダガー」を握りしめている。

「レオンハルトと決着をつける」

　あ、まだこれがあったんだ！
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　鈴すず影かげさんに歩み寄よっていくガルシアを、私はあわてて追いかけた。

「ね、ちょっと待って」

　宏ひろしが、足を引きずりながらついてくる。

「お互いにケガをしてるんだし、後にした方がいいかと思うんだけど」

　ガルシアは、私の言うことなんて全然、聞いていなかった。

　鈴影さんのそばまで行き、その熱い目でじいっと見すえる。

「おまえに挑ちよう戦せんする。受けろ」

　鈴影さんはうなずいた。

「受けよう」

　その体中から凜りんとした輝かがやきがあふれ出て、鈴影さんをあざやかに彩いろどる。

「レオンハルト・ローゼンハイム、銀の薔ば薇ら騎き士し団だん総そう帥すいとして、確かに受けた」

　そう言いながら、その目でガルシアを広い場所へと誘いざなった。

　黙だまって歩き出した二人に、私と宏は、緊きん張ちようしてついて行った。

　鈴影さんが選んだのは、城の中庭だった。

　背はい後ごには、華か麗れいなバルコニーを備えた本ほん棟とうがそびえている。

　それを背にしてガルシアが立ち、鈴影さんが向かい合った。

「では、尋たずねる」

　ガルシアの声が響ひびき渡る。

「真しんの賢けん者じやとは、誰だれか」

　その時、バルコニーの奥にある窓が開き、光こう坂さか君と冷れい泉せん寺じさんが姿を見せたのだった。

　私は、ちょっと手を上げた。

　鈴影さんとガルシアがあまりにも真しん剣けんに向き合っていたので、声は出せなかった。

　光坂君と冷泉寺さんは、それを察さつして即そく座ざに身をひるがえし、バルコニーから姿を消した。

「真の勇ゆう者しやとは、誰か」

　鋭するどい口調で切りこむように言ったガルシアに、鈴影さんはわずかな笑みを流した。

　不ふ敵てきで、自信がきらめき立つような微び笑しようだった。

「真の賢者とは、誰か。それは、すべてのものから学ぶ者だ」

　城の出入り口から飛び出してきた光坂君と冷泉寺さんが、私たちのそばに走り寄ってくる。

「真の勇者とは、誰か。それは」

　鈴影さんが、そこまで言った時だった。

　いきなり頭ず上じようで、きしむような音が上がった。

　目を上げれば、大きな大だい理り石せきを使ってある城のバルコニーがゆっくりと傾かたむくところだった。

　わっ！

　そう思った直後、その大理石がこっちに向かって、一気に雪崩なだれ落ちてきた。

　ちょうど鈴影さんとガルシアの真上だった。

　悲鳴を上げる私の前で、鈴影さんは、長い髪をひるがえしてガルシアに飛びつき、自分の胸の中にかばいながら、次々と崩くずれてくる大理石やレンガ、壁の下に埋うもれていった。

　たちまち姿が見えなくなる。

「レオンっ！」

　ひととおりの倒とう壊かいがおさまると、宏が、もうもうと立ちこめる漆しつ喰くいの砂すな煙けむりの中に飛びこんでいき、夢中でそれをどけ始めた。

「レオンっ！」

　私たちも、もちろん駆かけ寄り、手伝った。

　祈いのるような気持ちだった。

　お願い、助かって！

「いたっ！」

　宏の声が上がって、その動きが慎しん重ちようになった。

「そっとしろ、そっと」

　注意しながら私たちは、瓦が礫れきの山の中から鈴影さんとガルシアを引き出した。

　鈴影さんの体の下でかばわれていたガルシアは、すぐに意識を回かい復ふくして立ち上がったけれど、鈴影さんは動けなかった。

　わずかに開けた唇くちびるで、乱みだれた息をくり返しているその姿を見ていると、私は、鈴影さんの命がどんどん消えていってしまうような気がして、たまらなかった。

　宏が、あわてて自分の肩からブレスをはずす。

　保ほ留りゆうのブレスは、鈴影さんの魂たましいをその体の中に留とどめてくれるものだった。

「レオン、これ、つけるよ」

　鈴影さんは、首を傾けてこちらを見た。

「大丈夫だ。いらない。ガルシアとの決着が、まだついていないから」

　ガルシアは、なおダガーを握にぎりしめながら鈴影さんを見下ろしていた。

　光坂君が泣き出しそうな声で言った。

「まだレオンさんと戦うの？　こんなレオンさんと、まだやるの!?　君は、助けてもらったんだろっ!!」

　ガルシアは、ちょっとうつむき、自分の手の中のダガーを見た。

　それから視線を上げて、彼らしい熱い瞳ひとみで私たちを見まわし、最後に鈴影さんを見つめて口を開いた。

「レオンハルト、おまえは、ダガーの二番目の問いに、その身をもって答えた。俺はおまえの答を、俺自身のこの体で聞いた。真の勇者とは、誰か。それは、敵を友に変える者だ。おまえのことだよ、レオンハルト」

　鈴影さんは、浅く笑った。

　ガルシアも少しだけ笑い、二人の視線の間に、一いつ瞬しゆん、微笑ほほえみの輪ができた。

「じゃ」

　そう言ってガルシアは、毅き然ぜんとした表情を取り戻し、ダガーを右手に持ち替えると、私たちを一人一人見つめた。

「このダガーを引き抜ぬいた責せき任にんにおいて、今、始し末まつをつける」

　堂どう々どうと言って、ダガーを逆さか手てに持ち替え、直後、それを自分の心しん臓ぞうへと突つき立てた。

　止める間もないくらい素早かった。

　鮮せん血けつをほとばしらせ、崩れるように倒たおれた彼の前で、呆ぼう然ぜんとしている私たちに鈴影さんが言った。

「高たか天ま、ガルシアにブレスを」

　宏は、急いでガルシアの二にの腕うでにブレスをはめた。

「やったよ、レオン。魂を保留した」

　私は、息をつめるようにして鈴影さんを見た。

「鈴影さんは、ブレスがなくて大丈夫？」

　鈴影さんは、ちょっと笑った。

「優ゆう先せん事じ項こうは、ガルシアだ」

　私は心配だったけれど、鈴影さんの意い思しを無視して無理やりにブレスを移動するわけにもいかなかった。

「でもガルシアは、これからどうなるの？」

　光坂君が聞くと、皆みなが気になっていたらしくていっせいに鈴影さんの方に身を乗り出した。

　私も、だった。

　ガルシアのことが結けつ構こう、好きだったから。

「そのままデルポイに移い送そうしてダガーを胸から抜き、手術をするか、それでダメならブレスをつけたままにする」

　それって、ピアスがついている私みたいだよね。

「その後は、いったんシテールに戻さねばならないだろうな」

　そういえば、脱だつ走そうしたって言ってたっけ。

「だが、いずれ出られるようにする。騎士団の規き定ていを変えるつもりだ。古すぎるから」

　ああ鈴影さんは、ちゃんと考えてるんだ。

　そうわかって、うれしかった。

　やっぱり、総帥だけのことはあるよね。

「もしブレスをつけたままってことになったら、ガルシアも僕たちの仲間だよね」

　光坂君がそう言うと、宏がくやしそうにガルシアをにらんだ。

「ちぇっ、俺、ブレスほしかったのにな」

　冷泉寺さんがニヤッと笑った。

「ガルシアには名医を紹介して、ダガーは霊石オンパロスに戻す、そしておまえは、そこからダガーを抜いてレオンを襲おそえばいいんだ。それでしくじって死にそうになれば、きっともらえるぜ」

　私は、あせって叫さけんだ。

「こんなにハラハラするのは、もうたくさんよっ！」

　皆が、笑った。

　しだいに近づいてくる救急車のサイレンの音を聞きながら、私は、手にしていた聖せい冠かんを持ち上げた。

　太陽の光の下で、それは、きらきらと輝いて見えた。

「これで、四つ目だね」

　そう言うと、宏がうなずいた。

「あと三つだ。頑がん張ばろーぜ」
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